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　俺おれは人間を結構殺すが、殺す準備をしたことはなかった。

　不味まずい部分だの身に着けている物をどこに捨てるかは、よく考えるが。

　俺が考えるのは死体の後始末だけで、その前段階のことなんかどうでもよかった。

　そうだ。「こいつを殺そう」と思って殺したことはない。

　飯にするとか、俺に向かって銃をぶっ放すとか、俺の仲間を殺そうとしたとか、殺したのはそういう奴やつらばかりで。

　名前も知らないし顔だってろくに覚えていない。

　だが、今回は違う。

　名前を調べて、顔を調べて、どこで殺すか、殺した後死体をどう始末するか。

　そんなことまで前まえ以もつて考えるのは初めてだ。

　殺人計画、か。

　人間一人殺すのに、そんなものを立てるなんてな。




　しかも、俺が死ぬ可能性まで俺は考えている。

　このことに気が付いた時、俺は心底驚おどろいた。

　人間相手に死ぬなんて、あるわけないと思っていた。

　……いや、俺が殺そうとしているのは、ただの人間じゃない。

　兇きよう人じん。こう呼ぶことにしておこう。

　俺は兇人の人間としての名前を知っているが、俺はあんな奴の名前を呼びたくない。




　しかしこの街で兇人を殺すのは難しい。

　いつものように誰だれもいない場所に引ひき摺ずり込んで殺して埋める、というわけにはいかん。

　俺が勝てばそれでいい。

　だが俺が奴に負けて死んだ時のことを考えると、それでは駄目だ。

　俺が死んだら、奴に勝てるアヤカシはこの国に数えるほどしかいなくなる。

　だから兇人が俺を殺した時に、兇人も死ぬ仕掛けを作っておこう。

　時間はかかるが、今月中にはけりがつく。

　それがどんな結果になるかは、わからんがな。




　それまで俺おれの仲間たちは無事だろうか？

　夏か純すみ、虎とら司じ、大おお田た、優ゆう樹き……。この街にいる、俺の仲間たち。

　こいつらでは、絶対に兇きよう人じんに勝つことはできない。

　逃げることだけならできるかもしれん。

　それでも兇人から逃げるのは難しいだろう。

　……兇人は見た目だけはただの人間と変わらん。

　そしてただの人間ではないとわかった時にはもう遅い。

　若い奴やつは人間の怖さを知らんから恐ろしい。

　虎司の奴、あれほどの目に遭あったくせに、喰くう気があるわけでもない人間と出かけるし。

　夏純は相変わらず人間のたくさんいる所に行く。

　困った奴らだ。

　その困った奴らと俺自身のために、俺は兇人を殺す。

　たとえ死んでも、仲間だけは守り通す。




　しかし死ぬのは怖いものらしいが。

　まだ俺は怖くないな。

　やはり殺されてみないと、殺される奴の気持ちはわからんのだろうな。




　……お前に教えてやれる機会がやっと巡ってきたが。

　残念ながらその時俺は喋しやべれないから教えてやれん。

　自分が死ぬ時にわかってくれ。

　お前だけは。

　お前だけは、たとえ誰だれが死んでも、きっと長生きするだろうからな。

　シームルグ。
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　歩いていたら、突然腹が痒かゆくなることがよくある。寝ている間に蟻ありか蚤のみでも潜もぐり込んだのかもしれない。そんな時はシャツからはみ出している腹を搔かいてやるのだが、周囲に人間がいるとひどく嫌そうな顔を向ける。

　いったい何が気に入らないというのだろう。腹が痒いから搔いているだけだというのに。ぼりぼり音がするからなのか、搔いたついでにごっそり抜けた腹毛をその辺りに撒まき散らすからか。どちらにしろ腹を搔くのをやめはしないが。

　しかし。

　歩いていたら小さな人間に足にしがみつかれ、脹ふくら脛はぎにびっしりと生はえた自慢の毛に鼻水と涙を付けられた時。

　いったいどうすればいいのだろう。




「………………ねむーい」

　目を覚ました帆ほ村むら夏か純すみは一言呟つぶやくと、ソファーに寝そべったまま天井を見た。煙草タバコのヤニですっかり汚れてしまった天井を眺め、ぼんやりと今日のことを考える。正確には『汚れてしまった』ではなく『汚した』なのだが、そんな細かい表現の違いを夏純は気にしない。

（スポーツ新聞買って、優ゆうさんの傷診みて、ご飯食べられるようなら食べてもらって、部屋の掃除して、野球聞いて寝る……）

　まあこんなものだろう。大きなあくびを一つすると、夏純はゆっくりと体を起こしベッド代わりのソファーから下りた。昨日は寝巻きに着替えないで寝たので、シャツやズボンに皺しわが付いてしまっている。叩たたいて適当に延ばしただけで、夏純はあっさりと皺のことを忘れた。まずは、テーブルの上にあるジタンとライターを引き寄せる。一服しなければ一日は始まらない。箱の中身を確認すると、あと六本。封を切っていないのが二箱あるが、明日の朝までには空になっていることは間違いない。

　一本取り出して口に咥くわえると、ライターの蓋ふたを開ける。立ち上った火を五秒ほど眺めてから、煙草の先端に火を点ともした。寝ね癖ぐせのついた長髪を指で梳すきながら、時間をかけてゆっくりと煙を吸う。時計を見ると、午前十時を少し回ったところだ。とっくに朝刊は来ているだろう。と、考えたところで昨日の夕刊を取り忘れたのを思い出した。

　目を閉じて頭を二、三度叩き、もう一度大きなあくびをすると、煙草を灰皿でもみ消す。パーカーを着てベルトにポーチをごてごてと装着し、野球帽を被かぶるともう出掛ける用意はできてしまった。そのまま部屋を出ようとした夏か純すみだったが、思い出したように宿直室へと続く扉を開ける。

「優ゆうさーん、寝てる？」

「………………寝てはいるけど、意識はあるよ」

　たっぷり十秒ほど経過した後、布団の中からくぐもった小声が返ってきた。布団を頭まで被かぶっているため、声の主の姿は夏純からは見えない。

「今日の具合はどう？　歯は生はえ揃そろった？　左手、動くようになった？」

「……奥歯は、半分ほど。手は……まだ動かない」

「そう、あたしちょっと新聞買ってくるけど、何か欲しい物ある？」

　この場合、夏純がいう新聞はスポーツ新聞を指す。

「…………とくには、ない、かな」

「じゃ、行ってきます」

「……いってらっしゃい」

　短く、テンポの悪い会話を終えると、夏純は宿直室の扉を閉めた。改めてスリッパから靴に履はき替えて外に出る。戸と締じまりを確認すると、夏純はたった今自分が出てきた建物を何となく見上げた。警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課分署。夏純が八月から暮らしている場所だ。

　見上げたついでに、中空の太陽が目に飛び込んできた。九月も半ばを過ぎたとはいえ、今日の暑さはまだ夏のものだ。だが少しずつ涼しい日が多くなってきており、夏純の肌は既に夏の終わりを感じている。すぐに秋になって、寒い寒い冬が来る。

（それまでに優さんの目、ちゃんと生えてればいいんだけど）

　帽子のつばを下に向けると、夏純は煙草タバコを取り出そうとしてポーチに手をやった。その手元が急に翳かげる。

　顔を上げると、肉と毛の塊がそびえ立っていた。

「あ、ヤマさんだ」

　黙だまって見下ろしてくる八や牧まき巌いわおににこやかに挨あい拶さつをすると、夏純は煙草を咥くわえた。火は点つけずに唇の間に挟む。

「どうしたの、何か用？」

「ああ」

[image: ]

　短く答えると、八牧は今夏純が出てきたばかりの建物に入るべく扉に右手をかけた。その左腕は、彼の生活必需品が入っているずた袋を横抱きにしている。

「ちょっと待って、鍵かぎ開けるから」

　ポーチから鍵を取り出してドアを開けてやると、八牧は無言で巨大な体を可能な限り圧あつ縮しゆくし建物の中に消えていく。

「あ、優さんが寝てるから」

　振り返ることも返事をすることもなく、八や牧まきは扉を開けてすぐ目の前にある階段をのしのしと上っていってしまった。そんな八牧の態度にも別に夏か純すみは怒ることはなく、元通り扉に鍵かぎをかけて本来の目的である買い物をしに行くことにする。

（あー、もう夏が終わっちゃう……）

　軽くパーカーの上から腕を撫なでた。その腕と背中には、赤く腫はれた痕あとが所々に残っている。八月に負った火傷やけどだ。その原因は水であるが、彼女にとって水は火傷をするものだ。もっとも彼女の怪け我がなど軽い方で、友人たち三人の怪我ははるかにひどいものだった。

（でもこれだけ悪いことがあったら、しばらくは悪いことは起きないわよね）

　単純明快な脳を持つ夏純は一人で納得すると、火傷の痕を軽く叩たたく。

（競艇行ったら、当たるかも）

　あくまで気楽な帆ほ村むら夏純であった。




　夏純の足音が遠ざかったと思ったら、入れ違いに八牧が入ってきたようだ。

　いったい何の用だろう。片かた倉くら優ゆう樹きは布団を頭から被かぶったまま耳をすませていた。何か物を取りに来たのならば勝手に探して持っていくだろうし、自分に用があるなら声を掛けるだろう。半分だけ覚かく醒せいしている頭で、そんなことを考える。

　うとうとしかけたところで、今はない右目の奥が疼うずいた。その痛みが、優樹を安あん寧ねいな睡眠から叩たたき起こす。動く右手で体を支えると、優ゆう樹きはのろのろとした動作で上半身を起こした。夏だというのに布団の上にかけてあった半はん纏てんをパジャマの上から羽は織おる。

「………………ふう」

　大きく息を吐いた。白髪頭を右手で搔かき、包帯の上から顔を触ってみる。骨はほぼ再生したようだ。歯はまだ足りないが、顎あごや頰ほお骨ぼねにちゃんと手触りがある。少なくとも顔の形にはなった。しかし包帯を取れる日はまだ遠そうだ。

　今の優樹の顔中で、まともな皮ひ膚ふと肉が存在しているのは左目近辺と右の頰くらいだ。肉は毎日少しずつ盛り上がってきてはいるが、それらが完全に再生し肉の上に皮膚が形成されるまで、一か月はかかるかもしれない。それまではとても包帯なしで表を歩けないだろう。

（……眠れれば、もっと早く治るのに）

　この数週間の間に優樹が満足に寝た時間など、実は数時間も存在してはいなかった。あとはごくごく浅い眠りか、ただ布団の中に入って目を閉じていただけだ。深い眠りに就こうとするたびに、傷が痛んでそれを妨げる。神経伝達に異常があるようで、痛覚を断つことはおろか筋量増幅ブーストも神経融合ブレイクもできない。

　左手首から先も、相変わらず動かない。折れた、というよりは粉々に砕けた、という感覚だ。皮膚の下に潰つぶれた肉と骨の欠片かけらがある、という妙な手触りはなかなか強烈だった。現在はテーピングでがちがちに固めて、その上に包帯を巻いている。

　怪け我がの規模としては大したものではない。顔が変形して、左手が折れているだけだ。今まで優樹が負ってきた怪我の中では、軽いと断言してもいいくらいだ。ただ、どうやら頭の方にそのぶん異常が起きているらしい。

　緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊と米軍特殊部隊、そして捜査第六課。三者が集つどったあの無人島で何があったのか、優樹は断片的にしか覚えていない。虎とら司じが足をなくしたこと。鵺ぬえに会ったこと。最後に覚えているのは、鵺に連れ去られる赤あか川がわの姿。……そこから先は、さっぱりだ。目が覚めた時にはここで寝ていて、夏か純すみが心配そうに覗のぞき込んでいた。

　あの島で何が起きていたのか。浦うら木きか大おお田たにでも聞けば少しは事情がわかるだろうが、東京に帰ってからずっと寝たきり生活を送っている優樹はそのどちらにも会っていない。こちらから電話をかける気力もなかった。一度赤川から電話があったので、彼の無事が確認できたのは正直嬉うれしかった。しかし、虎司を助けてくれたあの鵺は死んだという。詳しい事情を聞きたかったが、突然医者が電話に出てきて『重傷者に長話させないでください』と怒られてしまった。お互い、まだ療りよう養ようの時間が必要らしい。あの事件のことを聞けるのは、まだ先のことになりそうだ。

　だが今さら、あの島で起きていたであろう事件を検証してどうしようというのか。そんな投げやりなことを考えている自分がいることも確かだ。肉体が傷付くと気力も萎なえるものなのだろうか。今まで散々怪我をしてきた優樹だが、こうも無気力状態が続くことはそうはなかったはずだ。

（……今年は、結構怪け我がが多かった気がする……）

　そこまで考えた優ゆう樹きは、自分が今年どれほどの怪我をしたか思い出せないことに気が付いた。

（……あれ……）

　二月に、何かあったような気が。

　がらがら、と何かが崩れるような物音が響ひびいてきた。続いて八や牧まきのくしゃみが三度。物置からの音だ。

　物置の整理など久しくしていない。どこに何があるのか、八牧にはわからないだろう。優樹も完全に把握してはいないが、八牧の巨体が小さな物置で暴れるよりはましだ。緩かん慢まんな動作で立ち上がり、優樹は布団を畳まずに宿直室を出る。

「八牧さん、おはようございます」

　開け放たれた物置のドアから、木彫りの猪いのししが飛んできて床を転がった。

「……八牧さん。手伝いますよ」

「寝ていろ」

　素そっ気けない返事が物置から轟とどろいた。また何かが崩れるような音がしたが、気にしないことにした。かと言って寝直す気にもなれなかったので、新聞を取ってくることにする。部屋を出ようとした優樹だったが、その途上に八牧愛用のずた袋が横たわっているのを発見した。八牧の手製であるその袋は、人間一人くらい押し込めば入ってしまうほど大きい。無造作に放り出されているそれを何気なく見た優樹は、自分の目を疑った。

　動いた、ような気がしたのだ。あの袋が。

　とうとう左目までおかしくなったのだろうか。瞼まぶたを閉じて眼球を軽くマッサージして再び見直す。……やはり、袋の中で何かがもぞもぞと動いている。

「八牧さん、袋が動いてるんですけど、何が入ってるんですか？」

「非常食だ」

　あまりにも簡かん潔けつな言葉に、優樹は包帯の下で眉まゆをひそめる。作った料理を友人たちに食べさせることには情熱を傾ける八牧だが、自身が口に入れる物にはあまり拘こだわりをもたない。人間が食べるような食事をすることも多いが、自動車に轢ひかれた猫ねこの死し骸がい、蚯蚓みみずにゴキブリ、木の枝やそこらの雑草なども食べる。そんな彼の〝動く非常食〟。そこらで拾った犬でも入っているのだろうか。

「……八牧さん、非常食なら乾パンとかそういうの買いません？」

　無駄だと思いつつも、そう言ってみる。優樹としては、〝その辺りにいる生き物〟を適当に捕食するのはやめてほしい。そう思う理由は優樹自身よくわからない。自分の中に残っている〝人としての常識〟が、そんな考えを生んでいるのかもしれない。

「確かに人間の作った物は、美味うまいな。味がある。豚や牛を自分でばらさずに食えるのも悪くない。魚もいい。川魚は捕まえられるが、海の魚は俺おれには獲とれんし」

　普ふ段だんは無口だが、こと〝食〟に関して八や牧まきはうるさい。

「じゃあ……」

「俺は生きた肉が好きだ。温かい血が流れ、俺が嚙かみ砕くまで生きている肉が好きだ。骨に付いた肉と、肉の中に流れている血が好きだ。骨の中にある髄ずいが好きだ」

　八牧が、小こ脇わきに大きなダンボール箱を抱えてのっそりと物置の中から出てきた。体中の毛に埃ほこりがまとわりついている。

「人間の肉と骨が好きだ」

　きっぱりと断言した八牧は、優ゆう樹きの方を見ていなかった。

「お前に理解しろとは言わない」

　そう言うと、八牧は座り込んで箱の封をしているガムテープを引ひき剝はがし始める。

「……はい」

　優樹もまた短く答える。食に関して八牧と話すと、最終的には色々と憂ゆう鬱うつな気分になってしまう。自分と八牧との考え方の違い、それは人とアヤカシの考え方の違い。

　自分は、人ではないのに。

「優樹」

　ぼんやりと立っている優樹の方を見ずに、八牧が声をかけてきた。

「その非常食は傷いたんでいる。今のままだと不味まずそうだ。少し見てくれ」

「……そのために、ここに来たんですか」

「そうだ」

　もはや言い返す気力も湧わいてこない。優樹はため息をつくと、八牧お手製のずた袋に手をかけた。袋口を縛しばる紐ひもは既に弛ゆるんでいる。中の〝非常食〟が窒息しないためなのだろう。

「犬とか猫ねことかのことは、わかりませんよ」

「大丈夫だ」

　袋の中に右手を突っ込んだ優樹は、その手触りにぞっとした。感触が異常だったわけではない。ただ、まるで人間の皮ひ膚ふのような感じがしたのだ。

「人間だからな」

　優樹が触れていたのは、細くそして温かい人間の腕だった。




　今朝のことである。

　八牧巌いわおは住居を持たない。部屋を借りる金はあるのだが、借りない、そして借りられない理由がいくつもあった。まず八牧の性分として、屋根のある人工的な閉へい鎖さ空間というのが嫌いだった。自分で造った洞穴で暮らしたいが、そんなものをこの東京の真ん中で造るのは不可能に等しい。そして八牧の巨大で肉厚で毛深い外見と、無愛想で無口な性格が、不動産業者や大家を敬遠させる。万が一に借りられる部屋があったとしても、大きく太い八や牧まきの体にはひどく窮きゆう屈くつで暮らしにくい。

「……ぶはあ」

　目を覚ました八牧は、まず髯ひげの中にある口を開けて声を上げた。意識が覚かく醒せいしただけで、体勢は寝ている時のままだ。脚を折り曲げてその上に腹を乗せて蹲うずくまり、腕の上に頭を乗せるという普通の人間なら非常に眠りにくい体勢で八牧は寝る。腹を出して眠りたくないからだ。『なら腹巻きでも巻けばいいじゃんかよ』とは友人の弁だが、腹が冷えるのが嫌なわけではないので腹巻きは意味がない。それに毛がびっしりと生はえた腹には、腹巻など必要なかった。

　そんな恐ろしいほど毛深い腹を搔かきながら、八牧は緩かん慢まんな動作で上半身だけ起き上がった。いざとなればかなりのスピードで動き回れる八牧だが、普ふ段だんの、しかも起き抜けでの動作はそう素早いものではない。上半身を起こすと、まずは寝ね癖ぐせと土が付着した髪の毛を何度か乱暴に叩たたいた。太い指で適当に寝癖を直しながら立ち上がり、今度は寝ている間に体中に付いた土をばたばたと叩はたいて落とす。

　縄なわと板で自作したサンダルを履はくと、八牧は空を見上げた。まだ太陽は昇っておらず、薄うす暗ぐらい空だ。腹時計に自信はないが、午前四時を回ったくらいだろうか。動き出すなら今のうちだ。こんなところで寝ているのを人間に見付かったら、間違いなく警けい察さつに通報されてしまう。そういう経験が何度かある八牧は、早々に移動の準備を始めた。

　今回寝床に選んだのは、車道に面した場所にある小さな墓地だった。九月とはいえまだ墓参りの時期ではない。たとえ秋分の日当日だったとしても、こんな朝早くから墓地に来る人間もいないだろう。墓地で寝る人間もそうはいないだろうが、八牧巌いわおは人間ではないのでその常識の範はん疇ちゆうにはない。

　アヤカシと呼ばれる生き物である八牧は、今は人間の姿をしている。しかしその姿はどこから見ても人間離れしたもので、彼が歩いていると大抵の人間は道の端に寄る。電車に乗れば必ず彼の周りだけ空間ができる。

　八牧は巨大だった。身長は二メートルを超えている。測ったことはないので彼自身正確な数値を知らないが、二百四十センチは間違いなくあるだろう。背が高いだけではない。体のあらゆるパーツが太いのだ。特に太いのが横にも縦にも出っ張った腹で、いったい中に何が詰まっているのか不思議なほどの大きさを持つ腹だ。

　しかし彼がもっとも人間たちから敬遠される理由は、その毛深さだろう。彼が現在身に着けているのは特大サイズのタンクトップと膝ひざ下まであるズボンだ。両腕や脛すねなどが露ろ出しゆつしているわけだが、爪つめと掌てのひら以外の場所は黒い剛毛に覆おおい尽くされている。顔は顔で髯ひげと眉まゆ毛げと髪の毛に占拠され、彼の表情などほとんど見えていない。その中でも目を引いてしまうのが、タンクトップとズボンでは到底隠し切れない腹の毛だ。へそも見えないほどに生えているのは、不幸中の幸いなのだろうか。

　その腹を無造作にぼりぼり搔かくと、八や牧まきはベルト代わりの紐ひもを縛しばり直した。チャックの部分が壊こわれており、縛っておかないとずり落ちてしまう。ついでにサンダルの紐も確認すると、八牧は傍らのずた袋を開いた。八牧自身が作ったこの巨大な袋には、彼の生活必需品が詰まっている。裁さい縫ほう道具、彫刻刀数本、替えの紐と縄なわ、たわし、洗せん濯たく洗剤、洗面用具、手て拭ぬぐい、東京の地図、以前友人に買ってもらった特大スニーカー。袋の二重底には、彼が働いていた時に得た現金全すべてが隠してある。食にしか金をかけない八牧なら、人間社会で五年は生きていけるほどの額だ。

　それらが全て揃そろっているのを確認し、寝ている間に倒してしまった墓石と卒そ塔とう婆ばを適当に直すと、八牧はずた袋を肩にかけて墓地を出た。さすがにこの時間帯だと通る自動車は少ない。だが墓地の隣となりには二十四時間営業のファミリーレストランが、車道を挟んだ目の前にはコンビニエンスストアがあるので、人の姿はまばらに確認することができる。しかし現在八牧がいる歩道の上には人影はない。

　誰だれもいない歩道の真ん中で巨体に似合わない軽やかな屈伸をすると、八牧は朝食をどうすべきか考えた。自分の友人たちに食事を作ってやることを八牧は好きだったが、自分のために自分で食事を作ることは滅多にしない。その辺りを歩いている猫ねこや犬、人間などを捕まえることもあるが、最近はよほどのことがない限りそれもしない。それに人間は一か月ほど前に大量に腹の中に入れたので、しばらくは喰くう気も起きないだろう。まずい人間たちだったな、と今さらながらに思い出す。

　そんな理由から、八牧は二十四時間営業のファミレスで食事をするか、コンビニで弁当を買うか、どこか他ほかの飲食店を探すか、真剣に考えていた。三秒ほど立ち尽くしていた八牧だが、まず顔を洗うために五十メートルほど離れた公園に行くことに決めた。

　今日は色々と忙しい一日になる予定だった。一万円ほど朝食に使ってしっかりと腹ごしらえをしよう。腹の中で決意を固めながら八牧は歩く。

　腹と身長のせいで、八牧は自分の足元をよく見ていなかった。そのため左足がほんの少しだけ重く感じた時も、寝ている猫でもサンダルの先に引っ掛けたのだろうと思ってすぐには確認しなかった。しかしもう一度左足を踏み出した時、ふくらはぎに生はえた毛を引っ張られた感覚があったので視線を左足に落とす。

「………………」

　驚おどろきという感情にあまり縁えんのない八牧がこの時感じたのは、『なぜこんなものが俺おれの足にへばりついたのだろう』という疑問だった。

　彼の指す『こんなもの』というのは、人間だった。八牧の身長の半分もない、体重は十分の一にも満たないそれは、小さく、瘦やせこけ、薄うす汚れた五、六歳の子供だった。八牧のふくらはぎの毛を摑つかんで地面に蹲うずくまっている。

「………………離せ」

　これがもう少し大きな人間であれば、何も言わずに足を持ち上げて振り下ろし、地面に蹴けり付けただろう。八や牧まきがそうしなかったのは、その子供があまりにも貧弱な体格だったからである。どう八牧が手加減したところで、死んでしまいそうなほどだった。子供が身に着けているのは土と血で汚れた元は白かったであろうシャツと下着だけで、その肌は嫌でも八牧の視界に入った。

　皮の下に骨しかないような腕と足には、所々に真っ赤な斑はん点てんが浮かんでいた。真新しい水すい疱ほう、その水疱を潰つぶした痕あとなども残っている。それが火傷やけどの痕であることは八牧にもわかった。火傷のない皮ひ膚ふの上には生々しい蚯蚓みみず腫ばれが縦横に走っている。八牧の毛を摑つかむその指の爪つめは全すべて剝はがれており、右手の甲には刃物で何やら文字を彫ったような痕があった。

　その痛々しい姿を見ても、八牧に憐れん憫びんの感情などは浮かんでこなかった。彼の友人は、これよりもっとひどい怪け我がを負わされたことがある。友の心配はいくらでもするが、子供であろうと人間である以上八牧の心は動かない。

　彼がその子供を叩たたき潰さなかったのは、ここが無人の空間ではなく時間が朝だからだ。夜で周囲にまったく人ひと気けがなかったら、八牧は間違いなくこの子供を頭から喰くっていただろう。不健康そうで怪我持ちだが、成人男性よりは骨も肉も柔らかそうだ。

「離せ」

　今度は先ほどより大きな声を出した。子供の後頭部が揺れる。髪の毛を毟むしられたらしく、所々はげているその頭が震ふるえ、初めて子供が顔を上げた。この時、八牧は子供が女であることを知ったが、人の性別など食べる時以外にあまり関係ないので気にもしなかった。

　その幼女は、ひどい顔をしていた。薄うすい眉まゆ毛げの下にある瞼まぶたは両方とも腫はれ上がってほとんど開いておらず、青い痣あざが頰ほおと顎あごに残っている。鼻水をひび割れた唇の下までぶら下げたその子供は、何かを言おうとして口を震ふるわせた。

　そしてこんな人間の顔を、八牧はよく知っている。命いのち乞ごいの表情だ。死にたくない時、人はこんな顔で自分を見る。その時には大抵口がろくに動かなくなっているので、『殺さないでほしい』と表情で哀願するのだ。

「あ……あ……」

　八牧はその巨大な手で少女の手を引ひき剝はがそうとしたが、下手へたに引っ張ると自分の毛も痛い。腕の一本でも折ってやろうか。そう真剣に考え始めた時、幼女がほとんど閉じている目の中から大粒の涙をこぼし始めた。うまく口が回らないのか、唸うなるような声を何度か上げて八牧を見上げてくる。

（鬱うつ陶とうしい）

　面倒だ、喰くってしまえ。子供を口に入れるのは、久し振りだ。見た目は悪いが、その骨と肉はさぞかし柔らかいだろう。瘦やせこけて栄養状態は悪そうだが、骨回りには少しは肉がついている。内臓は、どうだろうか。胃や腸の中に何か入っていたら、それは抜いてやらねばなるまい。この小さな頭ず蓋がいを砕いてしまうか、引っぺがしてコンクリートに叩たたき付けるか、首をへし折るか。

　いや、やはり生きたまま頭からがぶりと。

　八や牧まきは、壊こわれ物を扱うような優しい手付きで幼女を足から引ひき剝はがし、その左腕で横抱きにした。軽く小さなその体を抱えるのは、簡単だった。幼女は最初戸惑いの表情を浮かべたが、やがて隙すき間まの多い口をゆっくりと横に開けていびつな笑顔を八牧に向ける。

　いっそ、この場所で喰くってしまおうか。頭を二口、体を二口、腕を二口、足を二口。余計な服や装飾品も着けていないことだし、胃の中に収めてしまうのに、一分もかかるまい。

　口を開けようとしたその時、八牧の頭をある考えがよぎった。この人間は、利用できる。

〝殺人計画〟の保険には、人間が一人必要なのだから。

　彼女の精一杯の笑顔を、八牧は見てなどいなかった。ただ打算的に、この子供を見ていただけだった。




　……などという事情を八牧が優ゆう樹きに話すはずもない。

「私は、いったいどうすればいいんでしょうか……」

　呆ぼう然ぜんとしている優樹を尻しり目めに、八牧は台所を漁あさっている。その八牧の後を幼女は左足を引き摺ずりながら、うろうろと付いて回っていた。

「調味料と酒と米以外、何もないな」

　ウイスキーのボトルを持って台所から戻ってきた八牧は、幼女を無視して床に座り込むと水で割りもせずにそのまま飲み始めた。追いついた幼女が、その背中の毛を小さな指で摑つかむ。

「お前、この洋酒何年前の物だ？　いつまでも取っておくんじゃない」

　なら飲まなければいい。内心で突っ込んた優樹は、何を言うかしばらく迷った末に声を出す。

「……あの」

　八牧は黙だまって幼女の首根っこを摑むと、その小さな体を優樹に向かって放り投げた。

「ひゃ」

「うわ」

　放物線を描いて飛んでくる幼女に、優樹が慌てて両腕を出す。幼女に衝しよう撃げきがないように、なるべく柔らかく、膝ひざを落としながら受け止めた。

「危ないじゃないですか、八牧さん……おっと」

　腕の中で幼女がじたばたしているので、優樹はそっと下ろしてやる。そんな優樹に見向きもせず、幼女はまた左足を引ひき摺ずりながら八牧のもとへ行きその腕の毛を摑む。

　そんな彼女を、再び八牧が投げた。

　優樹が受け止めた。

　幼女は八牧のもとに戻った。

　また投げた。

　また受けた。

　また戻った。

　そんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいやり取りが何度か続くと、投げられる幼女と受け止める優ゆう樹きが疲れてきた。五度目に優樹の腕の中に収まった時、幼女は初めて優樹の顔を見上げてきた。怯おびえと不安の感情しか伝わってこない目をして。

「……こ、こんにちは」

　今現在、でき得る限りの笑顔を作ったつもりだった。だが包帯に隠されて自分の表情などまるで見えていないことに気が付くのに、優樹は数秒かかった。

　それにしても、と優樹は思う。今の自分が言うのもおかしいが、この幼女の顔はひどいものだった。腫はれが引いて痣あざが消えるのに、この子はどれくらいかかるのだろう。痕あとが残ったりはしないだろうか。本当は、愛らしい顔の女の子なのだろうに──。




　ひどい顔をしていた。

　鏡かがみを見ることができないくらいに。




「私は、片かた倉くら優樹です。あなたの名前は？」

　幼女をソファーに座らせてやると、優樹は跪ひざまずいて目線を合わせた。まずはコミュニケーションを取り、体の傷の具合を確かめ、汚れている手足を洗って、自分の服を貸して、ご飯を食べてもらう。それが終わったら、ちゃんと両親のもとへ返す算段を立てなければ。

　と計画を立てる優ゆう樹きであったが、早くも計画倒れしていた。名前を問われた幼女は、ただ口を開閉させて唸うなり、時たま泣きそうな顔をするだけだ。

「……あの大きなおじさんは、八や牧まき巌いわおっていうんですよ」

　優樹は八牧の方を振り返らずに、ただそれだけを言った。幼女の反応は、優樹の頭越しに八牧の方を見ようとするという非常にわかりやすいものだった。この幼女は、自分の言葉が聞こえているし理解もしている。ただ言葉が喋しやべれないだけだ。こういうのを失語症というのだろうか。医者に診みてもらわなければなるまい。いくら人間の血が半分入っていて、怪け我がが多く手当てにも慣れているとはいえ、優樹には人間の傷を診察することなどできない。

　それにしても、と優樹は軽くため息を吐つく。なぜ八牧はこんな子供を連れてきたのだろう。本当に非常食にするつもりなら、自分の知らない場所で勝手に保管して、勝手に食べてしまっているはずだ。

　八牧巌は、そういうアヤカシなのだから。彼にとって、人間は〝糧かて〟以外の何物でもない。ただ、優樹の前では決して人喰くいをしたことはないし、その話題を口に乗せることもなかった。優樹の中にある人間の血に対して、彼はちゃんと気を遣つかってくれていた。仲間、とくに年少者には優しいのだ、彼は。

　だからこそ、今回の彼の行動には疑問が付きまとう。怪け我がをしている人間の子供を、憐れん憫びんの情から拾ってしまう。そんな感情は、八や牧まきには決してないはずだ。

「……あの、八牧さん」

　ウイスキーの瓶びんを空にした八牧が、突然ダンボール箱とずた袋を抱えて立ち上がった。優ゆう樹きが口を開くより早く、幼女がよたよたと立ち上がり付いて行こうとする。

「非常食を見ていろ。代わりに何か飯を食わせてやる」

　それだけ言うと、八牧は追いすがってきた幼女をまたも優樹に向かって投げ付け、そのまま部屋を出て行ってしまった。

「………………どうすればいいのかな」

　幼女を抱えたまま、思わず口に出してしまう優樹であった。

「……うあ」
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　何か言いたげに声を上げる幼女を再びソファーに下ろし、ざっと外傷を確認する。痣あざや腫はれた箇所は数え切れないほどあるが、緊きん急きゆうの治療を要する怪我ではない。まずは簡単にぬるま湯で体を洗って、この汚れた衣服を着替えてもらおう。

「ちょっと待っててくださいね」

　宿直室に戻って簞たん笥すを開けた優樹は、適当なシャツや短パンに下着を取り出す。サイズは合わないが、あの格好よりはましだ。おとなしく座っている幼女の傍らを通り過ぎ、半はん纏てんを脱いでから浴室に向かう。バスタオルや手て拭ぬぐいの用意をしていると、幼女が扉から半分顔を出した。一人でいるのが不安なのだろうか。

「シャワーでも浴びて、少し汚れを落とした方がいいですよ。服は、一人で脱げますか」

　こくりと頷うなずいて、幼女はゆっくりと浴室に入ってきた。だがぼろぼろの衣服を脱ごうとはせず、ただ立ち止まって優ゆう樹きを見ている。

　どうした、と問おうとした優樹だったが、すぐにその理由を察した。肌を他人に見せたくないのだ。きっと背中や腹にも傷があるのだろう。見る方は気にしなくとも、見られる方はそれだけで苦痛だ。だからといって、一人でシャワーを使わせるわけにもいかない。それに後で全身の傷のチェックをするのだから、ここで恥ずかしがられても困る。少し荒っぽい方法を取っても、脱いでもらわなければならない。

「ねえ、お嬢じようさん。私、顔に怪け我がをしているんですよ。ちょっとひどい痕あとなんですけどね」

　そう言うと、優樹は右手で顔に巻いてある包帯をほどき始めた。こういうことにはあまり器用ではない夏か純すみの巻いた包帯は、いとも簡単にほどけて優樹の顔を幼女の眼前にさらす。

　息を吞のむ音が聞こえた。続いて腫はれ上がった瞼まぶたが押し上げられ、丸い瞳ひとみが優樹を見る。

「ほら、すごい傷の顔でしょう？　でも傷を見られるのは、別に恥ずかしいことじゃないんですよ。だから、あなたの傷も見せてください。私は見るのも見られるのも気にしませんよ」

　返事はない。返事代わりの唸うなり声もない。小さな子には、少し衝しよう撃げきが強すぎただろうか。優樹は右手で自分の左頰ほおを撫なでた。いびつに歪ゆがんだ肉の手触り。未だ皮ひ膚ふの感触はない。頰骨が出ていないだけ、ましにはなっているのだが。

「うう……」

　突然、幼女が泣き始めた。涙と鼻水で今以上に顔を濡ぬらし、それらを抑えようとしゃくりあげている。悪いことをしたかなと思ったが、他人の顔なのだからそんなにショックでもあるまい。『あの顔に比べれば、自分はまだまし』とでも思ってくれれば、優樹としては気が楽だ。

「気持ち悪い顔で、すいませんね」

　そう優樹が言った時の幼女の反応は、ぶんぶんと激しく首を振るというものだった。気持ち悪くはない、のだろうか。少し優樹は首を傾かしげる。

「……ほら、顔がまた汚れちゃいましたよ。綺き麗れいにしておかないと、怪我の治りも遅くなりますよ」

　今度は、素直に脱いでくれた。その上半身を見て、優樹は彼女が他者に肌を晒さらしたくない心情を改めて思い知る。あばらが浮き出た腹、薄うすい胸板には殴おう打だされたような痕がくっきりと残り、所々皮膚が赤くなっている。

　こんなになるまで、親は何をやっていたのだろう。他人ひと事ごとながら、腹が立つ。この子が味わった苦痛は、大変なものであっただろうに。と考えてから、優樹はある可能性に思い至った。

　毟むしり取られた髪の毛、殴おう打だの痕あと、煙草タバコの先端を押し付けられたような火傷やけど、剝はがされた爪つめ、刃物ではない何かによって作られたらしい蚯蚓みみず腫ばれ、ろくに食べ物を摂せつ取しゆしていないような栄養状態。

（……まさか、親がやったのかな）

　あまり考えたくはない。しかし、親がまだ幼い我が子を虐待の末に殺す、その反対に子供が親を殺すという事件は、頻ひん繁ぱんにあるわけではないが決して珍しいことでもなかった。誘拐されてその犯人に虐待されたという状況も考えられないことはないが。

　そこまで考えてから、優ゆう樹きは嫌な方向にばかり進んでいく思考を止めた。今は、この子が少しでも楽になれる状況を作ってやろう。親を捜すのも、この子に話を聞くのもその後だ。

「お嬢じようさん……」

「ただいまー！　優ゆうさん、寝てるー？　それとも起きたー？」

　扉が景気よく開く音と共に、やけに大きな夏か純すみの声が浴室にまで響ひびいてきた。驚おどろいた幼女が、怯おびえた顔をして優樹の右腕にすがりついてくる。

　パジャマ越しに冷たい熱が伝わってくる。今にも折れてしまいそうな細い指。

　その手を、優樹は振り払わなかった。誰だれかに触れられることへの嫌悪感と恐怖を、この幼女から感じることはなかった。

（……どうして、かな）

　優樹は安心させるように幼女の頭に動かない左手を乗せると、まだまともに笑えない顔で笑顔を作ってみせた。




　その頃ころ、八や牧まきは体を洗っていた。午前十時から営業しているその風呂屋は、食堂やゲームコーナーが併設してあり、垢あかすりやマッサージなどもできるようになっている。午前中ということもありそんなに混雑はしていないのだが、八牧一人いるだけで他者から見ればかなり狭く感じられる。

　物珍しげに向けられる視線を鬱うつ陶とうしく思いながら、八牧は洗い場の面積を数人分占拠しながら体を洗う。いつもなら人間たちに嫌がられながら公園で行水をするのだが、今日は清せい潔けつにしなければならない理由があった。

　八牧は備え付けのボディシャンプーを体に直接かけ、その上を持ってきた亀の子たわしで音が出るほどに力強く擦こする。八牧の黒い体が、徐々に白い泡で包まれていく。体に石せつ鹼けんの匂においが付くのは嫌いだが、水洗いではなかなか汚れが落ちないのだ。八牧が最後に風呂に入ったのは先月のことである。

　白い泡の中には黒いものが混じり、大量に抜ける剛毛が彼の足元に何百本と漂う。少し離れた場所にいた老人が、不愉快そうに八牧を見てから浴場を出ていった。

　そうやって頭から足の先まで洗うのに、一時間はかかっただろうか。すっかり白くなった肉体にシャワーを浴びて、泡を落とす。まだ毛が黒いのは、別に汚れではなく地の色だ。続いて金属製のブラシで体中の毛を撫なでつける。ブラシで梳すくたびに、やはり大量の毛が抜けた。毛が抜けたぶんだけ瘦やせて見えないこともないが、それは本人にはわからないほどの小さな変化だった。

　梳いても抜ける毛がなくなるまで、三十分近くかかった。すっかり冷めてしまった体を温めるため、八や牧まきは湯船にのっそりと足を踏み入れる。彼の体積に押しやられた湯が、勢いよく外に流れ出していった。彼が湯船から出たら、さぞや風呂の水位が下がることだろう。

　肩まで湯につかりながら、八牧は背中を搔かいた。先月、大量の銃弾を撃うち込まれた彼であったが、既にその傷は完治している。埋まった銃弾を抉えぐったのが夏か純すみであったためにかなり傷口が広がってしまったのだが、それも塞ふさがり、今は生はえてきた短い毛がその傷を隠していた。肉体は元通り。あとは準備を進めるだけだ。

　そんなことを考えていると、またも鬱うつ陶とうしい視線を感じた。今度は背中にではなく正面からだ。眉まゆ毛げと髯ひげが抜けてほんの少しだけさっぱりした顔をその方向に向けると、親に連れられて来たのか四歳くらいの子供がじっと自分の方を見ている。大人は八牧を見て見ぬふりをすることが多いが、子供は本当に無ぶ遠えん慮りよに自分をじろじろと見る。まったくもって気に入らない。睨にらみ付けてやっても、なかなか視線を逸そらさない。

（……また、がきか）

　あの〝非常食〟は、少しは優ゆう樹きに懐なついただろうか。そして、優樹はあれに情を移すだろうか。そうでなければ、保険の意味がない。保険の必要がなくなった時は、当初の予定通りに喰くってしまおう。それが一番後腐れがなくてすむ。

　しかし、と八牧は思う。やはり自分は頭を使うのに向かないらしい。まだ場所の選定も敵をおびき出す餌えさも用意できていない。考えること、やらなければならないことはいくらでもあるというのに。

　五分ほど考え事をしてから、八牧は風呂を出た。体を震ふるって水滴を飛ばし散らすと、タオルで念入りに体を拭ふく。それでも毛に染み込んだ水分はそう簡単に落ちはしない。普段なら生乾きであろうと気にしないのだが、今回はしっかりと毛が乾いてからでないと服が着られない。

　そう、今日だけは服を着る必要があった。

　脱衣場に出て送風機の前を陣取り、毛を乾かすのを早める。迷惑顔の他ほかの客や、『早く出ていってほしい』と言いたげな店員を無視して、ただじっと座って乾くのを待つ。湿った毛がぱさぱさになるまで、またも結構な時間を要した。

　八牧は二つ占領していたロッカーのうち、一つを開けた。そこには彼が捜査第六課から持ってきた箱が入っている。その中に入っているのは、普段着以外の唯一の洋服、いわば一いつ帳ちよう羅らであった。

　四年ほど前に、優樹が八牧のために専門店で作らせた紺色の特注スーツである。上下はもちろん、下着、ワイシャツ、ネクタイ、ベルト、靴下、革靴、その全すべてが八や牧まきのためだけに作られた物だ。白い手袋と黒い山高帽子まで揃そろっている。彼が万が一にも太った時のため、巨大な彼よりさらに余裕を持って作ってある。防虫剤の臭においが付いているが、これもまた我慢しなければなるまい。

　その全てを装着した八や牧まきは、周囲の好奇の視線にもめげずに全身を鏡かがみに映してみる。毛の露ろ出しゆつしている部分は顔しかないその姿は、一見紳士風ではあった。だがいくら格好が紳士とはいえ、彼の異常な大きさと顔の毛深さまでは隠しようがない。そして、ある意味非常に異質な存在である八牧がこうしてまともな格好をすると、その異質さはさらに際立つ。

　それにしても、この服を着ると息苦しくなる。皮ひ膚ふ呼吸ができなくなりそうだ。そう優ゆう樹きに文句をつけたら、『だったら毛を剃そったらどうですか』とひどいことを言われた。一応夏服であるため、その生き地じは厚いものではない。『じゃあ、これもついでに』というわけで、男性用の地味な色をした日傘がある。これも八牧サイズなので、やはり大きい。

　いつも着ている服とサンダルを袋に入れてダンボール箱を畳むと、日傘と革靴をぶら下げて風呂屋を出た。突如現われた巨大紳士もどきに、入ってきた時以上の注目が集まっている。それらを無視して、八牧は今日の目的地に向かって歩き出す。

　ここで獣けものの唸うなり声のような奇怪な音が、八牧の腹から響ひびいた。思い出せば、昨日の夜から何も口にしていない。

　時間は正午であった。




　昼飯時である。相あい川かわ虎とら司じはコンビニエンスストアで買っておいた鯖さばの押し寿ず司しとカツサンドと生ハムとサラミとその他もろもろの入ったビニール袋を取り出した。足さえまともなら、先せん輩ぱい後輩同輩たちを蹴け散らしながら購こう買ばいに突入するのだが、今はそれができない。

　あの忌いま々いましい島で千切れた両足は、まだ完全に繫つながっていないのだから。膝ひざを自分の意思で曲げることも未だに不可能なことだ。銃という奴やつの恐ろしさを初めて知った。まったく、高い授業料を払ってしまったものだ。

　しかし自分を助けてくれた鵺ぬえというのは、いったいどこにいるのだろう。大おお田たに聞いた容姿から察するに、その鵺はどうやら五月に会った首切れ猿顔らしい。なぜあいつがあの島にいたのかは知らないし、どうして自分を助けてくれたのかもわからないが、今度会ったら礼の一つも言って肉でも奢おごってやらねばなるまい。自分を撃うった人間たちもいつかはぶん殴ってやらなければ。団長も結構な怪け我がをしたらしいから、そいつらも殴る対象だ。

　虎司は、ネジという名を持つ鵺がもはやこの世に生きるアヤカシではないことも、彼が殴りたい対象がこの世の人間ではないことも、知らなかった。

「相川、何か買ってこようか……って、お前、今日もずいぶんたくさん買ってあるんだな」

　クラスメートの中では一番仲のいい岡おか野のが、弁当箱をぶら下げて虎司の机に近付いてきた。

　野球部の慣習で坊主頭にしている岡おか野のは虎とら司じより背が高いのだが、かなり瘦やせているため虎司と並ぶと彼の方が貧弱に見えるという不思議な現象が起きる。

「これでも量少ねえ方なんだけどな」

　岡野は手近の椅い子すを借りて虎司の机の真横を陣取り、地味な弁当箱をその机に置く。立て掛けてある二本の松まつ葉ば杖づえが倒れそうになったので、慌てて支えると元の位置に戻した。

「そうはとても見えないけどな……まあそれだけ食べる元気があるなら、骨折もすぐ治るだろうよ」

　虎司の怪け我がは、表向きは交通事故で骨折ということになっていた。折れた、というよりは足の一部が爆ばく散さんしたのだが、そんなことを正直に話すわけにはいかない。それくらいの思し慮りよは、虎司にもある。

「でも無理して学校来るなよ。骨が繫つながる前にぶつけたら、治るものも治らなくなるぞ」

　そう言うと、岡野はかけている眼鏡めがねの下から鼻の頭を擦こすった。練習で日焼けの痕あとができているその部分を見て、虎司は『んがあ』と言いつつ口を開ける。

「何だよ、急に」

「お前は日焼けの痕ができてんだなあ、って思ってよ」

「そりゃあ、毎日練習してるからな」

「安あん藤どうは、日焼けしてなかったぞ。……そういやあ、あいつ今日は休んでんな」

「今日も、だろ。一昨日おとといから休んでる」

「そうだっけか」

　気にしたふうもなく鯖さばの押し寿ず司しを食べ始めた虎司を、岡野はどこかあきれたような表情で見返した。

「お前さあ」

「おう」

「足はそんなだけど、元気だろ？」

「おうともよ。俺おらあ、いつでも元気いっぱいだぜえ」

「なら、見舞いに行ってやれよ」

「何を見舞うんだ？」

　持っている箸はしをぐっと握り締しめて手を震ふるわせる岡野であった。

「安藤だよ。お前、世話になってんだろ？」

「そういやあ、そうだなあ。何度かあいつ俺おれんちに見舞いに来たしなあ。見舞いされたからにゃあ、見舞いし返してやらねえとな」

　その虎司の言葉を聞いて、岡野の表情があきれ顔から驚おどろきの顔に変わった。よく表情の変わる奴やつだなあ、と虎司は思う。

「どした、変な顔してるぞ、お前」

「……いや、別に。とにかくだな、見舞いに行ってやれ、うん。学校終わったら、沼ぬま田たにでも連れてってもらえ」

　安あん藤どうの友人で部活仲間でもある女子の名前を口にした岡おか野のを、虎とら司じは不思議そうに見返した。

「何で沼田に連れてってもらわにゃいけねえんだ？　一人で行けっから大丈夫だって」

「お前、安藤の家がどこにあるか知らないだろうが」

「知ってるぜ」

　八月の下旬、虎司は安藤とクラシックのコンサートに行った。帰り道、虎司は安藤の家の門前まで彼女を送っていったので、道順は覚えている。

「……お前さあ」

「おう……って、さっきもこんなやりとりがあったよな。で、何だよ」

「……いや、何でもない」

「何だ、そりゃ。わかりにくいギャグの始まりなのか？　繰くり返しはギャグの基本ってえからなあ」

　鋭い糸切り歯を剝むき出して笑う虎司を、岡野は少し疲れたような顔で見返した。安藤がこの相川虎司に好意を持っていることは、クラスメートの大半が知っている。別に安藤が言いふらしているわけではなく、その態度でばれている。ほとんど笑い話の領域になっている二人の関係だが、中には強引に話を進めたがる者もいた。そういう連中に、岡野はいつも『あの鈍感男を何とかしろ』とせっつかれているのだ。

「見舞いには、手ぶらで行っちゃあいけねえんだよなあ、安藤も花とか飯とか持ってきたし。何持ってきゃいいんだ？」

「……安藤が喜びそうな物持ってけよ」

「そんなの知らねえ」

「じゃ、お前が貰もらって嬉うれしい物にしとけ」

　相あい川かわ虎司の学園生活は、今日もそれなりに平和だった。




　相川虎司が平和に食事をしている時、片かた倉くら優ゆう樹きは自分ではなく他人の怪け我がの治ち療りように専念していた。幼女の体を洗って服を着せた後にまず優樹がやったことは、六課に唯一存在する家庭用の医学書を開くことだった。半世紀以上前の物だが、こんな物でもないよりはましだ。夏か純すみにガーゼや包帯、火傷やけど用の軟なん膏こうなどを買いに行ってもらい、本と首っ引きで幼女の手当てをする。

　優樹がもっとも判断に苦しんだのは、幼女の腫はれれ上がった左脛すねだ。触った限りでは骨が折れているように感じられないが、ひびでも入っているかもしれない。とりあえず箒ほうきを折って副そえ木ぎを作り骨折の場合にするような応急処置をしてみたが、やはり医者に診みせた方が確実だ。

「ねー、優ゆうさん、終わった？」

「うん……、よし、これで終わり」

　必要な箇所に処置を施し終わった時には、午後一時を過ぎていた。包帯や絆ばん創そう膏こうだらけになってしまった幼女は、優ゆう樹きを見上げてから何度も頭を下げる。感謝の意を表明しているようだ。優樹には心を開いてきたようだが、夏か純すみには警けい戒かい心しんを露あらわにしている。夏純が怖いのではなく、彼女が吸っている煙草タバコや、時たま火を点ともして遊んでいるライターが怖いらしい。

　夏純は、そんな幼女の存在などまるで無視していた。六課に帰ってきた時に「何、このちっちゃいの」と優樹に聞いただけで、それ以後はまったく興きよう味みを示さない。好奇心の強い夏純であるが、この幼女はその対象にはならなかったようだ。

「ところで優ゆうさん、今日はご飯食べられそう？」

「うん……」

　正直に言えば、優樹に食欲はない。アルコール度数の高いウイスキーでも呷あおって、寝たいくらいだ。だが、この子に何も食べさせないわけにもいかない。

「何か、買ってきてもらおうかな」

「何かって何？」

　困った。優樹はそれなりに料理ができるが、他者、それも人間に食べさせる料理を作ったことはなかった。六課の仲間たちには色々と作ったが、彼らの味覚は大おお雑ざつ把ぱらしく、味に文句をつけられたことはない。唯一味にうるさいのは八や牧まきだが、彼は自分が作る料理の味には厳きびしいが、他人が作る料理に対してまずいと言うことは決してない。

　そんな理由から、この人間の女の子の口に合う物を作れるか優樹は自信がなかった。左手が動かないことも不安材料の一つである。

「ねー、何かってなーに？」

　夏純が再度促してくる。優樹が返事をしようとしたその時、突然扉が開いて八牧が帰ってきた。出て行った時に持っていたダンボール箱とずた袋に加え、葱ねぎの飛び出したスーパーの袋もぶら下げている。

「あ、ヤマさんだ」

「八牧さん……」

　その巨体を視界に入れた途端、幼女は今まで摑つかんでいた優樹の右腕を離し、八牧に駆け寄った。八牧はビニール袋とずた袋を床に置くと、幼女の首筋を摑みまたも優樹に向かって投げ付ける。

「雑炊を作る」

　それだけを言い残し、八牧は物置にダンボール箱を投げ込むとビニール袋を持って台所に行ってしまった。寂しそうにその後ろ姿を見つめる幼女をソファーに座らせ、優樹は彼女の頭に右手を置く。

「八牧さんが美味おいしい物を作ってくれるから、邪じや魔ましちゃいけないんですよ」

　頷うなずく幼女に笑いかけると、優樹は夏純の方を見た。買ってきたスポーツ新聞を床の上に広げて、真剣に読んでいる。あまり面白くなさそうな顔をしているのは、優ゆう樹きの気のせいではなさそうだ。

「夏か純すみちゃん、怒ってる？」

「怒ってないけど、そのちっちゃいのがいると優ゆうさん寝れなさそうだから嫌」

　言葉の意味を理解したらしい幼女が、優樹の側そばから少し離れる。安心させるように小さな背中を撫なでたが、夏純の言うことももっともだった。また悩みの種が増えてしまった。それを増やしたのは八や牧まきなのだが、彼に何とかしてくれと言ったら「なら今この非常食を喰くおう」ということになりかねない。

（困ったなあ……）

　後で、八牧と話し合う必要がある。それにしても、八牧の毛け艶づやが先ほど見た時よりよくなっているが、風呂にでも入ったのだろうか。

　色々と考えることの多い優樹は、八牧が物置から取り出したダンボール箱のことをすっかり見落としてしまっていた。




　時間は正午を少し回った頃ころにまで遡さかのぼる。ダンボールとずた袋を小こ脇わきに抱え、日傘を持った巨大紳士八牧は、風呂に入ってさっぱりした後だというのに早くも疲れていた。彼は人並み外れて大きく体重も重いが、足はその体重を支えて余りあるほどの強さと太さを兼ね備えていたので、歩いたり走ったりすることで疲れているわけではない。

　理由は二つある。第一に、自分が身に纏まとっている着物に疲れていた。そして第二に、彼はこれから電車に乗らなければならず、こうして表おもて参さん道どう駅のホームに立ち営団千ち代よ田だ線に乗り込もうとしているわけだが、この電車という乗り物が八牧は大嫌いだった。人間が彼の半径数メートル以内にたくさん入ってくるからである。幸いなことに彼は人間が近寄りがたい容姿をしているが、それでも車両という限られた空間の中ではまったくの皆無にはならない。普ふ段だんなら目的地まで歩いていくのだが、この格好で長時間歩くことは避さけたい。八牧としては苦渋の選択であった。

　そんなわけで彼は目的地に到着する前から疲労していた。

　鼻から空気を吸い、鼻から吐き出す。口を開けるのも億おつ劫くうだ。この路線が地下鉄というのも気に入らない。天井があるからだ。空も見えない。普通の人間には余裕があっても、八牧からすれば窮きゆう屈くつに感じる。だがホームにいるうちはまだいい。電車の中に入ったら、座らない限りずっと背を屈かがめていなければならない。もともと猫ねこ背ぜの習慣がついている八牧であったが、天井が低い場所で小さくなるのは嫌いだった。

　駅のホームには、結構な数の人間がいる。朝のラッシュ時と比べるべくもないが、八牧からすれば鬱うつ陶とうしくなるほどに多い。彼の立つ乗降地点には彼以外誰だれもいないが、それでも目に入る範囲にこれほどの人間がいると苛いら々いらする。

　そうやって八や牧まきが苛いら々いらし始めてから数十秒後、電車がやってきた。しばらくは小さくなっている時間が始まる。八牧は背筋を伸ばすと、上半身を二度ほど左右に捻ひねる。骨の音がごきごきと鳴ったが、ホームに止まろうとする電車の音で搔かき消えた。

　扉が開いた。客が降りてから乗る、ということくらいは知っている。扉の横に退のいて客が降りるのを待ち、ちらちらと自分を見上げる輩やからを鼻息一つで威い嚇かくすると、背を屈かがめて電車に乗り込んだ。

　車内は普通に混んでいたが、降りた人間が座っていた席がまばらに空いている。その一つを標的に定めると、八牧は人間を押しのけながらそこに向かった。八牧自身には『歩いている』という自覚しかないが、大きな体がそう広くはない場所を通れば人間は押されてしまい、結果的に八牧が押しのけたことになってしまう。

　八牧自身は細かいことはいちいち気にしない。迷惑がられながら空いている席にそっと腰掛けた。勢いよく腰掛けて、壊こわれでもしたら洒落しやれにならない。

　乃の木ぎ坂ざか、赤あか坂さか、そして目的地である国こつ会かい議ぎ事じ堂どう前まえ。長い時間ではなかったが、八牧にとってはかなりの苦痛だった。やはり人を押しのけるようにして電車を降り、低い天井に頭をぶつけないように気を付けながら駅の外に出る。

　八牧は渋しぶ谷やも新しん宿じゆくもこの霞かすみヶ関せきも等しく嫌いだった。正確に言うならば、高層建築物が立ち並び、多くの人間が行き交い、自動車が走り回る場所が嫌いなのだ。しかし、用がある以上はどこであろうと歩かねばならない。日傘を差して、早足で内ない閣かく府ふへと向かう。その十五階、特異遺伝因子保持生物管理委員会の長に会うことが、八牧の目的なのだから。




　日本でアヤカシと呼ばれる生物は、法律上は特異遺伝因子保持生物と呼称される。その人間外の生き物を管理する委員会の長を、人間たちは人間だと思っていた。しかしその正体が浦うら木き良よし隆たかという名を持つアヤカシであることは、アヤカシにとっては公然の事実である。

　その浦木は突然の訪問者にもあまり驚おどろかず、彼が告げた用件にも動じることはなかった。

「……わかりました。色々な手続きがあるので、再来月の頭には」

「今月中」

　出された茶に手を出さず、勧められたソファーにも座らず、ただ八牧は簡かん潔けつに言う。

「八牧、法的手続きというのは」

「今月中」

　白はく濁だくした左の眼球を指で撫なでると、浦木は困ったように微笑ほほえんでみせた。

「そう急ぐ必要もないのでは？　あなたの目的は、我々にも通じるところがあります。あなたさえよければ、手を貸しますよ？」

「いらん」

「あなたは、死ぬ気ですか」

　八や牧まきが死んだら、少しだけ自分は悲しいだろう。浦うら木きはそう思う。しかし、優ゆう樹きはおおいに悲しむに違いない。

　その時のことを考えると、浦木はたまらなく愉快な気分になる。

「俺おれは、お前とそんなことを話しに来たわけじゃない。今月中に何とかしろ」

「……わかりました。十日間のうちに全すべての手続きを終わらせておきます」

　それを聞くと、八牧はすぐさま踵きびすを返してドアノブに手をかける。その広い背中に、浦木が言葉をぶつけた。

「八牧、あなたが死んだら、飯いい田だが嘆きますよ。私も少し泣くかもしれない。そして」

「俺は死ぬつもりなんかない」

　それだけを言い残し、八牧は彼にとっては小さな扉を苦労しながらくぐって委員長室を出て行った。浦木は彼がテーブルの上に残していった書類を見て、にこやかに笑ってみせる。

「こんな物を用意することを考えるなんて、やはりあなたは死ぬ気なんですよ、八牧」

　八牧が飲まなかった茶に口を付けると、浦木は楽しげに天井を見上げた。

「さて、いったいどうなることでしょうね、我が主？」




「これ、何ですか、八牧さん」

「見てわかるだろう、雑炊だ」

　茶ちや碗わんを三つ持って台所から戻ってきた八牧は、ソファーの前にあるテーブルにそれらと箸はしを置くと、『さあ、食え』と言わんばかりに三人を見下ろした。先ほどからソファーに座らされていた三人は、そんな八牧を見上げてから茶碗に視線を移す。

　雑炊なのは見ればわかる。夏か純すみが食べられるように水気はほとんどないようで、歯のない優ゆう樹きや幼女のためにかなり柔らかく炊いてある。優樹が言う『これ』とは、卵や刻み葱ねぎ、三つ葉等に混じって入っている小さな赤い粒のことだ。

「それは枸く杞この実だ。何となく入れてみた」

「……何となくって……」

「それと鮪まぐろが入っているが、気にするな」

　雑炊に鮪を入れるのは、常識なのだろうか。あいにく雑炊を作ったことのない優樹にはわからない。しかしそういうことを気にするのは優樹だけのようで、夏純と幼女は早くも食べ始めていた。

「いただきまーす」

「夏純、しっかり嚙かめとは言わんが、飲み込むな。それとちびは、口の中を火傷やけどしないようにしろ。冷ましてから食え。好みで七味唐辛子をかけるのもいいぞ」

　遅かったらしく、幼女はひどく苦しそうな顔をしてきょろきょろし始めた。水を取りに行こうと腰を上げた優樹だったが、用意のいい八牧がやかんとコップを出して優樹の前に置く。食事の時だけは、八や牧まきは気を遣つかってくれる。温ぬるいその麦茶をコップに注いで幼女に渡してやると、優ゆう樹きは雑炊に手をつけずに八牧を見上げた。

「八牧さん……この子の親を捜そうと」

　視界の隅で、幼女がコップを取り落とした。床に落ちたそれは割れこそしなかったが、中身の麦茶が床に広がっていく。

「だああ、水、水ー！」

　雑炊を抱えたまま、夏か純すみが慌ててテーブルの上にソファーの上に飛び乗る。立ち上がろうとした優樹のその足に、幼女がしがみついた。肉が剝むき出しになっている優樹の顔を幼女が見上げ、包帯と絆ばん創そう膏こうだらけの幼女の顔を優樹が見下ろす。目に涙を浮かべて首を振る幼女の怯おびえた表情を見て、優樹はこの子を傷付けた犯人がわかったような気がした。

　親、なのだろう、やはり。

　どこかやりきれない気分になりながら、優樹は幼女を抱き上げて八牧の足にしがみつかせた。八牧の脛すね毛げに顔を埋める幼女の頭を撫なでてから、雑ぞう巾きんで床を拭ふく。

「あー、火傷やけどするかと思った。危ない危ない」

「夏純ちゃん、お行儀が悪いよ」

　ソファーの上に立ったまま雑炊を食べ続ける夏純を注意すると、優樹は再度八牧を見た。泣きじゃくる幼女を見下ろそうともせず、ただ仁王立ちをして優樹を見ている。

「八牧さん、本当にその子を非常食にする気ですか？」

「今は不味まずそうだから、美味うまそうになったらな」

　つまり怪け我がが治ったら〝準備完了〟ということか。優樹は痛む頭の奥で、思考を回し始める。この子の傷がすべて消えるまで、どう見み繕つくろっても二週間以上はかかる。人間の再生能力はよくわからないが、それくらいの時間は要するだろう。それまでにこの子の身の振り方を考えてやり八牧の手元から離してしまえば、彼女は〝非常食〟にならずにすむ。

「……ところで、その子の名前なんですけど」

　何度か聞いてみたが、もどかしげに口を開閉させるだけ、文字を見せても首を振るだけで名前を聞き出すことはできなかった。平ひら仮が名なくらいは読めると思うのだが、もしかしたら精神の方に欠落があるのかもしれない。八牧には悪いが、彼に懐なついているということが異常なのだから。あの脛毛がよほど好きらしく、顔を擦すり付けている。

「便宜上名前が必要だと思うんですよ。だから八牧さん、名前をその子につけてくれませんか」

　存在するであろう名前を上書きするようなことは好ましいことではないが、いつまでも『お嬢じようさん』と呼ぶわけにもいかない。たとえ仮であろうと、名前がないよりはましだ。




　名前がなかったら。

　自分が誰だれだかわからなくなる。




「小さいから、ちび」

　面倒臭そうに答える八や牧まきに、優ゆう樹きは怒った表情を向ける。彼女の不満を感じ取った八牧は、鼻息荒く幼女を見下ろすとその頭を見た。毛が毟むしられてはげてしまった箇所を見る。

「はげてるから、はげ」

「……もうちょっと、人間らしい名前にしてくださいよ」

　優樹は夏か純すみの方を見たが、彼女は雑炊に唐辛子を嫌になるほど振りかけている最中だ。こちらのやり取りにはまったく興きよう味みを示さない。

「道端で拾ったから、みち」

　もうないぞ、とでも言いたげに、八牧が腕を組む。自分の頭の上でそんな会話がなされているのを知ってか知らずか、幼女は八牧にしがみついたまま動かない。

「それでいいですよ。……字を当てるとしたら未知、ですかね。その子の本当の名前を、私たちは〝未だ知らない〟わけですから」

　めでたく仮か名めいが付けられた幼女の体に手をかけた八牧は、彼女が寝てしまったことに気が付いた。

「優樹、今日の夕食も雑炊だ」

「別にいいですけど、どうしてです？」

「こいつは、俺おれの雑炊を残した。許せん」

　すごい理屈だな、と優樹は思った。




　その日が、最後の十日間、最初の一日だった。







[image: 第二章 虚無を広げる奇想曲]






















　鬼おに斬ぎりは恐るべき武器ですが、それ単体ならば決して私たちが対抗できないような物ではありません。アヤカシを殺害することによって進行する精神と肉体の崩ほう壊かいを考こう慮りよすれば、使用者はあれを使うことを躊ちゆう躇ちよする。もっとも、これは鬼斬りがいかなる物か知っている人間にしかできないこと。京都で起きた事件のように無知な人間が持てば、この枷かせはないに等しい。

『……鬼斬りは、寄生する人間を選んでいるようだな。アヤカシを殺したい人間のもとに、あれは現われる』

　確かに。あの女が殺したかったのは、最初の鬼だけだったのでしょう。後は鬼斬りの本能に貧弱な精神が引ひき摺ずられたにすぎない。迷惑な話です。一人殺しただけなら、まだ押さえ込みは可能なはず。

『そうだな。かつてあの童どう子じ斬ぎりを持っていた奴やつは、我らが主を殺した後もまだ正気を保っていた。……あの後もアヤカシを殺したらしいな。忌いま々いましい話だ。俺おれがあの時、奴を殺していれば、童子斬りが鬼斬りを生み落とすこともなく、多くのアヤカシたちが人間ごときに殺されることもなかった……』

　飯いい田だ。昔の話をしてどうします。今現在の話をしなければ。

『……ああ。空うつろ木ぎは、回収に出てくるのだろうか？』

　第参世代の回収には出現したそうですが、今度はどうでしょう。何しろ童子斬りは空木の半身に等しい。……大たい樹じゆは枝を失いながらその幹を太くし、失われた枝は幹になり新たな枝を生んだ。大樹は自分を知っている。太くなりすぎた幹に太くなりすぎた枝をつぎたせばどうなるのか。

『どうなるんだ？』

　さあ、どうなるんでしょうね。

『お前、思わせぶりな言動はやめろ』

　そうでしたか？　ともかく空木のことは考えなくともいいでしょう。というよりは、考えてもどうしようもない。あれが今、どこにいて何をしているかなど、誰だれも知ることはできないのですから。

『つまりは気にするな、ということか』

　端的にいえば、そうなりますか。

『回りくどい奴だ……それにしても、いったい何の間違いであんな場所に埋まっていたのだろうな、あれは』

　鬼おに斬ぎりが増殖する過程で、誰だれかが気付いたのでしょう。あの童どう子じ斬ぎりが強大な力であると共に、確実に人に死をもたらす危険な物であることを。あれ自体は人間を殺す力を持っていませんが、あれが人間に付与する力はアヤカシのみならず人間にも脅威ですから。

『だから、隠した……のか？』

　恐らくは。人がほとんどおらず、アヤカシは一人もいない島。空うつろ木ぎが決して訪れることのできない場所。アヤカシと、アヤカシを殺そうと思う者。その両者が揃そろわなければ、童子斬りは永遠にあの島で眠っていたことでしょう。

『迷惑な話だ。もっと近い島にあったら、もう少し早く見付かっただろうに……。まったく、隠した奴やつの気がしれん』

　……見たかったそうですよ。

『何をだ？』

　南の島の楽園を。当時は、そういう風に表現されていたようです。

『なぜ、そんなことを知っている。……浦うら木き、お前まさか』

　いいえ、私はある傍観者から聞いただけです。

『……俺おれは、あいつが嫌いだ』

　あなたはそうでしょうね、飯いい田だ。

『昔の話より今の話をするのだろう、浦木』

　そうですね。しかしさしあたっては何もすることがありません。

『八や牧まきが行くからか。……確かに奴は強い。人間を殺しその死体を処理することにかけては、俺より上手だ。だが、あいつがやるなら俺も手を貸したい。二人がかりなら、やれる可能性も高い』

　それはどうでしょう。

『お前は、俺と八牧が人間に負けるというのか』

　あなたと八牧で、我らが主を手にかけることができると思いますか？

『……無理だ。だが、だからといって八牧を見捨てるのは……』

　見捨てるわけではありませんよ。

『じゃあ、何だというんだ』

　見守るのです。

『お前、頭がどうかしているのか？』

　いいえ。ただ八牧は既に武器を用意しています。それに、彼があなたとの共同戦線を承しよう諾だくするとも思えません。

『そうだろうな……』

　それとクロスブリードに、兇きよう人じんの素性が知れるようにしておきました。もう少ししたら、彼らから兇人に対するアプローチがあるでしょう。

『……あの第伍ご世代を持ったキマイラが出るだろうな。どうするんだ、奴やつを？』

　あなたの好きなようにすればいい。殺す気でやってみたらどうなるのか、我らが主も少々興きよう味みがおありのようです。

『殺していいのか？』

　できるのなら。

『鬼おに斬ぎりとはいえ第伍世代、それもたかだか十年も生きていないできそこないに、この俺おれが遅れをとるとでも？』

　油断していると、足元をすくわれますよ。

『油断じゃない。見下しているだけだ』

　一応、我々の同胞として命を授かった者たちですよ。いつかは我々が彼らに膝ひざを屈するかもしれない。

『耐用年数が百年の半分もないような連中にか』

　次は、そうでないかもしれない。

『そんなことはわからんさ』

　そうですね。先のことなど、誰だれにもわからない。

　……そう、誰も。

　だから、面白いのですよ、すべてが。あなたもそう思えるアヤカシであればよかったのに。

　残念なことです。本当に。




　木の多い場所を歩くといい。大おお田た真さね章あきはそう言った。過去、あの空うつろ木ぎには二度会った。相あい川かわ虎とら司じが通う高校の校庭。代よ々よ木ぎ公こう園えん。ただ木の根元に座り、唸うなり、ほんの少し動くためにも時間を要する奇妙なアヤカシ。

　木の多い場所。野山に比べれば東とう京きようの木々など微々たるものかもしれない。だがこうして徘はい徊かいしてみると、木など至る場所に生はえていた。校庭、公園、並木道。何本の木の根元を見てきたのか、もう数えることもできない。

　しかしたとえ東京、いや日本全国の木々がある場所を歩いたとしても、空木に会える保証などどこにもなかった。今自分の取っている行動は、とてつもなく無駄なことでしかないのかもしれない。

　それでも、彼は今日も歩き続けていた。明めい治じ神じん宮ぐう、代々木公園、都と立りつ代々木競技場。この中にある木々は全すべてチェックし尽くした。いったい何時間かかったのだろう。昨日の夜、仕事が終わってからすぐこちらに来て明治神宮内に侵入したのだから、十二時間ほどか。睡眠も食事もなく、ただひたすらに歩き続けた時間。

（……この辺りには期待していたのにな）

　一度はあの空木と遭遇した場所である。柳の下の鰌どじようではないが、『もしかしたら』という希望が山やま崎ざき太た一いち朗ろうの中にあったのは事実だ。

　その希望は、もはや霧む散さんしてしまった。

　次の目標は宮みや下した公こう園えんである。この近辺で木がまとまって生はえているのはそこくらいで、後は小さな公園がいくつかある程度だ。他ほかの区は地図を見なければ細かい所がわからないが、渋しぶ谷やのこの近辺なら、その必要がない。

　現在の時刻は、十時半。今日は夜勤だから、午後には打ち切って職場である江こう東とう区まで行かなければならない。時間を無駄にはできなかった。多くの人間たちが行き交う渋谷の街を、太一朗は迷いもせずに歩き続ける。

　まだ、この辺りの道を覚えていた。

　太一朗は左手で右腕を握り締しめる。右肘ひじから先を包帯で何重にも巻いているが、別に怪け我がをしているわけではない。ただ、この下に得体のしれない〝何か〟がうねっているだけだ。大おお田た真さね章あきは、その〝何か〟をこう呼んだ。

〝鬼おに斬ぎり〟。




　自分の右腕の中になぜこんな物が存在しているのか、その理由を太一朗は知らない。八月のあの島で、黒いアヤカシに右手首を喰くわれ、骨を何本も折られ。

　鬼斬りの力で、黒いアヤカシを殺した。圧倒的な力の塊であるこの鬼斬りは、アヤカシを殺すためだけに動く。アヤカシを殺させるためだけに、持ち主を動かす。そこには持ち主の意思など存在しない。アヤカシが近くにいれば、自動的に右腕の中から現われ、アヤカシを殺す。

　そのアヤカシが、誰だれであろうと、だ。アヤカシを殺せば殺すほど、持ち主は鬼斬りに支配され最終的に死ぬ。

　裏を返せば、普通に人間と付き合って生きていく分には何の問題もないことになる。緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊を辞め、アヤカシと一生接触することなく生きるなら、体内に鬼斬りがあっても支障はない。

　ある意味、この鬼斬りが太一朗にもたらした影えい響きようの中には便利なものもあった。睡眠を取らなくとも眠くならない。食事を摂とらなくとも、腹が減ることはない。怪我をしても、ほんの数秒で治る。何時間行動しても疲労することがない。その代替行為として必要なのは、水と土だった。水を飲み、土に直接触れる。水を吸収し、土を枯らす。ただそれだけだ。

　確かに便利ではある。だが、これではまるで。

　人間ではないかのようで。

　それに、彼にはどうしても会いたいアヤカシがいた。そのためには、この鬼斬りを体内から排除しなければならない。

　まず病院に行き事情は伏せてレントゲンを撮ってもらった。何の異常もなかった。

　鉈なたを用意して、それを右腕に振り下ろした。振り上げてから下ろすまでにかなりの時間を要したが、それでも太た一いち朗ろうは自分の腕を自分で切断するという行為に成功した。一いつ瞬しゆんの痛みはあったが、血はまったく流れなかった。そして切断面から飛び出した赤い〝根〟が瞬またたく間に腕を繫つなげてしまう。二度、やる気にはなれなかった。

　だから太一朗は、大おお田た真さね章あきの最後の助言に従うことにした。死なずに鬼おに斬ぎりを体内から取り除くことを、あの空うつろ木ぎができるという。その空木に会うためには、木の多い場所を歩く。本当に雲を摑つかむような話だ。そしてその雲を摑めなかったら。

（………………）

　どうということはない。アヤカシに会えない。たったそれだけのこと。会わなければ殺すこともない。殺すことがなければ、自分の心と体も死ぬことはない。ごく普通に生きていける。

　一生アヤカシのいそうな場所に近寄らず、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊ではなく違う部署に異動させてもらう。それで万事解決。無理にこの鬼斬りとやらを体内から除去する必要はない。少しの人間らしさと、アヤカシの友人を失うだけ。

（……大おお田たと……相あい川かわ……と……）

　そして、アヤカシたちと過ごした記き憶おくも日に日に失っている。アヤカシを殺さない限り、正気を保っていられるのではなかったのか。最初は、そう大田に文句をつけてやりたい気分になった。しかし、今ではそんな気概もわいてこない。

　失うのはアヤカシに関することだけ、後はみんな覚えている。自分のことも、家族のことも、友人のことも、職場のことも。

（忘れたくない……忘れたくないのに……）

　しかし、何を覚えていたいのか、それを思い出すだけで右腕が痛くなる。

　音もなく、右腕を巻いていた包帯が裂けた。いや、音はしているのだ。皮ひ膚ふと肉が裂ける音が。血が白い包帯に滲にじむこともなく、その裂け目から這はい出てくる木の蛇へび。それは包帯を破り、服を破り、腕の表面へと──。

「あ、ちんぴらだー！」

　背中から掛けられたその声が脳に響ひびくと同時に、ゆるゆると動いていたそれらは骨の中から勢いよく飛び出そうとする。
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（……出るな、出るなっ！）

　太一朗は右手首を左脇わきで挟み、左手で右肘ひじを摑んだ。こげ茶色をした数本の枝は、押さえ込まれたことが不満であるかのように左腕の中で暴れている。

「そんな所で突っ立ってたら、邪じや魔まじゃないの」

　背後から、声と気配が近付いてくる。アヤカシだ。聞いたことがあるような声だが、そんなことをゆっくりと思い出している暇はなかった。背後を振り向かず、腕を押さえ、ただ前を見て走る。

　アヤカシの気配は、すぐに遠くなった。




「……なーによ、あのちんぴらは」

　せっかく声を掛けてやったのに。帆ほ村むら夏か純すみはあっという間に消えてしまった太た一いち朗ろうを毒づくと、また歩き出す。

（……そういえば……）

　大おお田たが、何やら難しいことを言っていたような気がする。よくわからなかったが、あのちんぴらはちょっと今おかしくなっているから近付いたり声をかけたりしてはいけないとか何とか。

（声かけちゃったけど、まあいいわよね）

　勝手に逃げていったことだし。あんなに速く走る人間を初めて見た。虎とら司じより速いかもしれない。それに、前よりもあの男の『嫌な感じ』率が高くなっているような気がする。

（……早く帰って新聞読んで、優ゆうさんが起きてたら遊ぼうっと）

　三歩歩いて太一朗と会ったことを綺き麗れいさっぱり忘れてしまうと、夏純は捜査六課への帰途を急いだ。




　走った。ただひたすらに走った。あのアヤカシから逃げるために走った。息の続く限り。

　いくら走っても自分の呼吸が乱れることはなく、汗もかかないことに太一朗が気付いた時には、どこを走っているのかわからなくなっていた。ゆっくりと速度を落としながら周囲を見回す。どこかの住宅街のようだ。とある家の表札を見て番地を確認する。渋しぶ谷や区から杉すぎ並なみ区まで走ってしまった。何キロを何分で駆け抜けたのか、自分でもよくわからない。

　太た一いち朗ろうは道端の日陰に入ると、疲れてもいないのに一休みをした。危ないところだった。もう少しあの場に留まっていたら、鬼おに斬ぎりが飛び出してあのアヤカシを貫いていただろう。すっかり包帯が解けてしまった右腕を見ると、それは普段の自分の腕だった。皮ひ膚ふが裂けた痕あとは微み塵じんも残っていない。

　役に立たない包帯を取り去った太一朗は、ポケットの中から手帳サイズの地図を取り出すと代わりに包帯の残ざん骸がいを無理やりねじ込んだ。地図を開きながら、先ほどのことを思い出す。

　アヤカシがいた。それを殺そうとした。

　それだけだった。他ほかは何もわからない。知っているアヤカシのような気がするのに、かけられた言葉も声も思い出せない。

　……思い出した。自分のことを『ちんぴら』と呼んだ。そう呼ぶアヤカシは、誰だれだったか。

　誰だっただろう。

　足取りこそしっかりしていたものの、太一朗の心は乱れきっていた。知っている気がするのに、思い出せない。

（……早く、早く探さないと……）

　そこまで考えてから、自分がいったい何を探しているのか、すぐには思い出せなかった。

（空うつろ木ぎ……そうだ……空木だ……）

　よかった、まだ自分の力で思い出せる。空木を探すことまで忘れてしまったら。

　考えたくなかった。




　大おお田た真さね章あきは、病院が好きだった。人を生かすと同時に人を死なせ、新たに人が生まれる場所でもある。生と死が混ざり合った空間。

「……そして今、君は生きるためにここにいる」

　白いベッド上に寝そべっている人物に話しかける。返事はない。寝ているわけでも、死んでいるわけでも、口がきけないわけでもない。ただ白い天井を見上げて動かない。

「まあ、軽い傷でよかったじゃないか。右腕の骨が折れて肋ろつ骨こつにひびが入って、鼻骨がちょっと折れて……鼻が潰つぶれると少々顔の造形がおかしく見えるが、ちゃんと元通りになるそうじゃないか。肩や胸に傷きず痕あとは残るが、日常生活に支障はない。左の太ふと腿ももは……どうなんだろうね。ああ、僕ぼくの話を聞いているかい？　左の耳は外耳部分がなくなっただけだから、音は聞こえているだろう？」

「……ああ」

　低い、くぐもった返事が今度はあった。ほんの少しだけ、二人の間に沈ちん黙もくが流れる。この病室は本来二人用だが、カーテンを隔てた向こうにあるベッドは今は空だ。入院した当初はもう一人いたが、数日前に退院している。現在この部屋には、入院患者一人と見舞い客一人しかいない。もっとも見舞い客の方には『自分が見舞いに来た』とはあまり思っていなかった。だから見舞いの品も持ってこなかったし、怪け我が人の体を気き遣づかって静かにするということもしない。

「それは結構。こうして君に返事を求めるのは、何も君に喋しやべらせて体力の消耗をさせたいわけではないよ？　君は少し怪我をしたが、それが軽い怪我であるということを君にわかってほしいだけだ。そう、君の怪我は軽いんだよ。あとは右手の小指と薬指、左手の小指、左足の小指と薬指。親指が無事でよかった。親指がないと物を握ることも歩くこともろくにできなくなる。いや、決して薬指と小指を軽んじているわけじゃない。なかったら、色々と困る。……そうだ、君の場合、結婚指輪ができなくなるな。ん、あれは左手の薬指にする物だったのかな？　僕ぼくはあいにく結婚をしたことがないから、興きよう味みがないんだが。ああ、指が足りないとピアノが弾きづらいのか。指を使う楽器は結構ある。君は何か楽器演奏ができるのかな？」

「……よく喋るな、本当に」

　赤あか川がわ大だい介すけは、上半身をゆっくりと起こしてから大おお田たの方に顔を向けた。

「起き上がってもいいのかい……ああ、身体からだに欠落が多いだけで、君はすこぶる健康体なんだな。うん、よかったよかった。早く退院したらどうだい」

　それには答えず、赤川は枕元に置いてある時計を確認した。午前十一時を少し過ぎている。

「君の家族は来ないのかい？」

「……今日は来ない。そう言ってある。身の回りの世話くらい自分でできるからな。それにそろそろ退院だ」

「そうだね、ここにいても、君の指が生はえてくるわけじゃない」

　赤川は包帯と膏こう薬やくとガーゼに覆おおわれた自分の体を一通り眺めると、改めて大田を見る。

「何をしに来た？」

「何をしに来たと思う？」

　赤川は顎あご髯ひげを撫なでようとして、そこにいつもの手触りがないことを思い出した。顎にできた傷を診みるために、剃そられてしまったのだ。妻や子供たちは『若く見える』『さっぱりした』と言うが、赤川自身は寂しい。とりあえず触ってみたが、無精髯が少し生えているだけだ。

「育毛剤でも使ってみたらどうだい？　効果のほどは定かではないけどね」

「大きなお世話だ」

「しかし髯のない君を見る機会はあまりないからな。今のうちにしみじみと見ておこう」

　眼鏡めがねの下から、大田は無ぶ遠えん慮りよに赤川の顎を見つめる。

「うん、ひどく不思議だ。ゲンさんが体中の毛を全部剃ったら、きっと僕はこんな気持ちになるんだろう。いや、もっと衝しよう撃げきが大きいだろうね。君は想像したことはないかい？　彼の体にシェービングクリームを塗りたくり、剃刀かみそりで彼の毛を剃ってしまう光景を。僕はある。しかし僕の想像力が足りないらしく、彼を泡だらけにした場面で空想が止まってしまう。どうだろう、君がこの続きを想像してくれないか？」

　律儀な赤あか川がわは、一いつ瞬しゆんだが真剣に『毛を剃そった八や牧まきの図』を想像することを試みた。だが結局は、大おお田たと同様にクリームでデコレートされた八牧の姿を思い浮かべるのが限界だった。それでもその光景は、自分の空想ながらかなりシュールである。

「なかなか面白いだろう？」

「……大田。そんな雑談をしていないで、本題に入ってくれ」

「それは違うよ、赤川。僕ぼくが君に話すことはない。でも君は僕に話すことがある。そうじゃないのかな？」

　嫌な男だ、と赤川は思う。確かに自分は、大田というアヤカシに話したいことと聞きたいことがあった。だがそれはなかなか話しにくいことであり、できれば大田の方から質問してほしかった。

　自分があの島で何を見たのか、を。

　鵺ぬえのネジを殺したあの山やま崎ざき太た一いち朗ろうのこと。その後に現われた片かた倉くら優ゆう樹きの血よりも赤い右目のこと。

　しかし、いったい何をどこから話せばいいのだろうか。

「君が話したいと思ったことを、君が思うままに話せばいい。それを内密にしてほしいというなら僕は他言しないよう努力するがね」

『努力する』というところが、このアヤカシらしいところだ。決して軽々しく『約束』という言葉を口にしない。

「……どこから話せばいいのか、わからないんだ。それに私自身、自分が見たものが真実であるか自信がない」

「それはそうだろう。目に映る物すべてが真実なわけじゃないさ。それに、君が話したくないことは言わなくてもいいし、僕に対して噓うそをつきたいというのならつけばいい」

「……君が変わっていることはよく知っているつもりだが……やはり変わっている」

「そうかい？」

　大田は短く答えると、眼鏡めがねを外してポケットから眼鏡拭ふきを取り出し、大して汚れてもいないレンズを拭き始めた。

「私は……」

　赤あか川がわがそう言って次の言葉を紡つむぐまで数分の時間を要した。その間、大田は何も言わずにただひたすらに眼鏡を拭く。

「私は、山崎が鵺を殺すのを見ていた……」

　その告白は、赤川にとっては大変な決意を必要とするものだったが、大田は表情も変えずに曇くもり一つない眼鏡をかけ直した。

「……だが、その方法が異常だった。あれの腕の中から何かが出てきて、それが鵺……ネジの体に穴を開けた……。こう言うのはなんだが……」

「とても人の業とは思えない、かな？」

「そうだ……もしかして、君は知っているのか？　あれのことを」

「知っていることもあれば、知らないこともある」

　赤あか川がわは一息つくと、起こしていた上半身をベッドの上に横たえた。大おお田たの方を見ずに天井に向かって言葉を続ける。

「……その後、山やま崎ざきがネジに止とどめを刺そうとした時に……片かた倉くら巡査部長が現われた。だが彼女は私が知っている彼女ではなく……瀕ひん死しのネジに私を殺させようとした……その後私は意識を失ってしまい、こうして入院しているわけだ。断片的な情報は見舞いに来てくれた上司や部下たちに聞いたが、私の知りたいこと全すべてがわかったわけではない」

「知りたいこと全てを知ることができたら、それは素晴らしいことかもしれない。だが同時に寂しいことだな」

「……話の腰を折らないでほしい」

「いや、すまない。人の話を聞くのは楽しいんだが、つい口を挟みたくなってしまう。申し訳ない。どうぞ続けてほしい」

　赤川はすぐには続けず、目と口を閉じる。

「疲れたのかな？　喉のどが渇いたのなら、水でも持ってくるよ」

「結構だ……。ところで君は私の質問に答えてくれないのだろうか？」

「僕ぼくに答えられることなら」

「……巡査部長の怪け我がは、どれくらいだ？　一度電話で話したが、大丈夫だとしか言ってくれなかった。携帯は電池切れなのか知らないが繫つながらないし、六課の電話にかけると帆ほ村むらが出る。……私は彼女に嫌われているから、すぐに切られてしまうんだ」

「左手首と右目がなくて、顔が少し崩れている。肉体の負傷はそれくらいだ。たいした傷じゃない。再生することを考えれば、君の怪我の方が重いくらいだ」

「体はそうかもしれないが、心の方はどうだ？」

　赤川もまた優ゆう樹きの変化に気が付いていた。何がおかしいとはっきり断言はできないが、どこか情緒が不安定だった。元々肉体と精神の制御に長たけている優樹である。とくに観察しなくとも、少し様子がおかしければすぐにわかる。伊達だてに七年も付き合っていない。

　彼女が今までの彼女とは少し違う。そしてその変化は、誰だれもが歓迎しないことだった。

　恐らくは優樹自身にとっても。

「彼女がおかしくなってしまったかと問われれば、残念ながら肯定しよう。しかしその点について僕から君に言うべきことは何もないな」

「そうだろうな。彼女は自分のことは自分で解決できる。……私がより気にしているのは、山崎のことだ」

「彼については、もうどうしようもない」

　その大おお田たの言葉があまりにもきっぱりとした断言であったため、赤あか川がわは目を開けて彼の方を見た。彼の表情に表立った感情は浮かんでないが、その中に赤川は彼の断固たる意思を見付けることができた。

　拒否だ。大田は、山やま崎ざき太た一いち朗ろうという存在を拒んでいる。だがそれがわかっても、赤川は聞かずにはいられない。

「……どうしようもない、とはどういうことだ、大田？」

「言葉通りの意味だ。僕ぼくには何もできない。君にも何もできない。……いや、君にはできることが一つあるな」

「何を、だ？」

「彼を、緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊という部署から排除することだ。事態はそれなりにましになる。一時しのぎにしかすぎないけどね」

「……理由を、聞かせてくれないか？」

　赤川が問うた時、大田の表情がほんの少し揺らぐ。それは大田真さね章あきが『言葉を選ぼう』として生まれたわずかな動揺。大田の顔をしっかりと見ていた赤川でも、その揺れに気付くことはできなかったが。

「理由は簡単だ。彼が、この世に生きるすべてのアヤカシの敵であり、現在その脅威に晒さらされているのが僕の友人たちだからだ」

「大田……君一人で納得しないでくれ。……山崎にいったい何が起こっている？　彼がネジを殺した力が、君たちに向けられるというのか？」

「知りたいかい、赤川大だい介すけ」

　眼鏡めがねの奥で、猛もう禽きんの目が鋭い光を放った。その目から視線を逸そらさずに、赤川は答える。

「ああ、知りたい。今、山崎の身に何が起こっているのかを。そして、私の友人たちが晒されている脅威を」

「〝私の友人〟？　誰だれが君の友人なんだい？」

　表情は変わらない。だが、大田の眼は笑っていた。

「君の友人とは、片かた倉くら巡査部長、相あい川かわ、帆ほ村むら、八や牧まき……他ほかにもいるかもしれないが、この四人は間違いなく含まれているだろう。彼と彼女らは私の友人だ。……向こうは何とも思っていないかもしれないが、私にとって彼らはかけがえのない友だよ」

　目だけではなく、表情も緩ゆるめると大田は赤川に向かって敬礼のような仕草を見せる。

「君に若干の敬意を払うよ、赤川」

「それは光栄だ」

「ところで、その友人たちの中に僕は入っているのかな？」

　一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をした赤川だが、すぐにいたずらっぽい笑みを浮かべた。彼にはまるで似合っていない笑い方だ。

「入れてほしいのか？」

「いいや、全然」

　そうやって短時間笑い合った二人だが、すぐに笑えない時間が訪れた。




　誰だれもいない家、というのは静かでいいが少し寂しい。安あん藤どう希のぞみは布団の中でそんなことを考えていた。今日で三日目、さすがに退屈してきた。午前中は少しだるかったので学校を休んでしまったが、もう大丈夫だ。明日からは学校に行って部活にもちゃんと出よう。

　寝返りをうって、すぐ横に置いてある時計を見た。そろそろ昼休みが終わる頃ころだ。この時間になると、いつもある級友のことを思い出す。肉ばかり食べていて、あまり水分を摂とらず、骨折をしている彼は、今日も元気に学校に行っていることだろう。

　起き上がって時計の隣となりに置いてあった眼鏡めがねをかけた時、チャイムの音が聞こえた。誰だろう。今月分の新聞集金にしてはまだ日が早すぎるし、宅配便が来るという話も聞いていない。何かの勧誘だろうか。すぐに出た方がいいのだろうが、あいにく起き抜けで素早く動けない。立ち上がったところで、この格好で出てもいいものか迷う。

　現在安藤が着ているのは、中学時代に着ていた青いジャージだ。この格好は楽なのでついパジャマの代わりに使っている。両親や今は独り立ちしている姉にはいい顔をされないが、好きなのだからしかたがない。高校を卒業したら、きっとそのジャージも普ふ段だん着ぎに組み込まれるだろう。

　着替えるべきか着替えないべきか。そんなことを考えているうちに何度か鳴らされていたチャイムの音がいつの間にか聞こえなくなっていた。とりあえず玄関まで行って覗のぞき窓から見たが、誰もいない。不在通知等が入っていないところを見ると、宅配便ではないということだ。少し安心しながら自分の部屋に戻る。

　そこで安藤は、矯きよう正せい視力一・〇の自分の目を疑った。安藤一家が住んでいるこの三○一号室は角部屋であり、安藤の（かつては姉との共用）部屋にはそう大きくはない窓が付いている。空気を入れるために開けていたその窓から、相あい川かわ虎とら司じが顔を出していた。窓枠の下には、松まつ葉ば杖づえ二本と彼のスニーカーが転がっている。

「よう、安藤。元気かあ？」

　歯茎と歯を剝むき出しにして笑うその顔も声も、確かに自分の知っている虎司なのだが、安藤はいったい何をいえばいいのかわからずただ立ち尽くしていた。

「ちょっと邪じや魔まするぜえ……あ、よっこらせっときたもんだ」

　掛け声と共に、虎司が室内に入ってくる。窓枠に手をかけて上半身を入れた彼は、前転をするような動きでギプスで固められた足から部屋の中に着地する。そのまま窓枠の下に寄りかかって足を投げ出した。

「ふー、ここが角部屋でよかったぜ。窓が開いてたのもよかった」

　手をぶらぶらさせながら、虎とら司じは呆ぼう然ぜんとしている安あん藤どうを見あげた。

「なーにぼけっとしてんだよ。お、ジャージなんか着てやがんなあ。どっか走りに行くところだったのか？」

「……これはパジャマ代わりに着てるだけ……。あの……相あい川かわくん……何で窓から……」

「ああ？　だってベル押しても誰だれも出ねーんだもん。だから向こうの壁かべから回りこんでこの窓に来たってわけよ」

「……どうやって？」

「壁をこうわしっと摑つかんで」

　そう言って妙な手付きをする虎司を、安藤はただ見ていた。そうだ、虎司が窓から出入りするのは決して珍しいことではない。二階にある教室の窓から飛び降りて教師に怒られたことなど、何回もある。木にも登れば下駄箱の上やロッカーの上にも乗る。高いところが好きらしい。別に馬ば鹿かと煙は高いところが好きなどと、自分は思っていない、決して。

「おーい、安藤よお。俺おれの鞄かばんが玄関の前に玄関の前に置いてあんだ。具合悪くねえんなら、取ってきてくんねえ？」

「あ、はい……」

　と返事をしたところで、安藤はやっと『自分の部屋に相川虎司がいる』という重大な事実に気が付いた。片付いてはいるが、見られて恥ずかしい物はたくさんある。片付いていない。布団が敷しきっぱなしだ。

「ちょっと待って……布団畳むから」

「別にいーじゃん、そのまんまで。どうせまた寝るんだろ。畳むだけ疲れるじゃんかよ。俺は気にしねーし」

　虎司は気にならないかもしれないが、安藤はおおいに気にする。素早く畳んで押し入れにしまっている間に、虎司には見られたくない物を見られてしまう。

「あ、相撲すもう取りのポスターだ」

　どうしよう。現役時代とても人気があった最高位関脇の力士が、化粧回しを着けて立っているポスターだ。ミーハーな趣味だと思われないだろうか。恥ずかしい。

「お、写真立てだ。今年の始業式ん時の集合写真か？」

　机の上にある写真立てを見られてしまった。なぜわざわざ写真を飾ってあるのか、虎司は不ふ審しんに思ったりしないだろうか。恥ずかしい。

　……などと恥ずかしがっている場合ではない。

「ところで、何しに来た、の？」

「見舞いに」

　と言ってくれたのは、こんな形であれ一応嬉うれしい。しかしその後に

「岡おか野のの奴やつが行けって言うからよ」

　と続いたので嬉うれしさ半減である。

「でも、まだ授業残ってるのに……」

「だって次体育じゃん。どーせ見学だし。俺おれ学校さぼったの久し振りだけど、他ほかの連中が授業受けてん時に自分だけ遊んでるのって日曜日に遊ぶより楽しいよなー。……んで安あん藤どうよお、悪ぃけど早いとこ鞄かばん取ってきてくれ。生なま物ものが入ってっからさ」

「……生物？」

「お前への土産みやげだよ」

　と言ってくれたのは嬉しいが、その後に

「鯖さばの押し寿ず司し。美味うまいぜ、結構。俺の昼飯の残りだけど」

　と続いたので嬉しさ激減の安藤であった。




　杉すぎ並なみ区内を蛇だ行こうするように流れる善ぜん福ぷく寺じ川。その両岸に沿って公園が存在する。北に善福寺川緑地公園。南に和わ田だ堀ぼり公園。その和田堀公園内にある和田堀池を、太た一いち朗ろうは橋の上から見ていた。ここにももちろん、数え切れないほどの木が点在する。見回せば、本当にいくらでも生はえていた。

　木。水。それは人の心を和ませるもの。ごく自然に周囲にあるもの。

　しかしそれらが、現在の太一朗を苦しめていた。木の多い所を歩く。東とう京きようでさえこれほどの木々があるのだ。その中にあるかもしれないたった一本の空うつろ木ぎを探し出すなど、不可能に等しい。木を隠すには森の中、とはよくもいったものだ。

　本当に、空木を見つけられるのか──。

（……駄目だ、弱気になったら）

　右腕を摑つかむ。前向きに、前向きに。思考を進めよう。そうでないと本当に。

　狂ってしまいそうだ。

（……そうだ。この鬼おに斬ぎりを俺の意志で動かすことができれば）

　ふっと思い付いたそれは、自分にしては素晴らしい名案のように感じる。〝枝〟はアヤカシの存在を感じると勝手にこの腕の中から出てくるが、今でもある程度の抑制は効いている。現にあの船の上で、彼に突き刺さろうとする〝枝〟を止めたのは自分の意志のはずだ。

　その〝彼〟が誰だれだか思い出せないことに、太一朗は気が付かなかった。

（やってやれないことはない……そうだ、やってやる）

　太一朗は腰掛ける場所を求めて歩き出した。平日の昼間である。そう人は多くない。すぐに見つけたベンチに座ると、太一朗は右肘ひじを軽く曲げてから、左手でその肘を支えた。右拳こぶしを作り、肩からその拳にかけて存在する肉に力を込める。盛り上がった筋肉の中に、今は〝鬼斬り〟の気配はない。

　大きく深呼吸をしてから、太た一いち朗ろうは心の中でそっと囁ささやいた。

『出て来い』と。

　効果はすぐ、目に見えて現われた。肘ひじと手首のほぼ中間地点から、直径一センチほどの〝枝〟が芽を出したのだ。痛くない。血も出ない。まるで、これもまた自分の一部のようだ。こうして落ち着いた状況で〝鬼おに斬ぎり〟を見るのは初めてだった。

　腕の中から十センチほど這はい出てきたところで、『止まれ』と念じる。今度もあっさりと成功した。

　一いつ瞬しゆん、この細い枝を摑つかんで思い切り引っ張れば、腕の中から〝鬼斬り〟を追い出せるかと思った。左手で、今は長さ十センチほどになっているそれに触れようと手を伸ばす。

　初めて触ったそれは、暖かく弾力があった。どこからでもどんな方向にも曲がり、放っておくとただ腕の上で静かにのたくっている。軽く引っ張ってみた。すぐに千切れてしまいそうな見た目のわりに、びくともしない。今度は力を込めて引っ張る。すると腕の中からずるりと〝枝〟が伸びてきて、十センチのそれは二十センチになってしまった。このまま引っ張っても、延々と伸びるだけのような気がする。

　その二十センチになった〝枝〟を、今度は自分の意志で動かしてみる。放っておくとぶら下がって邪じや魔まなので、右腕に巻きつけることにした。そう思うだけで、〝枝〟は朝顔の蔓つるのようにあっさりと収まった。

（これは、意外にいけるかも……）

　練習すれば、アヤカシに会っても出てこないようにできるかもしれない。空うつろ木ぎに会うことができなくとも、自力で何とかできる。

　希望の光が見えたような気がした。嬉うれしくて、腕が震ふるえた。

　そうではなかったのに。




　空木に会う。それがほぼ『不可能』であることを片かた倉くら晃こうは知っている。東京中の木々すべてを調べ尽くそうとも、空木を見付け出すことなどできない。ただ、『百パーセント会えない』が『九十九パーセント会えない』になるだけだ。最後の一パーセントに希望を託したところで、結局会えないことには変わりはない。

　かつては自分も「一パーセントに希望があるなら」とやってみたことだ。東京だけでなく関東地方全域にまで拡大したが、虚むなしさと疲労と膨大な時間の浪費しか残らなかった。

（無駄なことをしている……）

　布に包まれた〝鬼斬り〟を抱えながら、そう思う。自分が歩いた道をまた歩く哀れな男。いつかは自分がやっていることの無駄を知るだろうが、その無駄を知る前に彼の正気が失われるのが先かもしれない。

　こちらの〝鬼斬り〟は嫌になるほどにあの〝童どう子じ斬り〟の存在を感じているのに、あちらはまったくこちらに気が付いていなかった。枝は根の存在を懐なつかしがっているのかもしれないが、根ははるか昔に切り離された枝のことなど気にも止めないのだろう。

　自分の存在を知られないのは結構なことだ。和わ田だ堀ぼり池に架かかるその橋が見える場所に、晃こうはいる。だがこれ以上近付けば、〝童どう子じ斬ぎり〟は反応することだろう。晃が持つ〝鬼おに斬ぎり〟にではなく、晃自身に。その時にどんな事態が起きるのか、予想ができなかった。

　あの男、山やま崎ざき太た一いち朗ろうについては若干の情報がある。警けい視し庁ちよう緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部隊に所属し、三か月の間捜査第六課にいた人間。二重雑種ダブルブリツド殺し。〝童子斬り〟に寄生され、鵺ぬえのネジを殺した男。

　敵に回す気など毛頭ない。だが味方にすることも不可能に近かった。寄せ集めの組織であるクロスブリードには、彼と交渉できる人材が存在しない。アヤカシが近付けば彼の体内の存在する〝童子斬り〟が容赦なく襲おそい掛かってくるし、それはキマイラである晃やその同胞たちに対しても同様だ。人間ならいいのだろうが、千せん堂どうは金銭は出しても人を動かしてはくれない。

　晃はまだ迷っていた。自分が危険を冒してでも彼に接触するか、それとも彼が死ぬのを待つか。前者を選ぶなら早い方がいい。もし山崎太一朗がもう一人アヤカシを殺してしまったら、彼に冷静な思考能力を期待することはできなくなる。

　逆に後者を選ぶなら、ただ待てばいいだけのこと。彼がアヤカシを殺すのを待ち、その心と体が崩ほう壊かいした後、〝童子斬り〟を回収する。いったいどれほどの時間がかかるかはわからないが、危険は少ないだろう。

　上うえ村むら鈴すず香かは、〝鬼斬り〟はともかく〝童子斬り〟を手に入れることには難色を示していた。

『あれは、人間が持つには恐ろしい力よ。あなたの持っている第伍ご世代は、ちゃんと持ち主のいうことを聞いてくれるから、私に対して勝手に襲い掛かったりしない。でもあれは違う。あなたがあれを持ったら、私と私の仲間たちはあなたに二度と近付けない……。あなたはキマイラだから、普通の人間が持つより制御が効くかもしれないけど、あまり期待しない方がいいわ』

　そう言った鈴香は、彼女の手て駒ごまを回してくれなかった。それでも、やるしかない。自分の同胞たちが〝老衰〟で死に絶える前に、あのアヤカシを殺す。それで寿命が延びるわけではないが、それを成し遂げなければ自分たちは。

　何のために死ぬのだろう。

　どうせ長くは生きられない、と自暴自棄になる同胞もいた。そうして離脱していく仲間を、晃は止めない。どこに行こうと何をしようと死ぬのならば、せめて。

　自分たちをこの境遇に産み落とした者に復ふく讐しゆうを。

　握り締しめた〝鬼斬り〟が熱を帯びる。布越しに伝わってくるこの感覚は、〝童子斬り〟がもたらすものではない。近くにアヤカシがいる。

　誰だれだろう。誰でもいい。彼がアヤカシを殺せば、〝童子斬り〟を晃が手に入れられる可能性が高くなるのだから。

　晃こうは目を細めると、その場から動かずにじっと池の向こうを見た。




「おう、歩け歩け安あん藤どう！　病み上がりのお前と、松まつ葉ば杖づえの俺おれ、どっちが速く歩けるか勝負しようじゃねえか！」

　そんな勝負はしたくない安藤であったが、成り行きでこうなってしまった。安藤一家が住むマンションの近くにある和わ田だ堀ぼり公園とその北部にある善ぜん福ぷく寺じ川緑地公園は、安藤が幼い頃ころから走っているジョギングコースだ。鯖さばの押し寿ず司しを食べながら（結局、虎とら司じがほとんど平らげてしまったが）そんな話をしたら、『よーし、リハビリだ。走りやがれ安藤！』というわけでこういうことになった。虎司らしい展開である。どうして虎司のリハビリなのに、自分も一緒に走らなければならないのだろう、という当たり前の疑問も生まれたが、それは言わないことにした。

　それに、虎司は松葉杖なのに意外と速く歩くため侮あなどれない。安藤が早歩きするより速いかもしれない。今も、安藤の十メートルほど先を杖を交互に繰くり出しながら歩いている。足の裏がほとんど地面に付いていないように見えるほどだ。

　実際虎司は足を付けずに歩いているのだが、安藤にはそこまでのことはわからない。

「どうしたどうしたどうした！　そんなんじゃあ、この国の陸上競技界を背負って走れねえぞ！」

　国体にも出ることができない自分に、この国の陸上競技を背負うことなど到底無理だしその気もない。

「……相あい川かわくんが陸上部に入ったら、きっと背負えると思う」

「ああ、何か言ったか聞こえねえぞお、もっとでかい声で喋しやべれでっかい声で！」

　虎司の声の大きさに、周囲にいる人たちが彼の方を見る。虎司は気にせずに、器用に向きを変えて松まつ葉ば杖づえで後ろ歩きをしてみせた。これには、さすがに安藤も慌てる。彼のすぐ横には和田堀池があるのだ。柵さくがあるとはいえ、バランスを崩くずして落ちたら大変だ。

　安藤は少しずつ歩くスピードを上げていく。後ろ歩きの虎司と安藤の距離はあっという間に縮ちぢまった。

「お、速ぇ速ぇ。さすが陸上部」

「相川くん……松葉杖で後歩きは危ないからやめた方が……」

　いい、と安藤が言い終わる前に、松葉杖の先端が突かれた部分の土が滑り虎司がよろめく。

「あ……」

　虎司を支えるために安藤が手を出そうとした瞬しゆん間かん、彼はもう一本の松葉杖を土が抉えぐれるほどの勢いで地面に突き刺した。それに縋すがることによりバランスを保って転倒することを拒む。

「ふー、危ねえ危ねえ。転ぶかと思ったぜ。やっぱあれだな、足元見ねえと危ねえなあ」
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　笑顔で答える虎司を見て、安藤はほっと胸をなで下ろした。どうにも危なっかしくて怖い。早く足が治るといいのに。いったいいつ頃ごろ治るのだろうか。そう疑問に思った安あん藤どうは、素直に口に出して聞いた。

「相あい川かわくんの足って、いつ頃治るの？」

「知らねえなあ」

　あっさりと虎司は答えると、地面に埋まった松葉杖を引き抜いてまた歩き出した。今度はしっかりと前を見ている。だが、それは自分の問いに逃げているような態度に安藤は感じる。虎司が逃げているという事態。こんなことは初めてだった。

「お医者さんは、何て言ってるの？」

「何も言ってねえよ。気にすんなって、いつか治るんだからよお」

（……俺おれだって知らねえよ、んなこと）

　虎司の内心の呟つぶやきは、安藤には聞こえない。

「ああ、そういやあさあ。十月の初め辺りが学園祭だよなあ。んでもって、十一月の初めに修学旅行だろ。場所はどこだったっけかあ」

　あまりにもわざとらしい話題の変え方に、安藤が何と答えればいいのかわからなくなったその時。

　虎司は、知っている人間が百メートルほど先にいることを発見してしまった。

（……ありゃあ、ザッキーか……）

　そういえば、鳥とり頭あたまが何か言っていたような気がするが。

　普ふ段だんなら、大おお田たの言葉など気にせず『肉奢おごってくれ、肉』と話し掛けるところだ。だが、今はその気になれなかった。何だろう、この気配は。視覚に入り込んできた情報が、頭の中でぐるぐる回り、首筋の毛が逆立つ感覚がする。

　嫌な感じだ。前にもこんなことがあったような気がする。

「……相あい川かわくん？」

　安あん藤どうの呼び掛けに、虎とら司じは振り返った。……そうだ、別に気にすることはない。相手は知っている奴やつで、何も危険があるわけではないのだから。

「おう、何だ？」

「話、聞いてなかったでしょ」

「おうともよ、さっぱり聞いていやがらなかったぜ、こん畜生！」

　理由のわからない不安を吹き飛ばすために大声で笑い、再び前方へと向き直った虎司の視界から、太た一いち朗ろうの姿は完全に消えていた。見間違い、のわけがない。視力には自信がある。ほんの数秒前まで、彼は確かに前方のあのベンチに佇たたずんでいたのだ。

　あの橋の上に。

（……何だろうなあ……どうもザッキーから妙な感じがするぜ……）

　一度、団長か鳥頭にでも聞いてみよう。面倒なことを後に回すと、虎司は安藤に笑いかけた。背は自分より大きいくせに小心者で心配性のこの級友が、虎司は結構好きだった。話し掛けるとどこか緊きん張ちようしたような視線を自分に向けたり、おどおどしたり、喜んだりと反応が面白い。理由は知らないが、自分に親切にしてくれる。

　なぜだろう。

（まあ、いいや）

　深く理由を考えず、虎司はすぐに思考を切り替えた。『嫌な感じ』はいつの間にか消えている。正確には、どんどん遠ざかっているような気がした。とりあえず当面の危険は去ったらしい。

「あー、何かよくわかんねえー！」

　立ち止まると、虎司はよくわからないもやもやを晴らすために大声で叫んだ。少し離れた場所を歩いていた人々が驚おどろいてこちらを見ているが、気にしない。

「で、何の話をしていたんだっけか、安藤よお」

　返事がない。振り返ると、きょとんとした顔をした安藤の顔を見下ろす形になっていた。虎司がいきなり大声をあげたので、びっくりして尻しり餅もちをついてしまったようだ。

「何だ、何だあ？　俺おれが立ってんのにお前がひっくり返ってどうするよ？」

「うん……でも、びっくりした」

　安藤はゆっくりと立ち上がると、ジャージに付いた土を払う。

「おお、悪かったなあ。まあ気にすんな。……で、何の話をしようとしていたんだっけか？」

「……たぶん、修学旅行」

「そうだっけか？　……旅行かあ、俺おらぁ普通に旅行すんのは初めてだから、結構楽しみだ。んで場所どこだっけか、九州か？」

「……さっき北海道って言ったのに」

「そうか、そうか！　熊くまとか鹿しかとかトナカイとかアザラシとかオットセイとかジンギスカンとかがいるんだろ？」

　最後の一つは『いる』ではなく『ある』ではないのだろうか。虎とら司じの言い方だと、北海道にジンギスカンさんがいそうで怖い。いや、怖くはないがちょっとおかしい。それに熊や鹿はともかく、トナカイその他がいるかどうか安あん藤どうは知らない。

「……だいぶ違うと思う」

「そうか？　まあ気にすんな。俺おれも気にしねえ」

　空を見上げ歯を剝むき出して笑う虎司とは対照的に、安藤は地面を見下ろして小さく笑った。
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　馬ば鹿かなことをしている。片かた倉くら晃こうは心の底からそう思っていた。同胞でも味方でもないアヤカシを守るために、自分が囮おとりになるなんて。しかも守られたアヤカシの方は、自分が身を挺ていして守ったことをまったく知らない。これでは恩を着せることもできない。何の得もない。危険を冒しただけ損をしている。

　あの相あい川かわ虎とら司じに降りかかろうとした〝童どう子じ斬ぎり〟の脅威に、自分が晒さらされる必要がどこにあったのか。

　無理やり理由をつけることはできる。〝童子斬り〟の持ち主である山やま崎ざき太た一いち朗ろうに〝理性〟を保ってもらうためだ。だが、たとえ彼に理性が残っていようと、交渉が上手うまくいくとは限らない。いっそのこと、虎司に犠牲になってもらい山崎太一朗の死期を早めた方が、クロスブリードの三角としては正しい選択だったのかもしれない。現に、晃は太一朗に近付きつつあるアヤカシを放置しておこうと思った。

　だが、そのアヤカシが相川虎司であると知った時、晃はその選択ができなくなった。

　歩くより少し速い速度で足を進めながら、晃は理由を探す。理由がなければ、とても助けたいようなアヤカシではない。

　虎司とは面識はあったが、決して気持ちのいい出会いではなかった。ネジとの戦いに乱入され、〝食〟に対する妙な拘こだわりを披ひ露ろうされ、自分のことを〝もどき〟と断言したアヤカシ。どうせ自分のことなど、彼は会ったその日に忘れてしまったことだろう。そういう方面の記き憶おく力は悪そうだ。

　虎司が怪け我が人で、友人らしい人間の女性と一緒にいたから。だから彼を守ろうとした。

　理由はこれでいい。たった今決めた。

　そう決心してしまえば、迷うことはない。晃は、背後を振り返ることなく歩き続ける。向こうは、まだ完全には理性を失ってはいないはずだ。しばらく引きつけておいてから一気に距離を開ければ、正気を取り戻すだろう。

（……その正気が、いったいいつまでもつのかな）

　まだアヤカシの血を吸ったことのない〝鬼おに斬ぎり〟を抱えて、晃は歩き続けた。




　アヤカシの気配が二つある。

　一つは、自らの血の臭においをその身に漂わせるアヤカシ。

　一つは、とても気配の薄うすいアヤカシ。

　距離は前者が近い。殺気は後者が強い。

　さて、どちらを殺そうか？

　両方殺せばいい。

　どちらから殺そうか？

　少し遠いが、殺気のある方から。

　そうしよう。そうしよう。




　……歩道のガードレールに膝ひざをぶつけた。ほんの少しの痛みが、山やま崎ざき太た一いち朗ろうを〝正気〟へと戻す。池の側そばにいたはずなのに、今自分の横には車道が走っており、車が何台も通り過ぎていく。周囲を見回すと、ビニール袋をぶら下げた主婦と目が合ってしまい、気味が悪そうに視線を逸そらされる。

　なぜ、自分がここを歩いているのか、太一朗にはわからない。ガードレールに腰を下ろし、必死に記き憶おくを辿たどる。池だ。池の近くのベンチだ。そこに座って、この右腕の中にある〝鬼おに斬ぎり〟を自分の意思で制御しようとしていた。

　その時、相あい川かわ虎とら司じを見た。

　ジャージの女の子、確か安あん藤どうといったはずだ。その隣となりに彼がいた。

　そして気が付いた時には、また別の場所に移動している。その間自分が何をしていたのか、記き憶おくがすっぽり抜け落ちている。自分の衣服に乱れはないし、返り血も付いていない。

　だから、きっと、殺していないだろう。

　そう思いたかった。

　怖かった。自分の右腕の中にある〝鬼斬り〟で、自分が知らないうちに、自分が知っているアヤカシを殺してしまいそうなことに。

　それと同時に安あん堵どもする。自分の中に〝恐怖〟という人並みの感情がまだ残っていることに。これで恐怖も何も感じなくなってしまったら、それこそ終わりだ。自分の、人としての生命が。

（……人……か）

　ガードレールに座ったまま、太一朗は右手首を左手で握る。もう、自分は人ではないのかもしれない。なら、自分はいったい〝何〟なのだろう。人ではなく、もちろんアヤカシでもなく、ただアヤカシを殺すために生きている自分は。

「うおおおおおっ！」

　叫んだ。どこにも行き場のない思いを逃がすために、空に向かって叫んだ。歩行者が振り返るのも構わずに叫んだ。息が続くまで叫ぼうとしたが、どれほど大声で叫んでも息苦しくはならない。

　だから自分の意思で、叫ぶのを中断させた。そうでなければ、いつまでもいつまでも、狂ったように叫び続けていたかもしれない。本当に、自分がおかしくなってしまったような気がした。

　あの人も、いつもこんな不安に悩まされていたのだろうか。人間でもアヤカシでもなく、異能の力を持ったあの人は。

（……あの人……？）

　違う。人じゃない。そしてアヤカシでもない。誰だれだろう。誰だったか。

　二重雑種ダブルブリツドだ。しかしその後に続く記き憶おくは、やけに不鮮明で。

　好きだったような気がする。殺したいような気がする。いや、一度殺した感触が手に残っている。自分には、二重雑種を殺した記憶がある。

　銃口を、目の中に、胸の中に、押し込んで、引き金を引いた。

　白と、赤。

「うう……！」

　太た一いち朗ろうは下を向いて頭を抱え込んだ。自分が、〝気が狂う〟過程にいることを心の底から思い知る。その〝心〟さえ、本当に自分のものなのかわからない。

　目頭が熱い。そう自覚した途端、涙が溢あふれ出した。こんな表で大の男である自分が泣くなんて。羞しゆう恥ちを感じる自分に安心すると共に、目を閉じて涙の流出を止める。

　なぜ、自分は泣く。この右腕の中にある鬼おに斬ぎりが怖いのか。正気を失いつつある自分が悲しいのか。探しても会えない〝生きる屍しかばね〟に怒っているのか。この境遇から自力だけでは抜け出せないことが悔しいのか。

　会えないのが寂しいのか。

（……俺おれは……誰と会いたいんだろう……）




　もう、山やま崎ざき太一朗の行動に介入するのはやめてしまおうか。

　ガードレールから立ち上がってどこかへ行こうとする太一朗を見送りながら、晃こうはその場を動かなかった。

　ここまでの彼の様子から察するに、太一朗には〝童どう子じ斬り〟の本能に支配されつつあるという自覚がある。彼の精神力がどれほどのものかは知らないが、二人目のアヤカシを殺さずとも〝正気〟を保っていられる可能性はそう高くはない。

　自身が狂っていくことがわかっているのに、平静でいられる〝人間〟などいるわけがないのだ。あれが〝童子斬り〟を持った人間の姿。あらゆるアヤカシを殺す力を持つ〝童子斬り〟を、必死になって手放そうとする人間の姿。

　もし、自分が〝童子斬り〟を手にしていたら、今頃どうなっていたのか。

　無差別にではなく、ちゃんと自分が殺したいアヤカシだけを殺せるだろうか。同志である鈴すず香かや、先ほど助けた虎とら司じを殺さずにすむのだろうか。

（……もし、なんて考えたら駄目だ）

　予想など、何の意味もない。現実が全すべて。〝童どう子じ斬ぎり〟を山やま崎ざき太た一いち朗ろうが持っているのも、自分の同胞たちが〝寿命〟で死につつあるのも、すべてが現実だ。

（……もう、山崎太一朗がどんなアヤカシを殺したとしても放置する。そして、彼が死ぬ時を見計らって、童子斬りを手に入れる）

　そう決心して、歩き出そうとした時だった。

　右手に握っていた〝鬼おに斬ぎり〟が、アヤカシの接近を告げる振動を掌てのひらに伝える。それだけではない。晃こう自身の感覚が、自分に向けられた強い殺気を捉とらえる。この感覚は、以前に味わったことがある。これは殺気というよりは。

　鬼気だ。

「おい」

　後ろから掛けられたその声に、恐怖と同時にどこか安心する自分もいた。なぜなら、彼は決して不意討ちをしない。小細工をすることもできるはずなのに、戦う時は常に正面から、その拳こぶしのみで敵を打ち倒そうとする。

「……そういう意味で、あなたは尊敬すると同時に愚かしいとも思う。飯いい田だ」

　ゆっくりと背後を振り返る。この間にも、攻こう撃げきはこない。正面から相対し、こちらの用意ができるまで、飯田敦あつ彦ひこと名乗っているこの〝鬼〟は殴りかかったりはしないのだ。

「どうしてわざわざ声を掛ける？　それも、こんなに人目のある場所で」

　人の姿をした飯田は、腕や脚の太さが身長と比べてやけに太くバランスの取れていない外見をしている。彼の頭は人より大きいが、首と肩幅の太さが人の数倍あるので頭が小さく見えるほどだ。あまり人間らしい体型とはいえない。そんな彼がサラリーマンのような背広を着て直立している姿は、むしろ滑こつ稽けいにさえ見える。

　だが、晃は飯田を見て笑えないほどに、彼の強さを知っていた。自分が持つこの〝鬼斬り〟を使えば、飯田の首半分は持っていけるだろう。しかし、そのためにはある程度距離を詰めなければならない。

　飯田の攻撃方法は、実に単純明快なものだ。接近して殴る。それだけだ。その点に関しては、晃もたいして飯田と変わらない。この〝鬼斬り〟で敵を斬る。ある程度〝鬼斬り〟と同化していれば、その長さを伸しん縮しゆくさせることもできるようだが、アヤカシを斬ったことはあっても殺したことのない晃にそれはできない。距離は八メートルくらい開いているが、これはあまり意味がない。お互いが縮ちぢめようと思えばすぐに縮まる

　晃が飯田に近付くだけなら、そう難しいことではないのだ。だが、一度攻撃したら、間違いなく飯田の反撃がある。その反撃一発だけで、晃の命は消える。避さけることにのみ専念すれば、飯田の攻撃はかわせるが、それではこちらから攻めることはできない。

　表情だけはいつもと変わらないようにしながらも、晃は必死になってこの状況を改善するための方策を練っていた。

「……それとも、何か僕ぼくに話でも？」

　飯いい田だは強いことは強いが、弱点も存在する。単純で愚直。戦いに、彼なりの拘こだわりを持っていること。そして。

「少し試してみたいことがあっただけだ」

　正直者だ。自分の言葉など無視してしまえばいいのに、飯田はしっかりと答えを返し、そして噓うそをつかない。

　垂れ下がっていた飯田の右腕が、ゆっくりと動いた。肘ひじをほぼ直角に曲げ、小指から順番に握り拳こぶしを作る。やや脚を開き、手の甲を下に向けたところで、彼の戦せん闘とう準備は終わった。

「何を、試したい？」

　晃こうは、布に収まったままの〝鬼おに斬ぎり〟を握り締しめる。リーチなら晃の方が上回っているが、飯田が拳を繰くり出すスピードと鬼特有の怪力が生み出す破は壊かい力は、尋じん常じようではない。一度戦ったことのある晃は、その恐ろしさを自分の目で確かめている。自分の体で確認してしまったら、まず致命傷だ。あの時は逃げることに専念していたからよかったが。

　また、逃げてしまおうか。少しだけ、右足を引いた。今彼に背を向けたら、その背中に拳が飛んでくる。もし命中したら、背骨が折れるくらいではすまない。慎重に動く必要がある。

　そこまで考えて、晃の頭の中に一つの案が浮かんだ。ただ逃げるだけではなく、あの山やま崎ざき太た一いち朗ろうの方に向かって走ればいい。まだ距離は離れていないはずだ。飯田と彼が相討ちになれば、一石二鳥。うまくいかないかもしれないが、ただ逃げるよりはましだ。

　幸いというべきか、現在晃と飯田が相対している歩道に歩行者はいない。少なくとも、晃の見える範囲には。車道を挟んだ歩道には人間が見えるが、彼らが邪じや魔まになることはない。

「俺おれの強さを、だ」

　飯田の目は、晃を見ていない。晃の背後に向けられている。

　彼が何を見ているのか、目で確認しなくともわかった。手に持った〝鬼斬り〟が伝えるのは、枝分かれの最初の枝。




　鬼だ。

　アヤカシの中でも、強い鬼。

　鬼が、その存在を誇示している。

　この　　の目の前で。




　よく考えてみれば、飯田が戦う前から己の気配を撒まき散らすわけがない。彼は不意討ちこそしないものの、敵に接近する時はしっかりと気配を消す。晃は短い時間で自分の迂う闊かつさを呪のろった。最初に飯田に声を掛けられた時点で、彼から逃げればよかった。

　頭三分の一で後悔しながら、現況を打破するための選択肢が晃の頭に浮かんだ。背後から迫ってくる山やま崎ざき太た一いち朗ろうと相対する。あるいは飯いい田だの横を駆け抜けて逃げる。もしくは自分の左側にある塀へいを飛び越える。右側にある車道を突っ切るという方法もある。

「……あと三十秒ある。逃げるには充分な時間だ。だが下手へたな逃げ方をしたら、俺おれはこの右でお前を殴る」

　自身の手のうちを平然と明かす飯田を、晃は眉み間けんの皺しわをさらに増やしながら睨にらみ返す。

「逃げなかったら、僕ぼくをどうする気だ？」

「今は放っておく」

　どうしてこんなに彼が正直なのか、晃には理解できない。だからこそ、この飯田という鬼に恐怖や尊敬の念こそ抱き、憎むことができない。彼もまた、敵のはずなのに。

　晃こうは、飯田に背中を向けた。それ以上動こうとはせずに、自分たちに向かって歩いてくる長身の男を見る。

　ゆっくりと歩いてくる〝童どう子じ斬ぎり〟の宿主、山崎太一朗を。

　背中に、飯田の拳こぶしは降り注がなかった。

「敵の敵は味方じゃない」

　晃はそれだけ言うと、自らが持っている〝鬼斬り第伍ご世代拾六号〟を布袋から取り出した。まだ構えずに、ただ右手に持って地面を突く。

　あの〝童子斬り〟が、飯田とその仲間たちにとっても恐ろしい存在であることくらいは晃にもわかる。晃とて手に入れたいのはやまやまだが、大変な諸もろ刃ばの剣だ。いっそのこと、始末しておいた方が楽かもしれない。そう考えれば、現在晃と飯田の利害は一致することになる。だからといって、飯田と共に〝童子斬り〟の宿主と戦うことなど決してできない相談だ。

「当たり前だ。敵の敵は、敵だ」

　背後からかかる飯田の声に、まったく震ふるえはない。今やあの〝童子斬り〟は目前に迫っていて、太一朗の右腕からは〝枝〟が数本突き出ているというのに。それ以上に狂気をその全身から漂わせている太一朗に、晃は少し動揺していた。先ほどはただおびきよせるだけだったから、さして感じなかったが。

　あの山崎太一朗を前にしてまったく動じない飯田に、晃は敵ながら感心していた。




　……晃が思っているほど、飯田にも余裕があったわけではない。内心では、自分の〝主〟を徹底的に殺し尽くしたあの〝童子斬り〟に若干の恐怖を覚えてもいた。だがそれ以上の憎しみが、飯田の恐怖心など完全に払ふつ拭しよくしている。浦うら木きは『見守れ』などというが、そんなことはとてもできそうにない。

　もっとも、今回は様子見だけの予定だ。あれがどれほど強いのか、それを確かめるだけ。晃が感じているように、飯田は戦いに対しては拘こだわりをもっている。その〝拘り〟は、別に逃亡まで禁じてはいない。不利になって逃げることは、彼にとって恥ではなかった。もっとも不利を感じて逃げたことなど、彼の数えきれない戦歴の中で二度しかなかったが。

　それに、確かめたいことは他ほかにもあった。

　できそこないのちびは、自分の前にいて〝童どう子じ斬ぎり〟を見ている。ちょうどいいシチュエーションだ。今を逃せば、確かめられない。だからこんな歩道の真ん中で、誰だれが見ているかもわからない状況で、自分はこの片かた倉くら晃こうに話し掛けたのだから。

〝童子斬り〟に憑つかれた兇きよう人じんを、ちびの頭越しに見る。目が死人と変わらぬほど虚うつろであるくせに、その身から発散させている殺意は自分以上だ。

　奴やつの足取りは、意外としっかりしている。過去に〝鬼おに斬ぎり〟に完全に精神を奪われた人間と戦ったことはあるが、そいつは歩き方も戦い方もまるでむちゃくちゃだった。あの時は頭や胸の辺りを拳こぶしでさんざん殴り、再生しそうなところに油をかけて火を点つけたが、今回はそううまくいかないだろう。

　飯いい田だが左拳の用意を始める頃ころ、三人の戦場に変化が起きた。

　晃の数メートル前まで歩いてきた山やま崎ざき太た一いち朗ろうが、すっと身を屈かがめて地面を蹴ける。それは常人には反応することが不可能な瞬しゆん発ぱつ力しよくだったが、晃は足を広げて自らの〝童子斬り〟を下げ段だんに構える。

　晃が何をしようとしているか、後ろから見ている飯田には手にとるようにわかった。彼は、太一朗が攻こう撃げきをしかける瞬間を見極めてそれをかわし、〝鬼斬り〟で反撃をかけるつもりだ。狙ねらっているのは、太一朗の腹部だろう。

　だが、晃の〝鬼斬り〟が太一朗に突き刺さることはなかった。〝鬼斬り〟を静かに構えて待つ晃のすぐ右脇わきを、太一朗の大きな体が駆け抜けたのだ。

　まるで、そこに自らの敵がいないかのように。

　自分を完全に無視した太一朗の動作に、晃がこちらを振り返るのを飯田は左目で見ていた。同時に右目で太一朗を見る。

　目は虚ろだが、表情はあった。

　傷が走る左頰ほおをつり上げ、鼻の頭に大きく皺しわを寄せ、光のない眼を見開いているその顔は、怒っているようにも笑っているようにも見えた。

　太一朗が、飯田の顔めがけて右拳を繰くり出してくる。その腕からは数本の〝枝〟が伸びて、飯田の胸を貫こうとしていた。その攻撃が成功する前に、太一朗の鼻っ面に飯田の大きな右拳が炸さく裂れつする。鼻の骨と前歯が砕ける感触を、拳で感じた。人間相手ならば当然赤い鮮血が手を染めるのに、飯田の手は汚れない。親指辺りに、ひどく冷たい血が一滴だけ染み付いたことには、飯田は気が付かなかった。
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　その殺人的な一撃に、太一朗は平然と耐えた。痛みに悲鳴をあげることも、その表情を歪ゆがめることも、倒れることも、後退することもない。ただ飯田を殴ろうとしていた右腕と、刺そうとしていた枝が、少しだけ動きを止める。

　その遅れにつけこんで、飯いい田だは左の拳こぶしを太た一いち朗ろうの右肩にぶち当てた。これも骨の砕ける手ごたえがある。しかし。

「……む」

　小さく声を上げたのは飯田の方だった。飯田の太い左腕に、太一朗の左上腕から生はえた〝枝〟が六本ほど突き刺さっている。飯田がその筋肉にぐっと力を込めた。内側からの膨ぼう張ちように耐え切れなかった布地が裂け、血管の浮かび上がった飯田の太い腕が露あらわになる。その肉の力で、貫通しようとする〝枝〟の進行を食い止めた。

　その時、太一朗の背後で晃こうが動いた。完全に自分に背を向けている太一朗に、自らの〝鬼おに斬ぎり〟を突き刺す。肺のある辺りを狙ねらったようだ。〝鬼斬り〟は簡単に太一朗の背中にめり込み、胸板まで貫通する。太一朗と接近戦を行なっている飯田の鼻先に、その先端が見えた。

　目の前にあるその〝鬼斬り〟に、飯田は眉まゆ一つ動かさなかった。飯田が見ている間に、〝鬼斬り〟は九十度回転して横に薙ながれようとしていた。

　その晃の顔は見えずとも、彼が上げた小さな驚きよう愕がくの声は飯田にも届いた。

「……な……」

〝鬼斬り〟が動かない。太一朗の肉に食い込んでいるそれは、晃の力を完全に無視している。

「馬ば鹿かが」

　最初の枝と、枝分かれを繰くり返した枝。どちらの力が上かなど、試さずともわかりそうなものだ。

　短く吐き捨てると、飯いい田だは右手でその〝鬼おに斬ぎり〟が刺さっている太た一いち朗ろうの胸部を横から摑つかんだ。その間に太一朗の左拳こぶしがこめかみに当たり、本数を増やした〝枝〟が腕に突き刺さっていくが、飯田は小揺るぎもしない。その指はぎちぎちと胸の中にめり込んでいく。

「…………はっ」

　小さな気合の声は、骨が折れる音と肉が潰つぶれる音と重なった。飯田の手の中で太一朗の肋ろつ骨こつと胸肉が握り潰される。それと同時に、晃こうが〝鬼斬り〟を引いた。彼の〝鬼斬り〟が太一朗の黒い肉片をまとわりつかせている光景を、飯田は見る。半円型に抉えぐられた太一朗の胸の向こう側に。

　だが、晃の小さな体はすぐに飯田の視界から消えた。どうやら逃げたらしい。賢けん明めいな判断だと飯田は思う。自分が持っている最大の武器が通用しない以上、彼にできることなど何もないのだから。

　それに自分が知りたいことはもう確認した。晃がいなくなっても何の問題もない。殺そうと思えば、いつでも殺せる。

　問題は、この目の前にいる『人間の姿をした、人間外の生き物』だ。

　小さな音が、足元からしている。左の目線をそちらに向けると、太一朗の靴を突き破って数十本の〝根〟が出ていた。それらは土を求めてコンクリートの歩道に潜もぐり込んでいる。

　その光景を見ていた左目の眼球に、太一朗の人差し指と中指が伸びた。顔を動かすことでそれを避さけようとした飯田は、その指先から〝枝〟が急激なスピードで生はえているのを確認する。

　ざくり、と、ぶち、は、同時だったのだろうか。

　痛みを感じる暇はなかった。だが飯田の右目が現在認識しているのは、彼の眼球が〝枝〟の先に串くし刺ざしにされていること。自分の目玉を見て、飯田は何となく『うずらの卵』を連想する。そう考えると少し愉快だ。まだ笑える心の余裕はある。

（……だが、そろそろ潮しお時どきか）

〝枝〟から落ちた自分の左目を、太一朗の足から生えた〝根〟に弄もてあそばれているのを見ながら飯田は思う。やがて目玉は空気を抜かれたピンポン玉のようにしぼんでいき、小さくなって消えた。

　そして太一朗の潰つぶれた顔や、抉られた胸部の肉が再生していく。

　この再生が始まる前に潰して潰して潰しまくれば、この兇きよう人じんに勝てるかもしれないが、さすがに今は時間もないし場所も悪い。準備も足りない。

　飯田は、再生しつつある胸の辺りを横から殴る。狙ったのは心臓。太一朗はよろめきこそしなかったものの、心臓への衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん動きを止めた。その隙すきに、未だ左腕に突き刺さっている枝を右手で千切ると飯田は太一朗に背を向ける。そのまま後ろを振り返らずに走り出す。

　追ってくるかもしれないが、距離が離れてしまえば奴やつの〝正気〟が回復する。そうなったら逃げるのは簡単だ。

　長かったような戦いだったが、時間にすれば一分もかかっていない。その間、人間が通らなかったのは幸いだ。誰だれかの視線を感じたような気もするが、それは一時的なものでしかなかった。ただの喧けん嘩かと思ったのか、巻き込まれるのを恐れて逃げたのか。

（……血が出ない戦いというのは、便利かもしれん）

　左腕からも、丸ごとなくなってしまった眼球の痕あとからも、出血はない。返り血や自らの血で服が汚れないのは結構なことだ。あの場所に残った戦いの痕こん跡せきなど、穴の開いたコンクリートと破れたお互いの服の欠片かけらくらいだろうか。

　気配を消し、ある程度の距離を走り、〝童どう子じ斬ぎり〟の殺気が感じ取れなくなる所まで辿たどり付くと、飯いい田だはやっと足を止めた。

　疲労感や痛みなどはたいしたものではない。だが、あの兇きよう人じんの殺し方を考えると少し気が重くなる。再生する前に、肉も骨も奴やつの中に根を張っている〝童子斬り〟も叩たたき潰つぶす。結果を想像するのは簡単なのだが、その方法が難しい。自分の拳こぶしでやってもいいが、相手も木で偶ぐのように殴られてくれるわけではない。

（八や牧まきは、どうやって殺すつもりだ……？）

　ふと右手に違和感を覚えた。握っていた拳を解くと、そこには肉片がこびりついている。見慣れた人間の肉とは、かなり色が違った。基本は赤身なのだが、ところどころが黒い。そして、飯田の手の中で、まだもぞもぞと動いている。目の錯覚ではない。二つ三つの小さかった肉片は引き合うように動いていき、飯田の右目が見ている中で一つになった。

　これを放っておいたら、どうなるのだろうか。飯田は一いつ瞬しゆんそんな好奇心にかられたが、すぐに気を取り直してこの肉片の処分を考える。

　これがただの人間の肉ならすぐに喰くってしまうところだが、なにぶん〝童子斬り〟が入っている人間の肉だ。それにまだ動いている。腹の中にいれたら、生長して中から〝根〟が出てきそうだ。

　飯田はポケットの中に入っているライターを取り出した。煙草タバコを吸う趣味はないが、持っていると色々と便利だ。あの兇人相手にはもっと大きな火力が必要だろうが、これを燃やすくらいはできそうだ。

　掌てのひらに乗せたそれに火を近付ける。最初、その肉塊は火から身を守るように縮ちぢまったが、飯田が火を無理やり押し付けるとすぐに燃え始めた。ちりちりと、ゆっくりと黒い灰に変わっていく。

　飯田の鼻をついたのは、肉が燃える臭においではなく木が燃える臭いだった。




「生きててよかったわね」

　テーブルを挟んだ向こう側にいる同志の顔は、無表情だった。上うえ村むら鈴すず香かが表情を変えて笑ったり怒ったりしたのを見た覚えがない晃こうだが、彼女が怒りを伴なった不機嫌状態にあることは何となくわかる。

「はい」

　おとなしく返事をしておく。このぶんでは、この喫茶店の代金も自分持ちにさせられてしまいそうだ。財布の中身を確認するためポケットを探ろうとした矢先、数分前に運ばれていながら手付かずだったトマトジュースに鈴すず香かの長い指が伸びた。

「お金は私がもつわ」

「ありがとうございます」

　クロスブリードという寄せ集めの組織において、晃を始めとする〝キマイラ〟たちがもっとも金銭に困っていた。アヤカシである鈴香とその仲間たちは人間社会に紛れ込んで仕事をしている。人間であり自らが富ふ豪ごうでもある千せん堂どう昭あき子こは言うまでもない。社会適応能力をもたない晃たちには、金を合法的に獲かく得とくする手段がないのだ。

　クロスブリードのスポンサーでもある千堂が〝キマイラ〟たちに金を提供してくれるが、それは決して『余裕ある生活』ができるものではない。何とかやりくりしているが、晃が個人的に使える金などわずかしかない。

　もっとも、夏に奈良と京都に行った時に千堂がくれた旅費のお釣りを貰もらったので、いつもに比べれば晃の財布の中身はあたたかい。千堂は〝キマイラ〟たちに渡す金銭は徹底的に切り詰めるが、晃個人に対しては比較的財布の紐ひもがゆるかった。

『あなたのお仲間たちはお金の大事さがわかっていないけど、あなたはそれなりにわかっているようだから。余ったらあなたの好きに使いなさい』

　奈良行きのために費用の捻ねん出しゆつを千堂に頼んだ時、彼女はそう言って晃に皺しわ一つない一万円札を三十枚くれた。晃が手にした金額では、最高額だ。新幹線ものぞみに乗りたかったのを我慢し、夜は野宿をし、食費は──少し多めに遣ってしまったが、それでも最終的には結構な額が晃の手元に残ることになった。

（あれは嬉うれしかったな）

「あれに関わるのをやめる決心はついた？」

　トマトジュースを一口飲んだ鈴香の声に、晃は金銭事情のことを考えるのをやめた。

「……できればもう少し様子見を」

　鈴香の言う〝あれ〟とは、もちろん彼が先ほどまで追っていた〝童どう子じ斬ぎり〟だ。結局逃げてしまったが。安全なところまで逃げた、と思ったら鈴香に背後から声をかけられたので、眉み間けんの皺が一いつ瞬しゆん延びるほど驚おどろいてしまった。そんな彼を無表情に見下ろしてから、鈴香は近くにあったこの喫茶店に晃を誘った。あまり繁はん盛じようしていないようで、店内に客は晃と鈴香の二人しかいない。

「あなたたちの戦いは見ていたけど」

「……見てたんですか？」

　意地が悪い、とは思わなかったが、あまりいい気分はしない。

「ええ、遠くから。あの状況なら、あれが私に気が付く可能性は低かったから」

「なぜ、そう言い切れるんです？」

〝童どう子じ斬ぎり〟。アヤカシを殺すためだけに存在するもの。近くにアヤカシがいれば、持っている人間の意思に関係なく動き出す。

「気が付かなかった？」

「……何に、です？」

　飲み干してしまったアイスコーヒーの氷をストローの先で突付きながら先を促したが、鈴すず香かが「お代わりは？」と聞いた。

「……お願いします」

　飲める時に飲んでおこう、などと思ったわけではないが、ついそう答えてしまう。意外と喉のどが渇いているらしい。

　二杯目のアイスコーヒーが来るまで、鈴香の話は再開されなかった。その間、鈴香はトマトジュースを飲もうとせず、ただ見ていた。晃の傍らに置いてある袋に入った〝鬼おに斬ぎり〟を。

「これが、どうかしましたか？」

「それで、あの人間を刺したでしょう？」

「……ええ、抜けなくなりましたが」

　あの時、飯いい田だが太た一いち朗ろうの肉を抉えぐってくれなかったら、晃こうの力では決して抜けなかっただろう。その点では、彼に感かん謝しやしなければならない。だが、なぜ飯田が自分を助けるような真似まねをしたのか、晃には理解できない。逃げた時にも何も言われなかったし、自分はよほど馬ば鹿かにされているのだろうか。

「……抜いた時に、あの人間の肉が少し先に付いていたでしょう？　あの肉がどこに行ったかあなたは知っているの？」

　そういえば、抜いた時確かに黒々としたあまり肉らしくない肉が、〝鬼斬り〟の先端に付着していた。そのまま逃げ出し、ある程度まで走ったところで袋に収めようとしたら、肉の付いている痕こん跡せきは残っていなかった。走っている途中で落ちたのだろう。そう考えていた晃だったが、違うのだろうか。

「あなたの持っているそれも、あの人間が持っているあれも、元は同じ物。同じ物同士がぶつかれば、弱い方が強い方に吸収される。海に真水を一滴落としても、海は何も変わらないのと同じ。空うつろ木ぎにもっとも近く、そして多くの養分を吸って生長した〝童子斬り〟。あなたのは枝分かれを繰くり返した上に、たいした養分も与えていない。それで立ち向かっても、〝童子斬り〟に吞のまれるだけよ」

「それを、鈴香さんは知っていたんですか？」

「知っていたら、先に言うわ。これはあなたたちの戦いを見てわかったこと」

　一人しかいない店員がアイスコーヒーをテーブルの上に置いたので、二人の話は一時中断された。ミルクとガムシロップを落とし、ストローでよくかき回すと、晃こうは今度はゆっくりと飲み始めた。

　そこで先ほどの肉の行方に思い至り、ストローから口を離す。

「もしかして、あの肉は……」

「あなたの〝鬼おに斬ぎり〟に吸収されたのよ。あの人間の肉体が〝童どう子じ斬ぎり〟そのものと言っていいかもしれないわね」

　今まで愛用していた〝鬼斬り〟が、何か別の物体のように感じてしまう。あの〝童子斬り〟が憑ひよう依いしている人間の〝肉〟。これがアヤカシの血を吸うことは知っていたが、肉まで喰くうのかと思うと、空恐ろしい。

（……今さら、何を考えているんだろう）

「それともう一つ」

　まだ何かあるのだろうか。

「〝童子斬り〟があの人間の意識を奪って動き出す条件が何となくわかったわ」

「アヤカシが近付くこと、じゃないんですか？」

「そうだけど、気配と距離の問題よ。あなたは今日、二百メートルほどの距離をとって尾行してたわよね。その時、あの人間は一応自分の意思で動いていた」

「ええ」

「そして飯いい田だとあなたが話していた時、その距離は直線にして四百メートルは離れていたわ。でもあの人間は、〝童子斬り〟に意識を奪われてあなたたちを殺そうとした。どうしてだと思う？」

　前者と後者の状況の明確な違い。それはもちろん飯田の存在だ。

「……僕ぼくがアヤカシとして半端者だから、〝童子斬り〟に知覚されずにすんだ、と？」

「少し違うわ。相あい川かわ虎とら司じとあなたを比べたら、〝童子斬り〟はあなたを選んで追ってきたじゃない」

　確かにそうだ、と思ってから晃は少し眉み間けんの皺しわを深めた。

「……その時から見てたんですか？」

「いけない？」

「……いえ」

　それでも少し不満そうな声をあげてしまう自分が、晃は嫌だった。

「あなたと相川との違いは何？　アヤカシとキマイラという違いは、考えなくていいわ」

　彼と自分の違い。何だろう。相川が人間と一緒に歩いていたとか、怪け我がをしていたとか。他には何があったか。

「決定的な違いがあるじゃない。あなたは〝童どう子じ斬ぎり〟に対して敵対心を持っていたけど、相あい川かわの方は〝童子斬り〟の存在すら知らずにのんきに歩いていた。それが大きな違いよ」

「……こちらの意識の持ちようで、あの人間の中にある〝童子斬り〟が動き出すか否か、優先される標的が決まる、ということですか？」

〝童子斬り〟が自分と飯いい田だの前に現われた時のことを思い出す。晃こうの方が若干距離的に近かったはずなのに、〝童子斬り〟が先に襲いかかったのは飯田だった。そして飯田が発していた殺気の方が、自分よりは強かったはずだ。

「そういうことになるわね。裏を返せば、殺意も殺気も消すことができればアヤカシでもかなりの距離まで接近できるわ。……それでもアヤカシである限りは、〝童子斬り〟は覚かく醒せいしてしまうけど。それとある程度顔見知りのアヤカシである場合、少しはあの人間、〝童子斬り〟を抑えていられるみたい」

「そうですか……」

　もし山やま崎ざき太た一いち朗ろうの背後に忍び寄ることができたら、自分は彼を殺すことができるのだろうか。その自分の考えを、すぐに晃は否定した。自分も一応アヤカシの範はん疇ちゆうに含まれる生き物だし、それに殺せる手段がない。

　あの飯田が最初に放った右拳こぶし。あれは全力ではなかったと思うが、手を抜かれたものでもない。少なくとも、晃はあれを食らって立っていられる自信はなかった。飯田の拳を二発受けて、胸の肉を抉えぐり取られて、それでも平然と活動し再生を始める。

「……鈴すず香かさんは、あれを殺せる方法がわかりますか？」

「そんなことが私に思い付くくらいなら、とっくの昔に誰だれかがやってるわよ。……一応、火は有効な攻こう撃げき手段だけど、致命傷にはならないでしょうね。……だから、あれのことは放っておくのが一番いいのよ。特高がどうにかするでしょうけど、向こうにもかなりの被害が出るでしょうし。……もうネジが死んでいるんだから」

「そう、ですね」

　あの鵺ぬえが死んだ。一度は自分が殺そうとしたネジだが、彼女が死んだことを考えると少しだけ晃は悲しい。不思議なものだ。

　もしあの時飯田が〝童子斬り〟に殺されていたら、やはり自分は悲しいのだろうか。

「でもやはり、僕ぼくは」

「力を欲しがるのはいいことではないわ。それも、自分の身を滅ぼすことがわかりきっているものに手を出すなんて、人間のやることよ」

「……じゃ、僕があれを欲しがっているのは、僕の中にある人間の部分がさせているのかもしれませんね」

「珍しいわね、あなたがそんな後ろ向きなことを言うなんて」

　トマトジュースをやっと半分ほど飲んだ鈴香が、意外そうな顔をしている。

「……そうですね」

　人間。

「あ」

　晃こうが眉み間けんだけではなく額ひたいにまで皺しわを作るほど、表情を大きく変えた。

「その若さでこれ以上皺増やしてどうするの」

「ああ、そうですね……。鈴すず香かさん、僕ぼくは思ったんですけど、人間なら〝童どう子じ斬ぎり〟を殺せるんじゃないでしょうか？」

　額の皺を直しながら、晃は第参世代の鬼おに斬ぎりと対たい峙じした時のことを思い返す。あれは晃の肉を完全には貫通できなかった。それは自分が〝半端な人間〟だからだ。純粋な人間相手なら、〝童子斬り〟もその攻こう撃げき性を発現できないのではないだろうか。

　あれは、アヤカシを殺すためだけのもの。人間を殺すためのものではないのだから。

「……人間、ね。確かに〝童子斬り〟は人間は殺さないわ。攻撃もしない。普通の人間なら、〝童子斬り〟が憑ひよう依いしている人間を傷付けることはできるでしょう」

「なら」

「でも、あの再生能力は健在よ。ただの人間が、再生するより早く〝童子斬り〟を殺せると思う？　重火器を持ち出したところで確実じゃないわ。……だいたい、どうやって〝童子斬り〟を殺してくれる人間と武器を調達するつもりなの。人間はその辺りのを捕まえて脅してやらせることもできるかもしれないけど、武器は？　その辺にある刃物じゃ二、三回刺しただけで刃こぼれするわよ。……千せん堂どうが用意してくれると思う？」

「……してくれないでしょうね」

　千堂なら、きっとこう言うだろう。

『……お金は出してあげてもいいけど、調達方法は自分たちで考えてね』

「鈴香さん、ロケットランチャーとかってどこで売ってるんでしょうね……」

「知らないわよ、そんなの。その辺に落ちてる物じゃないし。自衛隊の基地とか米軍の基地とかにはあるんじゃない？　盗みにでも行く？　私は協力しないけど」

「……そんなことしませんよ」

　二杯目のアイスコーヒーも飲み終わってしまった晃は、底に残っている氷を口に含んで嚙かみ砕いた。




　まただ。また、意識が飛んだ。気が付けば、また自分が歩いた覚えのない場所に移動している。だが、今度は今までとは少し違っていた。

　服に、ところどころ穴が空いている。胸の辺りがかなり大きい。とりあえず脇わきを締しめて隠しておくことにする。右腕には〝枝〟が出た痕あとらしい穴が、そして靴にもそれらしき穴がいくつも空いている。

（……俺おれは、アヤカシと戦ったのか……？）

　太た一いち朗ろうは、見知らぬその道の上で呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。まだ自分は自分の考えを持って、ここに立っている。ということは、まだ殺していないのだろう。まだ。

　それも時間の問題。

（……あきらめてたまるか……）

　弱気になりそうな自分を、無理やりに奮ふるい立たせる。このままでは負けてしまう。自分の中にいる、得体のしれない〝鬼おに斬ぎりり〟とやらに。

　そして死んでしまう。

　負けるのも、死ぬのも、忘れるのも、嫌だ。

（あ……時間、何時だ？）

　唐突に、自分の仕事を思い出した。……不思議なものだ。日常のことを思い出すと、安心する。まだ自分が生きていて、ちゃんと自分の意思があることを思い知る。

　時計を確認した。彼の勤務先は江こう東とう区。ここがどこだかわからないが、場所を確認して最寄りの駅に行くのは結構時間がかかるだろう。とりあえず、今日はここまでにしておこう。

（……自分が、狂いそうになるのがわかってるのに、仕事には行くんだな……）

　少し笑ってしまう。だが、誰だれかに会って適当でもいいから会話がしたい。まだ自分が自分であるという証拠を、自分ではなく他人から欲しい。

　この妙な力のことを、誰かに話してしまえたら、少しは楽になるかもしれない。だが、誰が信じてくれるだろうか。

（……そうだ、隊長なら……）

　入院中だが、話くらいは聞いてくれるだろう。頭がおかしくなったと思われるかもしれないが、それでもよかった。

　誰かに話す。そう考えただけで、少し気分が晴れた。

「俺は、まだ俺の意志で生きてるぞ……！」

　声に出して呟つぶやくと、太一朗は自分の意思で歩き出した。




　適当に散歩を切り上げてから安あん藤どうをその自宅まで送った。この時の安藤の表情は、相あい川かわ虎とら司じには非常に理解しにくいものだった。

「人間の表情って難しいもんだなあ」

　松まつ葉ば杖づえを使って器用に歩きながら、そんな独り言を虎司は言う。笑うとか泣くとかそういうのはわかりやすいが、何やら色々な感情が入り交じった顔をする。そういうのはまだまだ虎司にはわからない。わからなくともかまわないが。

　そんなことより、いつ足が繫つながるのかの方が問題だ。繫がっている感触はあるのだが、杖がないとまだ立てない。この歩き方もだいぶ慣れたが、いい加減自分の足で歩いたり走ったりしたいものだ。

（思い出すと、何か痛ぇ感じがするな……）

　人間は怖い生き物だ。弱いけど強い生き物だ。だから信用するな。近付くな。あれらは喰くうために、俺おれたちの楽しみのためだけに存在する生き物だ。

　かつて八や牧まきが、虎とら司じにそう言ったことがある。聞いた時は、全然信じていなかったが、今は前半部分だけは納得できる。

（人間って、怖いし弱いし強いもんだなあ……）

　かと言って、近付かないというのもつまらない。あんなに面白いのに。

　それに、人間は美味おいしくないと思う。一度喰えば充分だ。

（……そりゃ、俺だって安あん藤どうの脚とか腕見て美味うまそうだな、とか思うし。喰ってみてどんな味だか確かめてえなあって思うこともあるけど。あん時と違って、意外と美味いかもしんないし。でも喰ったら、きっと安藤死んじまうだろうなあ……。腕や脚で死んじまうんだから、内臓喰ったら絶対死ぬだろうしなあ……。レバーってどこだっけか……肝臓だったっけ……腎じん臓とか腸とかのことじゃないよな。まあ指一本喰わしてくれたら味わかっけど、『よお、安藤。指一本くれねえ？』とか言ったら怒るだろうしなあ……。いや、指だけじゃわかんねえから、手丸ごとくらいは欲しいよな。あ、そしたら普ふ段だんの生活って奴やつが困るし。俺おれの胃の中に入っちまったら、もう繫つながることもできねえしな）

　人間は、一度喰えば充分だと思っていた。……思っていたはずなのに、どうも最近は『どんな味か喰ってみたい』と感じることが多くなる。それも、安藤を見た時にはたいていそう思う。このままでは、死にそうなほど空腹の時には喰ってしまうかもしれない。

（いけねえ、いけねえ。うっかり喰っちまったら、安藤死んじまうじゃねえか。喰う時は、ちゃんと喰うと思って喰わねえと……って、どっちにしろ喰ったら死んじまうだろうが）

　安藤にとっては非常に物ぶつ騒そうなことを考えながら、虎司は腕の力で歩いた。ふと生き物の気配を感じて塀へいの上を見ると、一匹の猫ねこが歩いている。

（……ああ、最近生きたままの肉を喰ってねえから、色々考えちまうのかなあ……。足が繫がったら、そこら辺にいる犬や猫でもとっ捕まえて喰ってみるかな……）

「ん……」

　猫や人間とは違う、何か妙な臭においがした。アヤカシと人間が混じったような臭い。だがそれだけではない。知っているような知らないような。木のような肉のような。よくわからないおかしな臭いだ。

（……まあ、いいや）

　そのまま通り過ぎることにする。足をとっとと繫げるためにも、肉をたくさん食って養分にしなければならない。

「焼き肉食い放題でも行ってみっかな！」

　勢いをつけて叫ぶと、虎とら司じは杖つえを動かすスピードを速めた。

　この時は、虎司はまだ〝童どう子じ斬ぎり〟の恐怖と、山やま崎ざき太た一いち朗ろうの狂気の過程を知ることはできなかった。それは彼にとって幸いなことだったが、その幸いを片かた倉くら晃こうという少年が作ってくれたことも、彼は知ることができなかった。




　喫煙所でいつものように煙草タバコを吸っている木き島じまを見た時、太一朗は思わず駆け寄って抱きつきたいほどの衝しよう動げきに駆られてしまった。もし彼が煙草の臭においと煙を漂わせていなかったら、本当にそうしていたかもしれない。

「先せん輩ぱい……」

　そう呼んだ自分の声が、震ふるえてしまった。木島が読んでいた新聞から目を離し、太一朗の方を見る。

「何だ、山崎か。……どうした、お前。疲れたような顔してるな。寝てないのか？　飯食ってないのか？　それともまさかとは思うが、悩みでもあるのか？　がさつが服着て歩いてるようなお前にも」

　いつもと同じだ。少し口が悪くて、面倒見のいい木島だ。そして木島は、ちゃんと自分のことを知っている。

　そんな当たり前のことさえ、今の太一朗には嬉うれしいことこの上ない。

「……自分にも悩みくらいありますよ」

　今抱えている悩みが解決されない限り、自分は狂うか死ぬか、どちらかしかない。それでも、木島に対する太一朗の口調は、少し弾んでいた。この当然のことが、ひどく心地良い。

「そりゃびっくりだ。水虫とか、人相悪いとか、頰ほおの傷でやくざに間違えられたとか、そんなもんか？」

　木島が煙草を灰皿に置く。何となくその灰皿を太一朗も見た。ずいぶん吸い殻がらが少ない。

「先せん輩ぱい、ここに来たばっかりなんですか？」

「いや、結構前からいるけどな……ああ、吸い殻が少ないか？」

　太一朗の視線に気が付いて、少し木島は寂しそうに笑った。

「なんか、怒る人がいないとつまらなくてな。いつもなら足音が近付いただけでびくびくしてたもんだけど、今はなあ……あの髯ひげ面づらのでかい人がいないと、どうも張りがないよな」

「それはそうですけど……怒る人がいないと、安心して吸えるんじゃないんですか？」

「お前、学校のトイレとかで隠れて煙草吸ったり、修学旅行で酒飲んだりしなかったタイプだな」

「しませんよ。先輩はしたんですか？」

「普通するだろ！　お前、そういうところで真ま面じ目めっていうか、固いっていうか……あんまり面白くなさそうな人生じゃないか」

　人生。木き島じまが軽く言ったつもりであろうその言葉が、ひどく太た一いち朗ろうの心を揺らした。もうまともに生きることはできないかもしれない。なら、やれることを今のうちにやっておいた方がいい。

　いっそ遺書でも、書いてしまおうか。

「……どうした、山やま崎ざき。顔が暗いぞ？」

　急に黙だまり込んだ太一朗の顔を、木島が下から覗のぞき込む。

「ちょっと考え事をしてました」

「お前、最近考え事多いぞ？　下手へたな考え休むに似たりとか言うだろうが。動け動け、お前は。動いてるうちに何とかなるだろ」

「動いてるんですけどね……」

　本当に、先の見えない話だ。その先のない話に自分の生死がかかっている。

「……あの、先輩。煙草タバコ一本ください」

「何だよ、いきなり……学生の時にやらなかったから、今さらやるのか？」

　深い意味などない。ただ味を確かめてみたくなっただけだ。たぶん。太一朗自身にも、よくわからない。

「ほら」

「ありがとうございます」

　木島が差し出した煙草を一本取る。とりあえず臭においを嗅かいでみた。思ったより嫌な臭いではない。

「煙たくないですね」

「火が点ついてないのに煙たかったらおかしいだろうが。火点けてやるから出せよ」

「まだいいです」

　そのまま煙草を口に咥くわえる。舌の先が少しフィルターに触れてしまったが、味は感じなかった。その状態で、鼻で呼吸してみる。

「お前、そんなことやって楽しいか？」

「楽しい、というよりは不思議な気分です……もう煙草を吸った気分になったから、お返しします」

「……お前が咥えた煙草を、俺おれにどうしろってんだよ。吸わないんなら、捨てちまえ」

　捨ててしまえ、と言われても、何となくもったいない気がしてしまう。とりあえず、ポケットに入れておくことにした。

「咥えた煙草、しまうなよ。………何か一本損した気分だな」

「一本分の金払いましょうか」

「いらねえよ。……ほんと、今日のお前変だな」

「ちょっと悩みがあるんで、ナイーブになってるんですよ」

　大きく眉まゆをしかめてから、木き島じまは新しい煙草タバコを取り出した。

「……ま、何でもないって言われるよりはましだけどな。とっとと元気になれよ？」

「心配かけてすいません。もうちょっとしたら解決しますよ」

　だといいのだが。太た一いち朗ろうは、木島に軽く会釈をすると、喫煙所を離れた。

　今、自分はちゃんと自分の意思で廊下を歩いている。ここにアヤカシはいない。だからアヤカシを殺すために〝鬼おに斬ぎり〟に動かされることもない。

　もう、だいぶ知人のアヤカシたちに関する記憶が薄れてしまっていた。手帳にでも書いておけばよかったかもしれない。だが、それでは意味がない。自分の頭で覚えていられないのでは、意味がないのだ。誰だれかに名前を聞いたら、それを引き金にして思い出せるのだろうか。

　……急に電話がかけたくなった。確か喫煙所の近くに公衆電話が設置されていたはずだ。急いで戻ると、煙草を吸い終えた木島が立ち上がるところだった。

「どうした、また煙草貰もらいに来たのか？」

「ちょっと電話したくなって」

　不思議そうな顔をして木島が去って行くのを見てから受話器を取り、財布の中に残っていたテレホンカードを入れる。かけるのは、神奈川の実家だ。

　呼び出し音が十五回近く鳴ってから、やっと向こうが出た。不機嫌そうな妹の声が。

『山やま崎ざきです』

「お前、二階にいたのかもしれないけど、もっと早く取れよ」

『何、兄ちゃん？　いきなりそういう挨あい拶さつがあっていいと思ってんの？　たまには、もしもし　山崎太た一いち朗ろうですが、一かず実みさんはいらっしゃいませんか、くらい言ってみなさいよ』

　不機嫌そうだが、威勢のいい一実の声。七月に会ってからまだ二か月しか経たっていないのに、とても懐なつかしかった。

「自分の家にかけるのに、そんなこと言ってられるか」

『まーね、で、何の用？　また戻ってくるの？　だったらもっと気の利きいたお土産みやげ買ってきなさいよ。現金でもいいけど』

「違う。しばらく戻れない」

　戻らない、のではなく、戻れない。そう言ってしまう自分が悲しかった。

『人間外』になってしまった自分。見てくれだけはまだ人間だが、もう自分がどんな生き物なのかわからない。

　こんな自分を、家族に見せたくなかった。

『何よ、つまんない。で、どういう用なのよ？　まさか可愛かわいい妹の声でも聞きたくなったとか？』

「そうだ」

　自分でも驚おどろくほど素直な言葉が出た。

『うわ、兄ちゃんにしては上出来な冗談だわ！　きっと明日はいきなり台風が発生して、うちを直ちよく撃げきするのね』

　一かず実みの笑い声が、耳に響ひびく。昔はうるさいと思った声だ。

「皆は元気か？」

『もちろん。珍しくさぶも元気よ。父さんと母さんはまだ帰ってないけど、さぶはいるから。さぶー、兄ちゃんから電話よ！』

「おまえ、受話器くらい塞ふさげよ。筒抜けだぞ」

『ちゃんと塞いだわよ。この電話がいけないの。あ、受話器汚れてる。掃除しよ』

　太た一いち朗ろうの耳に、何かを擦こすっているような音が聞こえた。どうやら向こうで送話器を拭ふいているらしい。

「いきなり綺き麗れい好きになるなお前は」

『あたしはブラシに挟まった髪の毛とか、サッシの汚れとか、シンクの汚れとか、そういうのが気になる性質なの』

「部屋は散らかってるくせに。細かい汚れは気になって、大きな汚れは放っておくのか？」

『うっさい兄ちゃんね……あ、はい、さぶ』

『兄さん、三さぶ朗ろう次じだよ』

　妹とはうってかわって、静かな弟の声だ。

「元気そうだな、病気になってないか」

『うん、珍しく健康。兄さんの方は変わりない？』

「ああ、変わりない」

　狂って死にそうだ。そんなことは絶対に言えないし、言う気もないが。

『今度はいつ帰ってくるの？』

「年が明けたらな……そういえば、お前たちにお年玉やったことなかったな。今年……じゃなくて来年はやろう」

『ほんと!?　兄ちゃんに二言はないわね!?　さぶ、今の言葉はあんたもしっかり聞いたわね、覚えとくのよ、忘れちゃ駄目よ！　兄ちゃんも忘れないでね、約束よ！　しっかり帰ってくるのよ！』

　受話器を持っていない一実の声まで聞こえてくる。元気があっていいことだ。

「いきなり帰れなくなることだってあるんだから、そう期待するな」

　自分が年を越せるか、いや来月まで生きているかも自信がないのだから。

　それでも、そんな約束をしてしまったのはなぜだろう。

　これが最後かもしれないから。

　これを最後にしないために。




　それから、二人と適当な話をした。どうでもいいことばかり。テレビは何見てる、今年のプロ野球はどこが優勝しそうだ、学校で喧けん嘩かした、今日の朝飯はなんだった。

　でも、なぜだろう。

　受話器を置いた時、涙が出た。

　泣きたくなんかない。

　泣きたくなんか、ないのに。




　怖かったのかもしれない。

　これが自分で泣ける最後の機会かもしれないと。

　もう、何があっても泣くことができそうになかったから。

　これ以上、悲しいことがあったら。




　あって、たまるか。




　俺おれは、狂いたくも死にたくもないんだ！

　そして。




　殺したくもない！







[image: 第四章 共に夕餉を囲む場所]






















　毛むくじゃらのくまさん。大きな大きなぬいぐるみ。

　白い人。優しい人。……同じ人。

　煙。煙草タバコ。火。怖い人。




　雨が降っていた。

　その雨の音が、やけに耳の奥で響ひびいている。頭が痛い。顔に残っている傷がずきずきと熱を持って疼うずく。血が通っていないほど冷たい、未いまだに砕けている左手が痒かゆい。

　ソファーで横になっていた優ゆう樹きは、目を閉じたまま右手で左手の包帯を解いた。腹の上に置かれた左手は、包帯の拘束がなければまるで手の形を成さない。関節が増えているように見える指、手筋が至るところで途切れている掌てのひら、自分の意思ではまったく動かない手首。

　左手の甲から手首にかけて、爪つめで引ひっ搔かいた傷きず痕あとがあった。黄色いかさぶたが出来ている箇所もあるが、ほとんどの傷は治りかけていた。

　その手の甲に、優樹は自分の指を乗せて爪を立てる。

　少し力を込めて引いた。爪の間に取れたかさぶたと膿うみが入り、元通りになろうとしていた皮ひ膚ふに新たな傷を作って血をじわりと滲にじみ出させる。

　それを十回、繰くり返した。あと少し放っておけば治っていたはずのその引っ搔き傷は、本人の指によって再び刻まれる。血の出ている傷口の上に、さらに爪を立てる。

　痛い。痛いが、痒くはなくなった。

　自分で開いた傷口を、暗くら闇やみの中で顔の上に翳かざす。錆さびた鉄の臭においがする。うっすらと左目を開けると、出血が止まって傷周りの血が凝ぎよう固こを開始していた。

　左手の痛みで痒みがなくなった、と思ったら、今度は右目の奥が痒くなった。包帯の上から、瞼まぶたも眼球もない、かつて右目のあった場所を搔く。だがその程度では痒みは消えない。包帯を引き千切るように右手でほどくと、優樹は人差し指を窪んだ眼がん窩かの中に突っ込んだ。柔らかい自らの肉を爪で引っ搔くと、温かい血が指に触れる。目は耳に近いせいか、自分が肉を搔いている音が脳内に響いた。

　痛い。痛いが、痒くはなくなった。

　感覚を遮断できない以上、痛みも痒みも優樹は止めることができない。痒い傷口を搔けば、傷は広がり痛みが生まれる。痒い傷口を放っておけば、ただひたすらに痒いだけ。搔かなければいい。それはわかっていた。

　わかっているのに、優ゆう樹きの指は動いて傷口を搔かき毟むしる。だからいつまで経たっても治らない。悪循環だ。

（また包帯巻いてもらう時に怒られるんだろうな……）

　ゆっくりと体を起こし、かけてある毛布をソファーの背にかける。テーブルの上に置いてあるデジタル時計の夜光塗料が光っていた。午前一時になろうとしているところだ。優樹は立ち上がると、床に散乱しているガーゼや包帯をまとめて拾い上げ、ごみ箱の中に入れた。カーテンが閉められ明かりもろくに入ってこない室内でも、優樹にはどこに何があるかわかっている。その暗い室内を危うげなく歩いて洗面所まで辿たどり着いた。

　爪つめの中に入ってしまった血や皮、膿うみなどを洗い流し、左手にも水を容赦なくかける。傷口の中に水が入り込んで染みた。顔も乱暴に洗って血を落とした。洗っている間に皮が少し剝むけたような気がしたが、気にしない。かけてあったタオルで顔と左手を拭ふくと、白かったタオルが赤く染まる。

　全すべて終えると、優樹はまたソファーのある場所へと戻った。枕まくら代わりのクッションの位置を調節して、再び横になる。

（煙草タバコ臭い……）

　夏か純すみが普ふ段だん寝台代わりに使っているソファーはテーブルを挟んだ向こうの物なのだが、最近はいつも夏純がこの付近で煙草を吸っているため、かなり臭においが染み付いていた。煙草の臭いが気になって眠れないわけではないが、少し気になる。

　その煙草の臭いを染み付かせた張本人である夏純は、今はここにはいない。国こく分ぶん寺じのアパートに荷物を取りに戻っている。雨が降っている限り、この渋しぶ谷やまでは帰ってこれない。

　夏純は優樹が怪け我がをして以来少しずつ自分の持ち物をこちらに持ち込んでいた。全部運び終わったら、借りているアパートを引き払うつもりだという。

『その傷、しばらく治りそうにないし、ここに住めば、家賃とか電気代とか払わずにすむもの』

　夏純は夏純なりに、優樹の心配をしている。それはありがたいことであり、優樹は細かい雑用から解放された。そのぶん、夏純が持ち込む問題もあったがあまり気にならなかった。しかし今回八や牧まきが持ち込んだのは、頭を抱えたくなる問題であった。

　夏純がいなければ、この建物の中には優樹以外いないはずなのだが、今は違う。屋上では八牧が、そして優樹がいつも使っている布団の中では、〝未み知ち〟と名付けられた彼の〝非常食〟が寝ている。

（……ほんと、どうしよう……）




「どうするんですか、あの子」

　夏純が自宅に戻り、未知を寝かしつけた後、優樹は台所で洗い物をしている八牧を手伝いながら聞いた。優ゆう樹きは片手しか使えない、八や牧まきは体が大きすぎて小回りがきかない。短所を補いながら、片付けは進む。

　今、鍋なべをたわしで洗っている八牧は、優樹の問いかけに返事をしない。

「八牧さん」

「喰くう」

　短い言葉。また二人の間に沈ちん黙もくが流れた。

「なら、どうして私のところに連れてきたんですか」

　八牧は人を喰うが、優樹の前で人喰いをしたことはない。外見はかなり大おお雑ざつ把ぱな八牧だが、その内面は意外と細やかにできている。友人にはそれなりに気を遣い、とくに若いアヤカシには優しい一面もある。

　だから八牧は、優樹の前で人喰い関係の話題を出したことがなかった。優樹に、人の血が半分入っているから。それなのに、いきなり小さな子供を連れてきて『傷いたんでいる非常食』といい、優樹に『見ろ』と言う。

　八牧は、そんなアヤカシではない。優樹に、これから喰う人間を見せびらかすようなアヤカシでは決してない。

　優樹は信じていたし、今、現実にこういう状況になっても八牧のことを信じている。

（八牧さんは、そんなことをするアヤカシじゃない……）

　何か、事情があるはずだ。『喰う』以外の理由が、何か。もしかしたら、八牧が気まぐれに『小動物を可愛かわいがってみよう』と思ったのかもしれない。その拾った小動物が人間の小さな女の子であることに問題があるが。一歩間違えば、いや間違わなくとも犯罪だ。

「優樹」

　綺き麗れいになった鍋なべの水を切り、布ふ巾きんで拭ふきながら八牧が優樹の名を呼ぶ。

「気にするな」

「……そう、ですか」

　八牧が無口であることはわかっている。必要なことも言ってくれないことが多い。だから、優樹は決心した。八牧が『気にするな』と言う以上は、本当に気にしてもしかたがないのだ。彼が優樹を悩ませるためにこんなことをするわけがない。何か理由があるはずだ。その理由を言わないのは、きっと言えない理由があるからだろう。単に言うのが面倒くさいだけなのかもしれない。

「……でも、できれば、食べないでほしいんですけど」

　また八牧が黙だまったので、無視されたのかと思ったが違った。

「考えておく」

　鍋を棚にしまうと、八牧は苦労しながら扉を抜けた。優樹がその後に続いた時には、もう八牧は座ってサンダルを履はいていた。

「屋上借りるぞ」

　と言い出した直後、窓に水滴がぽつりと当たった。八や牧まきが立ち上がって扉を開けた頃ころには、目に見える雨が降り出していた。

「雨、降ってますよ」

　その優ゆう樹きの言葉に、八牧は返事をしなかった。




　気にするな、と八牧は言った。だから、優樹は八牧が『未み知ちをここに連れてきたこと』に関しては気にしないことにした。だが、彼女の今後については気にする。由々しき問題だ。あんな小さな子供が親元を離れるのは、好ましいことではない。だが、その親に虐待を加えられているとしたら。

　まずは警けい察さつにでも連れていくのが筋なのだろう。だが、何と説明すればいいのか。『道で拾った』『歩いていたら懐なつかれたので、家に連れて帰った』理由としてはこんなものか。怪しまれることは間違いないが、『怪しまれるのが嫌だ』などというつまらない理由で一人の幼女の運命を左右してはいけない。

　考え事が多くて眠れないが、どうせ右目の奥や左手が痛くて眠れないのだからちょうどいい。毛布を肩の上まで引き寄せると、優樹は天井の染みを見上げた。どこか人の顔のように見える染みを発見する。

（……夏か純すみちゃんのせいで、天井が黄色くなったような気がする……）

　かた、と小さな音がした。それは優樹が寝室に使っている捜査六課の宿直室の扉が開く音だ。未知が起きてきたのだろう。トイレだろうか。場所は教えたが、一人で行けるだろうか。

　起き上がって案内してやろうかと思ったが、やめておく。今、優樹は左手だけではなく顔の包帯も外している。しかも搔かき毟むしったために生々しい傷がまた新たにできている。こんな暗い室内では顔もよく見えないだろうが、薄うっすらとでも見えてしまったら大変だ。かなり衝しよう撃げきを受けてしまうことだろう。

　雨の音に混じって、何かに躓つまずいたり、何かを倒したり、何かにぶつかって「う」と小さく唸うなる未知の声が聞こえても、優樹は目を閉じて動かなかった。右手で顔を隠すようにして寝たふりを続ける。

（……早く戻ってくれないかな……）

　だがそんな優樹の思いを無視して、未知は優樹が寝ているソファーに近付いてきた。それでもしばらく放っておくと、着ている半はん纏てんの袖そでを弱々しく引っ張られる。どうやら自分に用があるらしい。観念した優樹は、あくびを一つ交えながら『今目を覚ました』風を装って起き上がった。右手で傷の深い部分を隠すことも忘れない。

「……何ですか、みっちゃん」

　仮名の正式名称は〝未知〟だが、優樹は〝みっちゃん〟と呼ぶことにした。幼女はその名前をとりあえず受け入れたようで、目に見えた反発は見せていない。

「あー……」

　未み知ちは優ゆう樹きの顔を見上げながら、今度はパジャマの裾すそを引っ張った。どうやら一緒に来てほしいようだ。

「トイレですか？」

　首を振られた。

「……おねしょですか？」

　首を振られた。

「…………怖い夢でも見ましたか？」

　首は振られなかった。

「そうですか……」

　泣きそうに顔を歪ゆがめたその子に、どう接していいのか。悲しい時、苦しい時、怖い時。そういえば、自分の子供時代はどうだったか。

　失うだけだったあの時。何かを与えてくれたのは母親と、浦うら木きと飯いい田だ。

　母は、自分を抱きしめてくれた。そうだ、あの時は人に、母に触れられることに安らぎを覚えていたはずだ。

　いつからだろう、怖くなったのは。

（……頭が痛い……）

　温かい、そして小さな手が優樹の顔を隠す右手に触れた。手を伸ばした未知が、優樹の右手に触れている。

　人の熱。

　自分を傷付けない人の熱。

　自分を求めている人の熱。

（……ああ、そうか……）

　優樹は顔を隠すのをやめた。薄うす闇やみの中に、肉がはみ出した赤い顔が浮かんでいるはずなのに、未知の表情は動かない。膝ひざの上に置かれた優樹の手を取る。

「あー」

　未知は満足そうに、痣あざの残る自分の顔を歪ゆがめて笑った。




　白い人。優しい人。

　赤い人。鉄棒の臭においがする人。お酒の臭いがする人。

　同じ人。違う人。




　優樹は右手で未知の頭を軽く撫なでてやった。毛が毟むしられて薄くなっているのが手触りでわかる。また生はえてくるだろうか。

「……もう寝ないと、明日起きられないですよ」

　その言葉を聞いて、未み知ちは優ゆう樹きの右みぎ隣どなりに座った。優樹の右腕を抱え込み、寄り添うように体をぴったりと付けてくる。そして、どこか不安げに優樹の顔を見上げていた。

（……誰だれかに触っていたい年とし頃ごろなんだろうなあ……）

　この子が八や牧まきに懐なついているのは、毛がたくさん生えていて触り心地がよさそうで温かく見えるからかもしれない。自分がかけていた毛布を引き寄せて未知の体にかけてやると、優樹は左腕の肘ひじから先の部分を使ってその背中を撫なでた。

　その体勢のまま十分も経たつと、未知の寝息が腕を通して伝わってくる。それを確認すると、優樹は未知の体を毛布ごと持ち上げた。軽く小さいその体を持ち上げるのは、そう難しいことではない。音を立てず、静かに歩いて宿直室まで行く。乱れた敷しき布ふや枕まくらを足で適当に定位置に戻してから、未知の体をその上に置いた。布団をその肩までかけた時、未知の目が薄うすく開いた。瞼まぶたの腫はれは少しひいているが、まだ全部開くのはつらいようだ。

「ごめんなさい、起こしちゃって。すぐ行くから……」

　布団から離れようとした優樹の手を、未知が慌てたように摑つかむ。懇こん願がんするように首を横に振っていた。

「……一緒に、いてほしいんですか？」

　縦に振られるその首を見て、優樹は少し笑った。笑うと顔の肉が引ひき攣つって痛いが、それでも無理に笑う。持っていた自分の毛布を肩にかけると未知の枕元に座り、ぽんぽんとその体を布団の上から叩たたいた。

「ずっと、いますから、安心して寝てください」

　この時、未知が少し悲しそうな顔をしたのが見えたが、その理由は優樹にはわからなかった。

「おやすみなさい」

「おー……」

　唸うなるような返事をあげてから、未知は今度こそ本当に眠りに就いた。

「ふう」

　少し疲れた。やはり言葉でコミュニケーションが取れないのはつらい。優樹は人の表情を読むのがうまい方だし子供はすぐ感情を表に出すものだが、未知の表情は腫れた瞼と痣あざのせいで少しわかりづらい。それに細かい意思疎通が取れているかどうかは自信がない。

　大丈夫だろうか。自分はこの子を苦しめてないだろうか。この子の痛みを少しは和らげることができているだろうか。

　自分がなぜ、未知と名付けられたこの幼女を、八牧のように突き放せないのか、夏か純すみのように無視できないのか。そんなことは優樹は考えなかった。

　だが一つ、わかったことがある。

　人に触れられるのが怖いのではない。

　自分が恐怖を覚える〝誰だれか〟に触られるのが怖かったのだ。

　自分の中に触れ、内臓を持っていったような〝誰か〟が怖かったのだ。

　この、目の前で寝ている子を、自分は恐れていない。この子は、自分に害意を持っていない。この子は、自分の腹や顔を抉えぐったりしない。

　だから、この子に触られても平気なのだろうか。

（……そうなのかな……そうなのかもしれない……）

　自分の考えに優ゆう樹きは没頭する。そんなことを考えているうちに、ひどい睡すい魔まが襲おそってきた。

　今までは寝ようとするたびに、または少し寝かけたところで痒かゆみや痛みに叩たたき起こされていたが、今回はなぜかしっかりと眠れそうな気がした。

（ああ、眠いんだ……眠い……）

　未み知ちの枕まくら元もとにうずくまるようにして眠りに落ちた優樹は、自分が〝何か〟を忘れていることに気が付かなかった。

　その忘却こそが、優樹に久し振りの安眠を与えるものではあったが、それが〝逃とう避ひ〟と同じであることを、彼女は知っていたはずだったのに。

　それなのに、思い出せなかった。

　雨音は、まだ続いている。




「お前に選択する権利をやる」

　いきなり八や牧まきの声が耳に響ひびいた。意識がぼんやりと覚かく醒せいする中、左目を開ける。

　目の前に、毛深く巨大な顔があった。

「……おはようございます、八牧さん」

　起き抜けに見たら卒倒してしまいそうな八牧の顔だが、優樹は気にならない。八牧は壁かべにもたれて毛布を被かぶっている優樹の前で、できる限り体勢を低くしている。

「昨日の残り物をぶち込んだ雑炊と、三年前に大おお田たが馬ば鹿かみたいに買い込んで未いまだに置いてあるうどんに昨日の残り物をぶち込むのと、どっちがいい」

「……昨日雑炊だったから」

「うどんか」

「いえ、今日も雑炊でお願いします」

　八牧がいると、食事を作る必要がないので便利といえば便利だ。まだはっきりしない頭の中で考える。思えば、誰かに起こされるまで寝ていたことなど久し振りだ。ふと八牧の巨体に隠れている布団の方に顔を向ける。

「……みっちゃんは、どうしました？」

「洗面所に放り込んだ」

「……そうですか……あの、タオル……」

　昨夜、血が付いたまま取り替えていない。

「取り替えた」

「ありがとうございます……」

　優ゆう樹きは口を右手で塞ふさいであくびをした。もう少し寝ていたい気分だ。七時間は寝たのに、まだ寝たりない。こんなことは初めてだ。考えてみれば、無理のないことなのかもしれない。今までは、痒かゆみとそれを抑えつけるために傷に痛みを与えてきたせいで、ろくに眠っていないのだから。

　今も傷口はじくじくとした痛みを訴えかけているが、これくらいなら我慢して眠れる。痛覚遮断に慣れきっていた優樹ではあるが、それなりに痛みへの耐性はあった。

「眠いのか」

「はい……」

「飯を食ったら寝ればいい。お前は、もう少し体重があってもいいからな」

「でも……」

　自分が未み知ちを見ていなかったら、誰だれがあの子の面倒を見るのか。八や牧まきに任せたら喰くってしまうかもしれないし、夏か純すみはこういうことに関してはまったくあてにならない。

「喰わない」

　ただそれだけ言うと、八牧は立ち上がった。だがすぐには立ち去らず、どこか優樹を威圧するように見下ろす。

「傷口を搔かくな。それ以上搔いたら、俺おれは不本意ながらお前の右手の指を折って搔きたくても搔けないようにするぞ」

　いつものように素そっ気け無く言い放つと、八牧は今度こそ宿直室を窮きゆう屈くつそうにしながら出ていった。

　これは搔かないようにしなければなるまい。八牧は冗談も噓うそも言わない。もし本当にこれ以上傷口を搔いたら、優樹の右手は箸はしも持てなくされることは間違いない。

（……でも、もう痒くないから大丈夫かな）

　優樹はやっと目覚め始めた頭を振りながら、宿直室を出た。

「あー」

　八牧の脛すねに縋すがりついていた未知が、優樹に顔を向けた。腫はれはまだ残っているが、昨日よりはよくなっている気がした。

「おはようございます……」

　そう挨あい拶さつして、優樹は自分が顔に包帯を巻いていないことを思い出した。夜ならともかく、こんな明るいところで肉のはみ出た顔を子供の前にさらすのはよくない。右手で顔を隠しておく。

　八や牧まきに引ひき剝はがされた未み知ちは、台所に行った八牧を見送ってから今度は優ゆう樹きに近寄ってきた。

「八牧さんは忙しいから……」

　慰なぐさめるつもりでそう言うと、優樹は未知の頭を撫なでてやろうと思った。だが右手は顔を隠しているし、ひしゃげている左手では何もできない。少し腰をかがめ、肘ひじから先のまともな部分を使って未知の頭をこづくように撫でた。

「……あ」

　未知が、じっと優樹の顔を見つめている。

　その視線から、優樹は顔を背けた。




　晴れ上がった空の下、帆ほ村むら夏か純すみがリュックに荷物を入れて渋しぶ谷やの捜査第六課分署前まで戻ってくるのと、肩の上に未知を乗せた八牧が捜査第六課分署を出るのは、ほぼ同時だった。

「あ、ヤマさんだ」

　八牧のとんでもなく広い肩の上で、未知が彼の髪をぎゅっと摑つかんでいるのが見えた。彼女が自分を怖がっているのはわかるが、夏純はそんなことは気にしない。

「何でそのちびっこが、優ゆうさんの麦わら被かぶってるの？」

　その方がよほど気になる。だが八牧は返事をしないし、未知は夏純の方を見ずに八牧のぼさぼさの頭に顔を埋める。そんな二人をしばらく見上げていた夏純だったが、すぐに飽きて捜査六課に入ろうとした。

「夏純」

　そこで初めて八牧が言葉を発した。

「なに？」

「どこか連れて行ってくれ」

「へっ？」

　咥くわえた煙草タバコが落ちそうになるほど、夏純は間抜けな面をした。八牧が、どこにも行きたがらないあの八牧が、夏純が行くような場所には絶対行きたがらない八牧が。この八牧から、そんな言葉を聞くとは。引力に引かれそうになった煙草を慌てて咥えなおすと、夏純は探るような目で八牧の顔を見上げる。

　八牧は夏純の方を見ておらず、己の前方を見据えているのみだ。もっとも眉まゆ毛げと髪に隠れたその目がどこを見ているのかはわからない。ただ首の傾き具合でどこを見ているのかは、何となく見当をつけられるが。

「でも、優さんは？」

「……今日は寝かせておけ」

「そうね、優さんまだ具合悪いみたいだし。じゃちょっと待って。荷物置いてくるから」

　夏純は自分が持ってきたリュックを肩から外して前抱きにしながら、扉を開けて階段を駆け上る。六課の扉を開けると、優ゆう樹きが新聞をテーブルの上に広げて読んでいた。

「あ、優ゆうさん、寝てるんじゃなかったの？」

「おはよう、夏か純すみちゃん。……新聞は読んでおきたいから」

「そう……ねえねえ、ヤマさんとちびっこ連れてどっか行くけど、優さんも行く？」

「これから寝るから、いいよ……ところで、どっかって……どこ？」

　八や牧まきが未み知ちの首根っこを摑つかみ自分の肩に乗せて、『どこかに行ってくるから寝てろ』と言って出て行ってしまったのは、つい先ほどのことだ。どこへ、と問うたら返事がなかったので少し気になっていた優樹である。

「これから考える」

　リュックを床に放り出した夏純が、煙草タバコに火を点つけながら優樹の向かいのソファーに座った。ガラス製の灰皿を引き寄せる。

「……おかしなところには行かないようにね」

「おかしなところってどこ？」

　具体例をいくつか上げようかと思った優樹だったが、あまりうるさく言ってもよくないか、と途中で思い直す。

「危なくなければいいよ」

「それなら大丈夫、じゃ行ってきます」

「いってらっしゃい」

　煙草をほんの二口吸ったところで灰皿に捨てると、夏純は足早に出ていった。その姿を見送ると、優樹はテーブルの上にある新聞を右手で畳む。綺き麗れいに畳めないことが少々不満だが、とりあえずよしとしておくと、優樹はソファーに横になった。

　その瞬しゆん間かん、左手に痒かゆみが来た。あまりの痒さに、思わず飛び起きるほどの痒み。

「…………く」

　この痒い肉を、爪つめで抉えぐり取ってしまおうか。震ふるえる右手を左手に近付ける。だが、すぐに思い留まった。

『傷口を搔かくな』

　八牧の言葉。搔いたら指を折ると言った。年下に優しいとはいえ、八牧は決して甘いアヤカシではない。折ると言ったら、折るのだ。夏純を川に叩たたき込む、虎とら司じの歯を折る、大おお田たの落花生十キロを平らげる、優樹が珍しく奮ふん発ぱつして買った高い焼しよう酎ちゆうを飲み干す、などの恐ろしい行為を容赦なくやってのける。

　それらを思い出し、優樹は右手を握り締しめた。搔いてはいけない。搔いてはいけないのだ。

　だが、我慢強い優樹にも、限界はあった。この左手の痒みを搔かずに何とかする方法を必死に考える。

　そして、結論を出した。

　ソファーに右手をついて立ち上がると、半はん纏てんを脱いで浴室に向かう。左腕の袖そでをめくり、右手で肘ひじを押さえた。

　そのまま、浴槽の縁ふちに未だ骨ができていない左手を叩たたきつけた。

　鈍い音がした。




　八や牧まき巌いわおは電車が嫌いだった。バスはもっと嫌いだった。船はこの間乗ったがあまり好きにはなれなかったし、飛行機は乗ったことがないからわからないが、乗ったらきっと嫌いになるだろう。その前に、座席に尻しりが入らなくて困る羽目に陥るだろうが。つまり、乗り物が嫌いなのだ。自転車なら好きになれるかもしれないが、あいにく八牧の体型に合う自転車など既製品には皆無だ。

　とにかく、八牧は乗り物が嫌いであった。だから、代よ々よ木ぎから平ひら井いまで電車に乗って、平井駅から出ているバスに乗るという道中が嫌で嫌でたまらなかった。周囲の人間たちが、自分の方をじろじろ見るのも不快だ。

　……正確には違う。八牧を含めた三人組を見ているのだ。

　八牧の肩の上では、未み知ちが髪の毛を摑つかんでしがみついている。手が疲れたのか一度ずり落ちそうになったので、八牧は自分の首と彼女の胴とを紐ひもで結んでいた。まるで繫つながれた犬だ。この場合、どちらが犬でどちらが飼い主かは、見る者によって異なっていたが。

　その八牧の隣となりに立つのは、長身の夏か純すみである。それなりに人目を引く容姿を持っている彼女と八牧が並ぶと、その差異は際立っている。

　そんな三人が、平井駅から江え戸ど川がわ競艇場に向かう無料バスに乗っているのだから、おかしいとしか言い様がない。スポーツ新聞を読んでいるような客たちも、一度は彼らの方を見る。じろじろ、とまではいかないが。

『どこか連れて行ってくれ』そう言ったのは八牧なのだから、あまり文句をつける気はない。それに競艇場、というのは『場所』としてはいいかもしれないし。

　八牧が競艇のことを少しは知っていたら、『渋しぶ谷やから行くなら平へい和わ島じまの方が近いだろう』と言うこともできたが、もちろん彼にそんな知識はない。

『江戸川って、苦手なの、あたし。上げとか下げとかあるし、たいてい枠なりでインコース有利なんだけど、五とか六が絶対来ないわけじゃないし、エンジンの性能で全すべてがわかるわけでもないし、その選手がどれほど江戸川に慣れてるかってことの方が重要かも。素直に一から三を絡からめて買えばいいと思うんだけど、ついつい違う方向に行っちゃうのよ。で、そういう時はたいてい一番か二番人気のが来て、あたしが素直に一─二とか買うと、なぜか四─一とか来ちゃったりするし。ここだとあたし勝率低いのよね、ほんと』

　夏純の説明など八牧はろくに聞いていなかった。というより、聞いても理解できない。ただ、夏純が江戸川競艇場での予想を苦手としていることはわかった。なら、どうして行くんだ、と八や牧まきは聞き返さなかったが、勝手に夏か純すみは説明する。

『今日は勝つかもしれないじゃない』

　なるほど、夏純らしい、と八牧は黙だまったまま思った。

　肩の上の未み知ちは、とかくきょろきょろしっぱなしだ。あーだのうーだの唸うなりながら、八牧の髪や耳を軽く引っ張る。八牧はその程度では何の痛みも感じないので気にしない。たまに夏純のことを見下ろして、ふと見上げた彼女と目が合うと慌てて八牧の頭に顔を埋める。そんなに露ろ骨こつに嫌がられても、夏純は気にしなかったが。

　夏純からすれば、このちびっこ（優ゆう樹きから未知と呼ぶように言われていたが）は道端を歩いている人間とさして変わらない。人間が八牧にしがみついている。それだけのことだ。麦わら帽子のつばの下から、こわごわと自分を見ようとするちびっこなど夏純にとってはどうでもいい。

　ただ、小さくて面白いと思う。小さい人間が大きな八牧にしがみついている。大きな八牧がさらに大きく、小さいちびっこがさらに小さく見える。その対比が不思議で面白い。自分が八牧の首にかじりついても、こうは不思議には見えないだろう。夏純はそんなことを考える。

　そして八牧はというと、色々と考えていた。今から行く場所が、自分の望む条件を満たしているか、それが気になる。

　そんな三人組が、今、江え戸ど川がわ競艇場に辿たどり着いた。

「ヤマさん、ちゃんとお金持ってる？」

「ああ」

　一応答えたが、八牧は賭かけ事ごとをやる気などさらさらない。競艇をしに来たわけではなく、競艇場を見に来たのだから。

　バスで来た人間たちがどんどん入っていくのを尻しり目めに、八牧はじっと正面の入り口を見る。駅の改札のようになっており、百円を入れて入場するそのゲートは八牧の横幅からすればいかにも狭い。もっともこの世の全すべての物が八牧サイズを基準にしてしまったら、一般人はさぞ生活しにくいことだろう。

　ゲートの上部を見る。フェンスが下りるようになっているが、そう頑がん丈じようそうには見えない。入り口のところに警けい備び員いんらしき人間を数人見かけた。当たり前だが、八牧に勝てるほどの重武装をしているわけもない。

　そんなことを考えているうちに、夏純が競艇新聞を買って戻ってきた。

「ヤマさん、特観行きたい？」

　夏純は特別観かん覧らん席のことを略して言ったのだが、八牧の頭の中でそれは『吶とつ喊かん』と変換された。

「……ここで吶喊したら、死人が出る」

「は？　何で特観に行って死人が出るのよ。入場料が少し高いからって、別に死なないって」

　入場料。なぜ吶とつ喊かんに入場料が関係するのか。だいたい八や牧まきにとって吶喊と突貫はワンセットになっているのだから、一度叫んだらすぐさまこのゲートを破は壊かいして突き進む。そうすれば無料で入場できるだろう。だが、今はそんなことはできない。とりあえず穏便にすませなければ。こんなに人間がたくさんいるのだ。吶喊したくなるのも無理からぬこと。八牧はそんなことを考えながらも、夏か純すみに言った。

「吶喊はやめろ」

「そう？　そうね、確か禁煙だったような気がするし」

　結局、お互い『特観』と『吶喊』を履はき違ちがえていたことに気が付かなかった。

「じゃ普通に百円払って入ろ。……はい新聞。見方……どうせ説明しても聞いてないだろうから簡単に言うわ。勝率と二連対率と三連対率の高いのがいいと思って。でも、数字だけで全部判断できるわけじゃないし。とりあえず展示航走見て、出足と伸び足と回り足をチェック、あとそれに書いてある選手のコメントを読んでみるとか。ペラとかエンジンとボートの相性とか書いてあったりするし。あとは予想屋に百円払って予想聞くとか。それとえーと……」

　全然簡単じゃない。そう言ってやるのも面倒なので、八牧は入り口に向かって歩き出した。見上げてくる人間たちを無視して、横向きになり狭いゲートに腹や足を擦こすらせながら通る。

「……でね、舟券の買い方なんだけど。二連単と二連複、拡連複、三連単と三連複、ま、こんなもん。あたしは二連単と三連単しかやらない。たまに三連複もやるけど。ま、とにかく一着と二着を当てるのが二連単で、一着と二着と三着を当てるのが三連単。着順は置いといて、とにかく買ったのが入ったらいいってのが、連複。えーと、正式名称は二連勝複式とか三連勝複式とか言うんだっけ？」

　後をついてくる夏純の説明を聞き流しながら、八牧はゲートを抜けたところでぐるりと首をめぐらす。髪の毛を摑つかんでいた未み知ちが慌てて手の位置を変えてしがみついた。

　目の前に広い階段があり、脇わきにはエスカレーターがついている。少し右に目をやるとインフォメーションコーナーが、さらには食堂などが見えた。

「さて、がんばって行こう！」

「……俺おれは少しこの辺りを見てくる」

　舟券を買いに来たわけではない。どこに何があるか、地理を頭に入れておかなければ。

「そう？　じゃこれあげる。わかんないことがあったらあたしのこと捜して呼んでね。その辺にいるから」

　夏純は競艇ガイドブックという小冊子を八牧に渡すと、階段を一段飛ばしながら上って行ってしまった。

「あー」

　未知が『自分もここにいる』という主張をしたいかのように声を上げ、八牧の髪の中に隠れている耳たぶを引っ張った。

「……何だ、腹でも減ったか。喉のどでも渇いたか」

「……うー」

　それが肯定なのか否定なのか、八や牧まきにはわからなかったので放っておくことにした。階段を三段飛ばして上る彼を、物珍しそうに見送る人間たちの視線がちくちくするが、それも放置する。いちいち気にしていてもしかたがない。

　階段を上ったところに甘味処があった。とりあえずみたらし団子を二本買い、一本を未み知ちにやる。

「髪の毛を汚すなよ」

　串ごとその団子を丸吞のみにしてしまうと、八牧は舟券の販売所には行かずにまずは観客席の方に向かう。

　江え戸ど川がわ競艇場、というものの、江戸川そのものの中にあるわけではない。中なか川がわを使用しているこの競艇場は、川の流れと潮しおの影えい響きようを受けている。海から水が流れるのを上げ、その逆を下げといい、出走表にもその時間が明記される。河川そのものをコースに使っている全国で唯一のこの競艇場を、日本でも一、二を争う難コースと言う人もいた。

　もっとも、八牧にとってはそんなことはどうでもよかった。スタンドに向かうと、そこでは既にレースが開催されており、多くの観戦者が一いつ喜き一いち憂ゆうしていた。だが八牧は人間には興きよう味みはない。

　まずはのしのしと下り段になっている客席を下りて最前列まで行く。フェンスの向こうにある川を見下ろすと、汚れた川面が太陽の光を反射して揺らめいていた。網を摑つかんで、少し引っ張ってみる。これなら力を少し込めればたやすく破れるだろう。

（……この川の深さは、どれくらいか）

　これは重要な問題だ。二メートル程度では困る。少なくとも自分の背が立たなくなるくらい、三メートル以上はあってほしい。

　ここに棒でもあればいいのだが、都合よくそんなものがあるわけがない。その時、八牧の髪が引っ張られた。

「……何だ」

　横目で見ると、未知が食べ終わった団子の串を持って困っている。八牧は手を伸ばしてそれを奪い取ると、二つに折ってから自分の口の中に入れた。それを見て未知が腫はれ上がった瞼まぶたを精一杯開く。

「気にするな」

　短く言うと、今度は客席を見回した。客席、といっても石段に板を打ち付けてベンチにしているようなものだ。たいしたものではない。少し風が強く、未知は先ほどから片手で自分の頭に余る麦わら帽子を押さえている。

　それを横目で確認した八牧は、未知の帽子を自分で押さえつけた。それは別に『未知の手が疲れるだろうから』などという親切心からではない。優ゆう樹きの麦わら帽子をなくされたら困るからだ。ただそれだけのこと。

　だが、それでも未み知ちは帽子から手を離すと嬉うれしそうに八や牧まきの髪の毛にしがみつく。みたらし団子で汚れた手で。

「………………」

　このフェンスを突き破って、このちび共々頭を洗ってしまおうか。八牧は一いつ瞬しゆんそう考えたが、やめておくことにした。

　観客の喚声も、エンジンの音も、全すべてがどうでもよかった。

　この場所は、八牧の希望するいくつかの条件を満たしている。

　だから八牧は、ここに決めた。




　八牧がそのぼさぼさの髪を汚し、夏か純すみが次のレースに向けて出走表とマークカードと鉛筆を握り締しめている頃ころ。

　優樹は血が滴る自分の左手にタオルを巻き付けていた。風呂の縁ふちが凹へこむほどに叩たたき付けた左手から、痒かゆみは消えている。

　その代わり、骨と肉がはみ出した。髄ずい液えきまで流れ出したそれは、一応手ではあるもののとても手には見えない形態をしていた。もはやただの骨折ですむ怪け我がではない。普通なら傷口から雑菌等が入り感染症になることも考えなければならないのだが、そういうものとは優樹は縁えんがない。

　血肉で汚れた浴室を掃除し、左手に消毒用アルコールをぶちまけ、タオルで巻く。それで終わり。

　痛い。もうわけがわからぬほどに痛い。だが、痒いのよりはましなのだ、この痛みは。

（……搔かかなかったけど……きっと八牧さんは怒るだろうな……）

　怒るといっても、八牧は表情や言動に怒りを見せない。ただ行動に移すだけだ。この無事な右手の指をぽきぽきへし折られてしまうのかと思うと、少々どころではなく落ち込みそうになる。

　自分が悪いのはわかっている。痒みを、肉と骨の表面と中身を何かが這はっているような痒みを無視できない自分が悪い。それを痛みで、肉と骨を砕くような痛みで紛らわせようとする自分が悪い。

　だが、わかっていてもやめられない。自分の意思がこんなにも薄はく弱じやくだとは知らなかった。

　ソファーの上に座って目を閉じる。自分で痛めつけた自分の左手を、右手で撫なでた。

　また、痒くなるのだろうか。そして痒みを消すために痛めつけ、いつまで経たっても治らない左手を抱えていくのか。

　恐ろしい考えに身を委ゆだねていた優樹は、扉が開くまで来訪者の存在に気が付かなかった。

「やあ、優ゆう樹き」

　大おお田た真さね章あきが、落花生を抱えてそこにいた。こうして会うのは久し振りな気がする。そう、あの島以来だ。

「……こんにちは、先生」

　座ったまま、軽く頭を下げる。下げた頭はそのままにして、自分の左手を見た。タオルの生地を通して、赤い染みが浮き出ている。

「顔の傷、治りが遅いようだね。とくに右目の辺りはひどいじゃないか。僕ぼくが最後に見た時よりひどくなっているような気がするのは気のせいかな？」

「……気のせいじゃないです」

　右目近辺も、左手に比べれば頻ひん度どは落ちるが時たま痒かゆくなる。頰ほおや唇の辺りと比較すると、治りが遅かった。

　大田は優樹の正面に座ると、落花生の袋を開けようとした。だがその手を止めて優樹の左手を見る。

「優樹、普通の嗅きゆう覚かくの僕ぼくにわかるほど血の臭においを撒まき散らすのはよくないよ？」

「……そうは思うんですけどね……」

「自分で自分を傷付ける、いわゆる自傷行為に関して、僕の長い長い話を聞きたいのかな？」

「……いいえ」

「そうか、じゃあ斬きろうか」

　大田にしてはあまりにも唐突なその言葉に、優樹は思わず顔を上げた。

「斬るって、何をですか？」

「その左手だよ。左手がなければ左手をいじめることができないだろう？」

　それはもっともな言い分だ。左手がなければ、左手を搔かくことができない。当たり前だ。

「しばらく不自由だろうけど、いっそのこと斬ってしまえばさっぱりするかもしれないよ。その左手の中には悪い虫がいるのかもしれない。人間だって、足首切断とかやることがある。君の場合、しばらく放っておけばまた生はえてくるだろうから、それに比べればいいじゃないか。生え変わりにどれくらいかかるかは責任を持たないが」

　髪を切るのと同じような口調で大田は言う。珍しいことだ、大田がここまではっきりと直ちよく截せつ的にものを言うのは。

「……そう、ですかね」

　斬った、その切断面が痒くなったらどうするのか。結局は同じことの繰くり返しなのかもしれない。

　だが、大田の提案が今は名案に聞こえた。とはいうものの、当たり前だが自分の手を切断するというのはそうおいそれとできるものではない。

「……とりあえず、八や牧まきさんが帰ってきてから考えます」

　大おお田たは、優ゆう樹きの言葉を聞いて何か考えこむような顔をして天井を見て、沈ちん黙もくする。

　優樹も、何も言わない。大田に会う前には聞きたいことがあったような気がするが、もうどうでもよくなっていた。

　その静寂は、驚おどろくべきことに六時間続いた。

　優樹はただ目を閉じ、大田は天井をじっと見る。それが六時間。

「よお！　元気か団長！……に鳥とり頭あたま」

　大きな音を立てて扉を開けた相あい川かわ虎とら司じが、その静寂を粉々に破は壊かいした。半ば眠るようにしていた優樹は少し驚いて目を開け、大田は天井から虎司に視線を向ける。

「やあ、虎くん。足は繫つながったかい」

「うるせえや。落花生でも食ってやがれ、こんちくしょう」

　松まつ葉ば杖づえを使って優樹と大田のいるソファーに近付いた虎司は、優樹の顔を見て眉まゆをしかめて歯を剝むき出した。

「うわ、ひでーな、団長。顔剝けて肉出てるじゃん。痛くねえ？　……肉の色がまだぬらぬらしてる感じだな。えっれえ生々しいのな、ほんと。つーか、生肉だよな、こりゃ。触ったら血管切れてぷちっていっちまいそうで怖えよ。早く治した方がいいぜえ、見てるこっちが痛く感じらあ」

　虎司のひどくストレートな物言いに、優樹は苦笑する。これが虎司なりの心配のしかたなのだ。

「で、何しに来たの？」

「何か食わせてくれ」

　これまた単純明快な要求だ。

「虎とらくん、そういうのを〝たかり〟というんだよ。だいたい、君はすぐに金を優樹に借りに来るが、そんなに貧乏なのか？　まあ金持ちであればいいというわけではないがね」

「うるせえ」

　虎司には虎司の言い分がある。足を早く繫げようと毎日それなりに多めに食べていたのだが、なかなか繫がらない。食費がかかっただけ損というものだった。銀行で下ろせば何とかなるが、これからのことを考えると少し不安になる。

　高校を卒業するまで、働いて金銭を得る気は毛頭ない。銀行口座を見て、少し倹約の必要を感じた虎司は、こうして自宅から渋しぶ谷やまで松葉杖を駆使してやってきたのである。

「ご飯……八や牧まきさんが帰ってきたら何か作ってもらおうか」

　簡単な物なら作ってもいいが、この左手で何かをやるのは無理な気がした。

「へえ、ヤマの大将がいんのか。いいな、大将の飯は美味うまいし。またすき焼きとか作ってくんねえかなあ」

「湯豆腐が食べたいな」

「お前なんか落花生食ってろ。だいたい湯豆腐なんかのどこがいいんだ？　何だか昆布と豆腐ゆでただけのもんだろが。全然つまんねえ。あれだけで腹いっぱいになるお前見てると、小腹がすいてたまんねえよ」

「僕ぼくからすれば、君が肉しか好まないことの方がよほど問題があると思うけどね。確かに君の基本は肉食獣じゆうかもしれない。しかし人の社会で生きていくには野菜などを食べることも必要だよ。スモークサーモンのサラダを頼んで、サーモンだけ食べて他ほかの部分を他人に押し付けようとするなど、やってはいけない」

「何だよ、いいじゃねえかよ、嫌いなんだから」

　二人の会話を優ゆう樹きは確かに聞いているのだが、右から左に抜けているといっても過言ではない。だが、一つ嬉うれしいことがある。

　これで八や牧まきと夏か純すみが帰ってきたら、この場所に五人も揃そろうのだ。元捜査第六課の面々が。懐なつかしい。夏に島に行った時は、ここに集まらなかった。

　この場所に揃う。これに意義があるのだ。

　少し明るくなった優樹の表情を、大おお田たはどことなく悲しそうな顔で見る。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうがもはや人間ではなく、〝童どう子じ斬ぎり〟を持った兇きよう人じんであるなら。

　片かた倉くら優樹は、心のひびを抱えた死へと向かう二重雑種ダブルブリツド。

（傍観、できるだろうか。最さい期ごまで）

　どんなことも見届ける覚悟はとうの昔にできていたはずなのに。




「……損もしなかったけど、勝ちもしなかった……この引き分けってのは腹が立つわよねえ、まったく」

　なら、負けた方がよかったのか。そう思いはしたが口には出さず、八牧は夏純の後をついて狭い階段を上っていた。左手で未み知ちを落とさないように支えている。渋しぶ谷や駅に着いた頃ころには、未知はもう眠ってしまっていた。

「寝ている間に帰ってきちゃうなんて楽でいいわね」

「……お前も担かついでほしいのか？」

　夏純一人増えたくらいでさして変わらない。

「いいわよ、もう着いちゃったもの。また今度ね」

　少し足早に階段を上ると、夏純は六課の扉を開けた。

「あ、虎とらくんに大おおさん」

「よう、火ひ蜥蜴とかげ。元気にやってっか？」

「やあ、夏純。秋の準備に入ったようだね、少し厚着だ」

「おかえりなさい」

　優樹は立ち上がると、八牧の肩の上に乗っている未知を見て安あん堵どした。どうやら喰くわれなかったらしい。八や牧まきが未み知ちを宿直室に連れて行くのを見送りながら、優ゆう樹きは夏か純すみに目をやった。大おお田たの隣となりに腰掛けて灰皿を引き寄せる。

「今日は、どこに行ってたの？」

「江え戸ど川がわ競艇場。負けなかったんだけど、勝てなかったのよねー。トータルで見るとプラマイゼロだけど、悔しいわ、やっぱり」

「……夏純ちゃん、競艇に行ったの？」

「え、競輪とか競馬とかオートレースとかの方がよかった？　それとも江戸川嫌い？　平へい和わ島じまの方がよかった？」

「……そうじゃなくて、子供を連れて行くところじゃないでしょうが」

「そーいや、大将の肩に何かがきが乗ってたなあ。ありゃ、大将の夕飯か？　人間って、そんなに美味うまいのかね……あ、団長気ぃ悪くすんなよ」

「ああ、別に気にしてないよ」

「優樹、『別に』というのはあまりいい印象を与えないよ？」




　仲間たちの会話を背中で聞きながら、八牧は未知を布団の上に転がしてその上に掛け布団を適当にのせる。

（………………このちびは）

　このちびは、計画に必要な保険だ。どう転んでも、最終的には死ぬことになるだろう。いや、もしかしたら、長く生きるかもしれない。

　この自分よりも。

（……馬ば鹿からしい）

　あと何日かは知らないが、せいぜい優樹に懐なついておけばいい。そうなれば、結果がどうであれ優樹は〝童どう子じ斬ぎり〟に負けなくなる。

（……駄目だな）

　優樹が〝童子斬り〟と戦うということは、八牧は既に死んでいることになる。死にたいわけではない。生きるために、自分のために、仲間のために、戦い、勝つのだ。ただ負けた時のことを考えているだけ。

　負けることを考えているということは、もう負けているのかもしれない。

　浮かんだ考えを振り払う。その時、未知が目を覚ました。

「…………あ？」

　八牧の巨大な顔を見上げると、痛々しく笑う。そんなものに、八牧の心は動かない。

　だから、手を伸ばす未知に自分の大きな手を差し出したのはただの気まぐれだった。未知の小さな手が、八牧の指を摑つかむ。未知が両手を使っても、八牧の手を覆おおうことはできない。

「……今日は、虎とら司じの奴やつがいるからすき焼きにしてやろう。肉だけじゃなく葱ねぎもたっぷり入れてやるがな。お前もしっかり食って」

　俺おれの栄養になればいい。最後の言葉を、八や牧まきは吞のみ込んだ。

　そんな八牧を見て、未み知ちは笑う。




　片かた倉くら優ゆう樹き。

　大おお田た真さね章あき。

　相あい川かわ虎とら司じ。

　帆ほ村むら夏か純すみ。

　八牧巌いわお。

　そして、未知。




　彼らと彼女らは、鍋なべ大将の鍋を囲む。

　そしてこれが、最後の食事。

　この場所で、この面子メンツが揃そろった、最後の食事。

　最後の夕ゆう餉げ。
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「俺おれは人間を不味まずいと思うんだよ、大将。豚とか牛とかの方が美味うまい。ほんと、俺ぁそう思うんだ、噓うそじゃねえ。……でもな、最近思うんだ。人間って美味いのかなあって。俺が前に喰くった人間がたまたま不味かっただけで、ちゃんと美味い喰い方をすれば美味いのかなあって」

　美味い人間もいれば、不味い人間もいる。心の持ち方次第で、味などいくらでも変わる。……いくら美味い美味いと念じても、不味い奴やつは不味いがな。筋肉ばかりの奴も脂肪ばかりの奴も不味い。バランスが取れている奴がいい。

「……そうか……安あん藤どうが美味く見えるのは、バランスが取れてるからなのかなあ……」

　喰いたいのか、そいつを。

「違ぇよ、喰ったら死んじまうじゃねえか」

　人はいつか死ぬ。年を取って肉の鮮度が落ちる前に喰ったらどうだ。

「俺はさ大将、喰うために殺すって好きなんだ。殺すために喰うのは嫌だけどさ。でも、俺は安藤を殺すのは嫌なんだ。味はどうなのかなって思ったりはするけどよ。でも、やっぱり嫌なんだよ」

　それは、お前がその人間と顔見知りだからだ。情がうつったんだろう。その辺りにいる奴らを捕まえて喰ったらどうだ。

「その辺にいる奴らは、不味く見えるんだよ、何となく。臭においがきっついしさあ、足の肉なんかすっげえ不味そうでさあ、皮が変な色してたりさあ」

　確かに、不味そうな人間が多いな、最近は。がきも不味くなった。

「がきって美味いのか？」

　普通はな。

「大将が拾ってきたっていうあれも、美味いのか？」

　もう少し健康になったら美味くなるだろうよ。

「ふーん……」

　喰うか？

「いらねえよ、あまり喰いたいとも思わねえし」

　さっきの、その安藤とかいう人間は、喰いたいと思うのか。

「……味を確かめたいと思うだけで、喰いたいわけじゃねえ」

　喰わんと、味がわからんぞ。

「だから、大将に聞いてんだよ。大将は、人間美味い美味い言うけど、いったいどんな味がすんだよ。さっきのすき焼きより美味うまいのか？　豚とか牛とか魚とかより美味いのか？」

　美味い。

「……そうかな……どんな味がすんだよ」

　楽しい味だ。

「何だ、そりゃ」

　それがわかったら、お前も立派な人ひと喰くいだ。

「じゃ、わかりたくねえ」

　なら、牛でも豚でも鳥でも食え。

「……大将はよお、本当に人間はその辺りの生き物たちより美味いと思ってんのか？」

　ちゃんと選べば、美味いぞ。最近は見るからに不味まずそうなのが増えたがな。

「見た目って、大事か？」

　ああ。腹が出てる奴やつ、あばらが浮き出てるような奴、骨が太そうな奴、筋肉質の奴、こういう奴らは不味いからな。

「ふーん、そうかあ……」

　その安あん藤どうとやらを俺おれが喰ったら、お前は怒るのか？

　……歯の尖とがりが鈍ってる。やすり使って磨いておけ。




「ヤマさん、何で舟券買わなかったの？　競艇嫌い？」

　どうでもいい。

「珍しくヤマさんがどっか連れて行けって言うから、がんばって連れて行ったのに……他ほかのところの方がよかった？　競馬とか」

　食えない馬を見てどうする。

「どうするって……賭かければいいじゃない。ヤマさん、『これは走りそうだ』とか『駄だ目めそうだ』とか馬の毛け艶づやとか足の運び具合とかでわかるんでしょ？」

　それなりに、な。

「なら、競馬やればいいのに」

　賭け事というのは、胴元が儲もうかるようにできている。

「だから？」

　お前は損をしているんだ。

「うん、わかってる」

　……損をすることをやるのか。

「だって楽しいし。大丈夫、生活できないほどお金遣わないもの」

　くだらないことばかりに、お前は金を遣う。

「そう？　あたしは好きなことに遣ってるだけなんだけど」

　それがくだらない。

「煙草タバコとかライターとか競馬とか競艇とかが？」

　そうだ。

「でも好きだし」

　好きか。

「うん」

　なら好きにしろ。

「うん、好きにする」




「やあ、ゲンさん。君が何を考えているのかを想像しているんだが、僕ぼくはとても困っているよ。僕としては、そういうことはやめてほしいと考えているんだが、君はどうだろう。まあ確かに有効な手段だとは思うよ。でも、負けた時の布石を打っておくというのは、君らしくもない。そういうことをすると『ああ、負けてもいいんだ』という心の油断が生まれたりは……しないんだろうね、もちろん」

　………………。

「ゲンさん、正直言って、僕は迷っているよ。思わず傍観者としての立場を忘れてしまいそうなほどに。……見届けた方が、いいのかな？」

　………………。

「うん、いつもの君だ。いや、いつもより少しぴりぴりしているね。それにしても、どうして君は年少者と年長者をそうやってあからさまに差別するのかな。わかっているのかな、僕はこう見えて結構繊せん細さいで、君のその態度に少なからず傷付いているんだよ？」

　………………。

「という笑えない冗談を言ってみたんだけど、本当に笑えない冗談というのは、それは冗談ではなく言った本人が『冗談』だと思い込んでいるだけのものではないのかな、と。つまり今僕は冗談を言ったつもりだけど、これは本当は冗談でもなんでもなく、ただのつまらない会話でしかないような気がする。どうだろう？」

　大おお田た。

「何かな」

　頼む。

「ここで、『何を』と聞いたら、君は怒るか黙るか、どちらかをするんだろうね」

　………………。

「その顔は、怒っているのかな？」

　そうだ。

「なるほど、確かに怒った眉まゆ毛げだ」




　優ゆう樹き、覚悟はいいか？

「……はい」

　この辺りからいくぞ。

「そこは結構、まともなんですけど」

　外はそうだが、中はどうだかわからない。

「そう、ですね」

　線をつけておくか。……血が出ないな、止めているのか？

「いえ、そういうわけじゃないんですけど」

　一応聞いておくが、鋸のこぎりと鉈なた、どっちがいい。

「……鉈にしといてください」

　だろうな。……心の準備はできているな。やるぞ。

「どうぞ」

　………………。

「……くうっ……」

　……こっちは妙な色をしているな。そっちはまともな肉の色だ。この左手の中に、何か妙な物でも入り込んだんじゃないか？

「……さあ、どうでしょうね……」

　当たり前だが、今度搔かいたら肘ひじからぶった斬ぎるぞ。

「そうならないように努力しますよ」

　顔の肉も削けずっておくか？

「いいです、がんばりますから」

　そうだな、がんばれ。

「……珍しいですね」

　何が。

「八や牧まきさん、今日は優しいですよ」

　………………。

「……あの、私の左手を握り潰つぶさないでください。……ああ、変な色の液体が出てる。それって髄ずい液えきなんでしょうか。……自分の手なんですけど、気持ち悪いですね」

　これは、捨てるぞ。

「……そうしてください……あ」

　なんだ。

「人目のつかないところに捨ててくださいね」

　大丈夫だ、原形を留とどめないくらいにしてから燃もやして捨てる。

「……さようなら、左手。今までありがとう……と、一応お礼をいっておきます……これで左手生はえてこなかったら、どうしましょう」

　その時は、その辺りにいるサイズのあう人間ひっ捕まえて手ぶった斬ぎって繫つなげば、何とかなるだろ。

「それはちょっと……」

　なら、俺おれの手をやろうか。

「それもちょっと……」

　わがままな奴やつだ。




　ちび。小さいちび。お前がなぜ俺に付いてきたか、そんなことは知らん。だが、俺はお前を利用する。

　俺が生き残れば、お前は俺が喰くう。

　俺が死んだら、さて、どうなるだろうな。

　その時は、お前はしっかりと見ておけよ。

　俺を誰だれが殺したのかを。

「あー」

　……わかってるのか、お前。




　優ゆう樹きは、どこかぼんやりとした顔で自分の左手首を見た。布と包帯でしっかりと巻かれたそこに、左手はない。切断してから既に数日が経過している。ちゃんと中で再生しているのか不安だ。

　左手の痒かゆみはなくなったが、相変わらず右目の奥はちくちくとした痒みを訴えている。それでも許容できる範囲の痒みであるため、以前のように搔かき毟むしる必要はなくなった。

「優樹、もつ煮込み食べるか」

「……いただきます」

「ああ……点が……点が取れない……」

　夏か純すみは、バッティングメガホンを前の座席の背もたれに叩たたき付けた。試合が始まってからずっと、ある一定のリズムをとりながらメガホンを叩き続けていた。

　優樹、夏純、八や牧まき、そして未み知ちがいるのは、明めい治じ神じん宮ぐう球場三塁側内野席である。なぜ自分たちがこんなところにいるのか、それはただの成り行きである。夏純に、『未知をどこかに連れて行ってやってほしい』と言ったら、なぜか自分も引っ張り出されてしまった。そして来たのがここだ。優樹と八牧に来るつもりはなかったのだが、『二人で行ってもつまんない』と言われて結局来てしまった。

　優樹は野球のルールがわからないし、八牧も毛頭覚える気がないのでさっぱり面白くない。とにかくボールが遠くに飛んでノーバウンドで取られたらいけないようだ。……やっぱりよくわからない優ゆう樹きであった。

　それにしても、よく人の集まるところに八や牧まきが来たものだ。どういう心境の変化なのだろう。優樹はそれが少し不思議だった。

「三回表の攻こう撃げきも無得点……ふう」

　どうやら夏か純すみの応援する球団が負けているらしい。

「おい」

　先ほどからどこかに行ったと思ったらすぐに戻ってくる八牧が、優樹の右側に座って左手でもつ煮込みの入ったどんぶりを差し出している。八牧が座っているのは、通路の真ん中だ。何しろ、席に座ろうとすると尻しりが入らないのだからしかたがない。売り子が来るたびにどきはするが、八牧の存在は球場にとってそれなりに迷惑であった。

　それなり、でしかないのは、この球場の客の入りがそう多い方ではないからだ。こういっては何だが、むしろ少ない。寂しいくらいだ。シーズン終盤を迎えて、優勝候補でもなくマジック対象チームでもないから、と夏純は説明する。

「今季は駄だ目めだったのよー。来年は、がんばらないと！」

　夏純ががんばったところでどうにもなるものではないが、それでも夏純は元気よく立ち上がっていた。片足を前部座席に乗せる。これも客がいないからこそできることだ。

「……みっちゃん、楽しい？」

　八牧にどんぶりを持ってもらいながらもつ煮込みを食べ、首を左ひだり隣どなりに向ける。

「あー」

　どうやら楽しいらしい。選手たちの動きや、ボールの行方ゆくえなどを真剣に目で追い、夏純が喜ぶと彼女も喜んだ。『もつ煮込み食べる？』と聞こうかと思ったが、味が好みでないかもしれない。八牧が振りかけたらしい七味唐辛子が少々多くて辛いし。

　それにしても、と優樹は思う。顔の傷も結構目立たなくなりつつある。回復しているという実感があるのはよいことだ。左足はまだ痛いようだが、もう引ひき摺ずらなければ歩けないというほどではない。どうやら骨折ではなかったようだ。

　この未み知ちとの共同生活を、自分がこんなにあっさりと受け入れていることに、自分でも驚おどろいた。夏純が煙草タバコの煙を撒まき散らしながら新聞を取ってくる。屋上で寝ている八牧が、朝と夜に食事を作ってくれる。この小さな女の子と共に寝て共に起きる。

　この子の家族や身元を調べようともしない自分を、おかしいとは思っていた。自分や八牧に懐なついているこの子は、家族の元に帰りたがっていないのだ、ということもわかる。だが、いつまでもこんな生活をしているわけにはいかない。

　自分の顔の包帯が取れてまともに外に出られるようになったら親探しをしようか。そう思っていたが、この顔の傷が今年中に治るか自信がない。

　だから優ゆう樹きは、十月になったら何があろうと八や牧まきが何を言おうと、動き出すつもりだった。その旨むねを伝えても、八牧は何も言わなかった。

　その八牧は、今自分の隣となりにいてもつ煮込みのどんぶりを持っている。食べているわけではない。左手のない優樹のために持っていてくれている。彼のその胸中に何があるのか、優樹にわかるはずもない。

「……九月の終わりだけあってなかなか涼しくなりましたねえ」

　その内心とは裏腹に、優樹の口から出たのは季節の移り変わりという無難な話題だった。八牧の格好はいつもと変わらないが、夏か純すみは完全に冬仕様の格好をしている。派手な色彩を持ったやけに分厚いロングコートに、野球帽とメガホンが全然似合ってない。そのロングコートにはっぴを着込んでいるのだから、もうどうしようもないほど夏純の姿は浮いている。

「……ごちそうさまでした」

　優樹はもつ煮込みを食べ終わると、少し遠くにいたビールを売っている売り子に向かって手を振った。

「飲むのか」

「飲みますよ、最近美味おいしいし」

　一時期、アルコールが非常に不味まずく感じられたこともあったが、最近は美味しく飲めるようになった。

「お湯割りとかは売ってるんですかね、ここ」

「さあな」

　人が少ないとはいえ、外野席の応援団は健在だ。トランペットやリズムをとるためのホイッスルが響き渡る。

「何か、選手によってたまに音楽が違うのは気のせいなんでしょうか」

「俺おれに聞くな」

「夏純ちゃんに聞くと、長くなりそうなんで……あ、一つください。八牧さんも飲みます？」

「飲む」

「じゃ二つ」

　紙コップになみなみと注がれたビールを受け取って金を払う。あの売り子からは先ほどもビールを買ったが、まだ八牧の大きさに圧倒されており少し視線が泳いでいた。それでも『ありがとうございます』とちゃんと言ったことに、優樹は感心する。

　夏純が奇声を発しているが、もう慣れたので放っておくことにした。何やら一塁側スタンドの方からどこかで聞いたような曲が流れてくる。

「これ、何て曲でしたっけ」

「…………炭鉱節」

「……違うわよ、ヤマさん……これは東京音頭」

「はあ……何で東京音頭を演奏してるんでしょうね、八や牧まきさん」

「知るか」

　聞いているだけでは、優ゆう樹きと八牧の会話は素そっ気け無い。だが、優樹は八牧とこれほど日常的な会話をした覚えは食事の時以外はほとんどなかった。

　最近の八牧は、以前に比べれば恐ろしいほどよく喋しやべる。むろん、大おお田たなどとは比較できない。ただ、話し掛けたことに黙って無視することが少なくなり、一言でも返事が返ってくるようになった。

「ところで八牧さん、楽しいですか」

　以前ならば平然と沈黙で返されるであろうこの問いにも、ちゃんと答えが来た。

「全然」

「……そう、ですか」

　八牧の髯ひげにまとわりついたビールの泡がおかしくて、優樹は包帯の下で笑った。




　その後。

「ちび、たぬきそばだ」

「あー」

「……あ、このちくわ、チーズが入ってる……」

「チーズは嫌いか」

「いや、ちくわに入れるんなら、きゅうりの方が好きです……あ、また東京音頭ですね」

「あああああ……なんでこんな時にホームラン打たれるの……」

「……夏純ちゃん、メガホン溶けてるよ。興こう奮ふんしないで……」




　さらに。

「優ゆうさん、ヤマさん、ファウルボール！　ファウルボール！　あ、あ、来た来た！」

「……何だ？」

「おー」

「あ、ボールが……こっち来ますね」

「……ふん」

「あああああ、ヤマさん！　取るのはいいけど、何で投げ返すの！　せっかく飛んできたのに！　うう、もったいない……」

「野球のボールって、そんなに貴重なの？」

「そうじゃなくて！　飛んできたボールを取ることに意義があるの！」

「そうか」

「あの、八牧さん？　どこに行くんですか？」

「うー」

「ここには、なかなかボールが飛んでこないからな。フェンスの向こうに行けばたくさんあるようだ。取ってくる」

「ヤマさん、そんなマナーの悪いファンみたいなことやめてよ……」




　そして。

「ああ、負けた……」

「そう、負けたんだ。よくわかんないけど」

「敗北か。弱いから負ける」

「ふあー」

「明日って……大事よね……」




　夜、布団に入ると、未み知ちが寄り添ってくる。もう慣れてしまった。この子の体温にも、存在にも。この皮が剝むけて肉が露ろ出しゆつしている顔を怖がらない。そして自分はこの子に対して恐怖を抱かない。

　相変わらず唸うなり声しかあげない未知だが、表情はころころと変わるようになった。そして初めて会った時に比べて血色がよくなり、傷も徐々に治りつつある。

　自分や八や牧まきが人間でないとわかったら、この子の態度も変わるのだろうか。最初はそんなことも考えた優ゆう樹きだったが、あまり気にならなくなった。

　これは穏おだやかな日常、なのだと思う。左手がないことと、顔の傷が痛むことを除けば、平穏で静かな生活。何も起きない、そして一人ではない日。

　だが、どこか違和感がある。何か、大事なことを忘れているような気がする。

　なんだろう。

「あー」

　自分の胸に縋すがりついてくる未知を見て、優樹は

（まあいいや）

　と思った。




　八牧巌いわおは、食材と調理器具以外の物を自分の金で買った記き憶おくはほとんどない。あえていうならばアルコールと食器くらいだろうが、ともかく『食べること』に関する物以外に彼は金を出さない。今着ている物も、かつて優樹が金を出して買ってくれた服のうちの一つだ。衣服に金をかけたことはない。住すみ処かももたない八牧は、生活に必要な三要素である衣食住のうち、衣と住に関しては金を必要としなかった。

　そんな彼が、今買い物をしようとしていた。彼が先ほどからじっと見ている物。それは斧おのだった。木を伐採するために並んでいるそれらの中から、一番大振りの物を手に取る。片手で扱うには少々重いそれも、八や牧まきにとっては軽すぎる。もう二本手に取り、計三本の斧おのをまとめて持つと八牧は売り場を離れた。

　画材からクリスマスツリーまで、多くの物品が揃そろっているこの店を八牧は歩く。格好と大きさからここでも注目されてしまうし、狭いところを歩こうとすると毛や腹に引っ掛かって品物が落ちたりするが、八牧にはどうしようもないことだ。

　餅もちつき用の臼うすと杵きねを見つけた八牧は、その杵を持ち上げた。やはり軽い。八牧としては五十キロ以上の重量がある金かな槌づちが欲しいのだが、さすがにそこまでの物は売っていない。鉄アレイを棒の先端に括くくりつけようかとも思ったが、すぐに外れてしまいそうなのでやめておくことにした。

　電動鋸のこぎりなどもあるが、電源の確保が難しいし何より『切る』よりは『叩たたく』の方が効果的であるような気がする。八牧は自分の怪力をより活いかす方法をちゃんと知っていた。その豪腕と重量とで、敵を叩き潰つぶす。それが八牧にとってのもっとも効率のよい破壊方法だ。

　結局、斧を三本購入すると、八牧は計画に欠かせない重要な物を買いに行くことにした。ありふれた物ではあるが、ここには売っていない物だ。




　……必要な物は全すべて買ってしまった。そう、あとはどうやって奴やつをあの場所まで呼ぶかということ。その方法が未いまだに思いつかない。簡単なのは、優ゆう樹きなり大おお田たなりに呼び出させることだ。だが優樹にやらせるわけにはいかないし、傍観者を任じている大田にも頼めない。

　さて、どうするか。

「八牧、ここに来るのなら、この間のような格好をしてほしいですね」

　自分の目の前に座っている浦うら木きを、八牧は見ない。八牧は、彼が嫌いだった。その顔も、声も、口調も、立場も。そして何より気に入らないのは、八牧と似ているようでまったく異なる思考を持っていることだった。こんなことでもなければ、決して関わりたくないアヤカシ。

「……あれは」

「どうぞ」

　浦木が差し出したそのカードを、八牧はほんの一いつ瞬しゆんだけ見た。この薄うすっぺらな物が、八牧の立場を大きく変える。馬ば鹿か馬ば鹿かしい話だが、その馬鹿馬鹿しささえも利用する必要が八牧にはあった。これも、大事な保険のうちの一つなのだから。

　尻しりのポケットにそれを捩ねじ込んだ八牧は、やはり出された茶には手を出さずに立ち上がる。

「ところで八牧、本当にいいんですか？」

　何を、とは八牧は聞かない。浦木が何を言おうとどうしようと、八牧のやることに変わりはない。いいも悪いもないのだから。

「そんな既製品では、あなたの力を発揮できないと思うのですが」

　ソファーの傍らに置いてある大きな包み紙を指して浦うら木きは言った。こんなに怪しげな物を担いでいる八や牧まきがここまで来られたのは、ある意味奇跡である。

「それがどうした」

「重い物を貸しましょうか」

　八牧はその言葉の意味を、三秒かけて理解する。浦木のいうところの『重い物』。それは今、八牧がもっとも欲しい物のうちの一つだ。

「……俺おれは借りた物は返さない」

　もしかしたら返せないかもしれない。その言葉を八牧は自身の口には乗せなかった。その八牧に向かって浦木が笑い掛ける。信用ならない笑顔。いつも笑っていて、それでいて本心では決して笑っていない顔。

「では差し上げますよ」

　だが、相手が誰だれであろうと利用できるものは利用しなければどうしようもない。

「なら貰もらっていく」

　浦木から渡されたそれは、本当に重かった。

「貰うついでにもう一つくれ」

「何を、ですか？」

　たとえ嫌いな奴やつにでも、いや、嫌いな奴だからこそ聞くのだ。

「知恵をくれ」




　髯ひげのない赤あか川がわを見たのは初めてだが、全然似合わない。山やま崎ざき太た一いち朗ろうはそう思う。まるで隊長ではないみたいだ。髯がないこと、鼻に大きなガーゼが貼はり付けてあること、手の先に包帯が巻いてあること。自分より大きいはずの隊長が、今は少し小さく見える。

「……元気か」

　赤川がそう口に出したのは、太一朗が挨あい拶さつをしてから三分は経たった後だった。

「一応、元気です。……死にそうですけど」

　赤川から返ってきたのは、

「そうか、死にそうなのか」

　という言葉だった。

「で、お前はお前が死なない方法を見付けることができたのか？」

「……いえ」

　一笑に付されるかと思っていた。『死にそう？　何を馬ば鹿かなことを言っている』と怒られるかと思っていた。それなのに、赤川は至って真しん摯しな言葉を返す。

「お前は、死にたいのか？」

「いいえ」

　これは即答できる。死にたい、そんなことはとても考えられない。だが、少しだけ思うのだ。誰だれかを殺す前に、自分が死んだ方がいいのではないかと。

　しかし。

「死ぬのは怖いか」

「はい」

　そうだ。怖い。死ぬのが怖い。もっと怖いのは、『自分が狂っていく』『自分の心が死んでいく』それが自覚できること。

　今、太た一いち朗ろうは率直に赤あか川がわの言葉に返事をすることができた。

「……だろうな。私も死ぬのは少し怖い。それに一いつ瞬しゆんで死を迎えるより、自分が『これから死ぬ』ということを考える余裕をもたされてしまうと、もっと恐ろしい。……私はあの時、体の痛みと、考えることが多すぎて、お前ほどの恐怖は体感しなかったかもしれんが」

「あの時……」

「お前は覚えていないかもしれないが、お前は鵺ぬえを殺している。あの島で。……覚えているか？」

　鵺。自分がこの腕の中にある〝鬼おに斬ぎり〟で殺したアヤカシ。……記き憶おくがだいぶ曖あい昧まいになっている。どんな姿をしていたか、どんな風に殺したのか、もう思い出せない。

　ただ、殺したという事実だけは頭の隅にこびり付いていた。

「あまり、はっきりとは覚えていません」

「そうか……ところで、お前はここに何しに来た。私は、お前の話を聞いてやることしかできない。お前が死なない方法を見付けてやることはできん。……すまんな」

「いえ……隊長は、どこまで知っているんですか？　自分のことを」

　赤川が目を閉じる。寝てしまうのだろうか。退散するために腰を浮かし掛けた太一朗だが、赤川の口が再び開いたので座り直す。

「お前の体内に、何かがいること。それはお前の意思とは無関係にアヤカシを殺す。そしてそれが続けばお前が死ぬ。……事実かどうかは知らないが、それくらいしか知らない」

「誰に、聞いたんです？」

「……答えてはいけない、と彼は言った」

　彼。

「彼って……誰です？」

「思い出させろ、他人から聞くのではなく、自分の脳から情報を引ひき摺ずり出せ、と彼は言った。アヤカシに関するすべてのことを自分の頭で思い出せ、と。他者に聞くことによって記憶を揺さぶられる、そうやって」

　一度言葉を切り、赤川は唇を舐なめた。

「……そうやって誘導されてはいけない。考えること、それが大事。苦しかろうと狂おうと、ただ考えること。何を、か……そう、生きること。死なないために生きること。死に恐怖を、生に希望を、先の見えぬ明日ではなく、もっと先を見ること。近い未来より遠い未来を。……だいぶ要約したが、彼の言いたいことはこんなものだろう。私の意見も若干入ってはいるが、気にするな」

「要約して、その長さですか……」

　長い話。遮らなければ、いつまでも喋しやべり続けるアヤカシ。……いた。そんなアヤカシが、いたような気がしないでもない。

　あれは、誰だれだったか。

「……東京二十三区を、五十音順に言ってみろ」

　何を、いきなり言うのだろうか。太た一いち朗ろうはそう思ったものの、隊長の言葉なので従うことにした。

「……足あ立だち、荒あら川かわ、……江え戸ど川がわ、江こう東とう」

「抜けてるぞ、あ行に二つ、か行に二つ。……か行はいいから、あ行は思い出せ」

「あ……はもうないですよね……い、い……ああ、板いた橋ばし！」

「もう一つ」

　まるで子供の会話だ。それは赤あか川がわと太一朗に共通する思いだったが、二人とも口には出さない。

「う、で始まる区はなかったし、えは、江戸川以外にないし……ああ、大おお田た区ですか！」

「……そうだ、大田だよ」

「それが、何か？」

　不思議そうに返す太一朗を、赤川は見ない。

　見ると、悲しくなってしまう。

「あの、隊長？　二十三区、もう言わなくていいんですか？」

「……ああ」

　赤川は、迷っていた。大田真さね章あきが赤川に伝えた言葉は二つある。一つは、太一朗を生かすためではあるが、おそらく効果のない手法。そしてもう一つ。

　自殺の方法。自らの意思があるうちに、自らの命を絶つ方法。これ以上アヤカシを殺せば、彼は死ぬ。自分の意思ではなく、〝鬼おに斬ぎり〟によって。その間に、彼はアヤカシを数人殺すだろう。

（今、現時点で山崎太一朗くんを殺せる者がいるとすれば、他ならない彼自身だ。……残酷なことを言う。それが、僕ぼくと僕の仲間たちにとって一番安全な選択肢だ。……おそらく、彼には〝死ぬ〟という自覚はあっても、〝死ぬ前に自殺〟という選択肢を自分で考えることはないだろうね。……赤川、彼に言ってみたらどうだい？　……もちろん、普通の方法で自殺することは今の彼にはできない。君にだけは教えておく。彼が、死ねる方法を。……それを彼に伝えるか否かの判断は、君に委ゆだねる）

「……山やま崎ざき」

「はい」

「死にたくは、ないな？」

「はい」

「そう、か」

　もう、何も言えなかった。だが、最後に一つだけ。

「……山崎」

　その時、病室の扉が叩たたかれた。扉が開いて看かん護ご婦ふが顔を出す。

「あの、こちらに山崎太た一いち朗ろうさんはいらっしゃいますか？」

「自分、ですが」

「木き島じまさんという方から、お電話が入ってますよ」

　何だろう、と太一朗は思ったが、木島から電話が掛かってきたことは不思議には思わなかった。今日、隊長に会いに病院に行くことは、木島だけではなく班の皆も知っているのだから。

「隊長、すぐ帰ってきます……話を、してください」

　自分の事情を知っている人と会話をする。それだけで、太一朗は生きていることを実感できるのだから。

「ああ」

　太一朗が出て行った後、赤あか川がわは何を話そうか考えていた。いや、言うべきことはあるのだが、それをうまく言葉にまとめることはできない。

　何とか文章にまとめた時には、既に十一分が経過していた。

　赤川は待った。

　一時間が過ぎた。

　赤川は上半身を起こして待った。

　山崎太一朗は、帰ってこなかった。




　戦う準備は整った。勝った時と負けた時の事後処理も、万全とはいわないまでも用意した。そして、誘おびき出す手段も不本意な奴やつの力を借りてなんとかなってしまった。今日だ。今日の夜、全すべてが終わる。生きるか死ぬか、殺すか殺されるか。

　渋しぶ谷やの六課に戻り、出かけた時よりだいぶ増えてしまった荷物を三階に隠すと、八や牧まきは優ゆう樹きと夏か純すみとちびが暮らしている場所である二階へと戻る。

（戻る。帰る）

　ここがいるべき場所のように感じている自分に、八牧は軽い驚おどろきを覚えていた。根無し草、定住する場所を持たずに生き、それこそが自分の生いき様ざまだと思っていた。ここにいたのは、自分のささやかな計画のため。

　飯を作ったのも、夏か純すみに付き合って人のうじゃうじゃいるような場所に行ったのも、そのため。

　ここは、自分のいる場所ではない。自分が〝帰る〟場所ではない。

〝帰る場所〟。そんなものはどこにもないのだから。

「………………」

　何の前触れもせずに扉を開けた八や牧まきが目にしたのは、左腕の切断面を右手で握り締しめながらソファーに座っている優ゆう樹きと、その両りよう隣どなりで騒いでいる夏純と未み知ちの姿だった。

「優ゆうさん、優さん、どーんと行くのよ、どーんと！」

「あー……うー……」

　八牧が入ってきたことにも気付かずに、二人は叫んでいた。いつもなら、ちびが早足で歩きながら自分の足に縋すがりついてくるのに。

「……おかえりなさい、八牧さん」

　その八牧に、最初に気が付いたのは優樹だった。肉が少しずつだが再生しつつあるその顔は、皮がなくとも苦痛に歪ゆがんでいることがわかる。

「あ、ヤマさんだ」

「うー……」

　未知が優樹と八牧を交互に眺めている。そして結局は、優樹の側そばを離れて八牧の足にしがみついた。いつもならそれを引ひき剝はがして優樹に投げ付ける八牧だが、今日は未知の首根っこを摑つかんで肩に乗せた

「………………痛いか」

「痒かゆい、です」

　優樹が摑んでいるその切断面からは、茶色と黄色が混じりあった液体が染み出している。どろりとしたそれは、腐敗した肉と鉄の臭においをわずかながら漂わせていた。優樹の足元には汚れた雑ぞう巾きんが何枚も敷かれており、夏純が新しいタオルを持ってきて優樹から出ているそれを拭ふく。

「これ、血じゃないわよね」

　夏純が当たり前のことを呟つぶやく。

「そうだな」

　血ではない。それはわかる。人間の解体経験が豊富な八牧は、人体から出る液体の色も味も臭いも知っているが、今優樹の左腕から出ている液体は彼の知識にはない。あえて近い物をあげるとしたら膿うみだろうが、これほど大量に出続ける膿など見たことがなかった。

　その切り口を摑む優樹の指に力がこもったの八牧は見た。優樹の力に押された肉から、さらに液体が滴したたり落ちる。

「握るな」

「そうしたいのはやまやまなんですけど、痒かゆくて痒くてしょうがないんですよ……」

「手を離して、見せてみろ」

　優ゆう樹きが、すっかり茶色くなった右手を離して左腕を八牧に見せる。それは、八牧が数日前に見た時の『まともな肉と骨の色』からまったくかけ離れたものだった。ぶちぶちという奇妙な音を立てながら、その見苦しい液体が流れ出している。

「夏か純すみ、焼け」

「は？　何を？」

　名前を呼ばれた夏純はそう言って八牧を見上げたが、優樹はすぐに理解して大きなため息をつく。

「……搔かくよりは、ましですか……」

　八牧の頭にしがみついて、心配そうに自分を見下ろしている未み知ちと目があった。こんな光景を見て、彼女は気持ち悪いとは思わないのだろうか。

「八牧さん、ちょっとみっちゃんをどこかに連れて行ってもらえませんか？」

　左手を八牧が切り落とした時、夏純に未知のことを頼んで連れ出してもらった。だが、今回は夏純に腕を焼いてもらうのだから、八牧に頼まねばならない。

「今夜は、こいつを預かってやる。焼いたところで、またそうなる可能性があるからな。二、三度焼き直す必要があるかもしれん」

　珍しいな、と優樹は思う。八牧が、言葉をちゃんと紡いでくれることに。八牧は言葉ではなく行動で態度を示す。言葉で何かを誰だれかに説明することなど、ほとんどない。彼が何かを説明する時は、必ず『食』に関することだ。

「八牧さん」

「食欲、あるか？」

　どうして、そんなによく喋しやべるのか。問い質ただそうとした優樹の言葉は、八牧によって遮られる。

「全然ないですけど、あの……」

「なら、食うな。夏純、焼く時はまず表面だけを炙あぶれ。そしてしばらく様子を見ろ。それでまだ茶っこいのが出てくるようなら、少し熱を高めて骨まで火を通せ」

　肉を焼く。字面だけを取れば『食』に関することかな。自分の腕だというのに、優樹はそんな馬ば鹿か馬ば鹿かしいことを考えていた。

「だーかーらー、あたしは何を焼くの？」

　不機嫌そうに、夏純が咥くわえていた煙草タバコを唇の上に立てる。

「あたしの腕」

「なーんだ、そんなことなら早くそう言ってくれればいいのに。で、右と左どっち？」

　あっけらかんと答えると、夏純は嬉うれしそうに右腕を回す。燃えるのを見ることが好きな夏純は、自分で燃やすことも大好きだ。

「……右は困るよ、ちゃんと動くんだから……あ」

　八や牧まきが出口に向かって歩いていくのを優ゆう樹きは見ていた。

「あ、行ってらっしゃい、ヤマさん」

　夏か純すみも、八牧の後ろ姿を見た。

「あー」

　八牧の肩の上にいる未み知ちが、振り返って優樹と夏純に手を振った。

「……夏純、優樹」

　扉を開け、精一杯背を屈かがめた八牧がその大きな口の中で呟つぶやいた。

「おやすみ」

　あまりにも小さいその声は優樹や夏純には届かず、すぐ側そばにいる未知にさえ聞こえなかった。




　入り口を壊すことなど造作もないこと。近くにいた人間たちは、殺した。殺した。殺した。普ふ段だんなら素手で殺すところだが、今回は武器を使ってみた。振り上げ、振り下ろす。それだけで、あっさりと死んだ。

　死体は喰くわなかった。あまりにも数が多すぎたから。虎とら司じが見たら、きっと怒るだろう。なぜ、喰くわないのに殺すんだ、と。

　殺したなら、喰わないと駄だ目めだ、と。

　違う。喰うために殺したわけじゃない。邪じや魔まだから。そこにいられると鬱うつ陶とうしいから。叫ばれたり、他ほかの人間を呼んだりするから。ただそれだけだ。それに少しくらい空腹の方が体が動く。飢うえていた方が、より攻こう撃げき的になれる。

　背中の荷物が動いた。自分が得物を振り下ろす音、コンクリートが砕ける音、骨の軋きしむ音、肉が潰つぶれる音、人が死ぬ時にたてる音。いくら暗くても、耳は聞こえる。そして周囲の暗さが、より恐怖感を煽あおるはず。

　なのに、背中の荷物は何も言わない。叫ばない。泣かない。鼻水や涎よだれを垂らして自分の髪の毛を汚さない。自分を恐れて逃げ出さない。

　ただしがみつくだけ。その呼吸がほんの少し速くなり、しがみつく力が強くなっただけ。そして、髪の毛の中に隠された自分の大きな耳を指先で探り当て、小さな指でそれをいじる。冷たくて、細い指。

　交わされる言葉などない。お互いの気持ちが通じ合っているわけでは断じてない。

　自分が彼女を連れている理由。それは間違いなく存在する。だが、彼女が自分についてくる理由がさっぱりわからない。わかろうとなど、思わないが。

　理由など、どうでもいい。今までも、これからも、そんなものは必要ない。

　百キロ以上ある荷物を持って、八牧は進む。一応、静かに殺したつもりだが、どうだろうか。また人間たちがわらわらと寄ってくるのだろうか。

　少々、殺し過ぎたかもしれない。これではたとえ自分が生き残ったとしても、今までのようには歩けなくなるかもしれない。気が付かないところに防犯カメラでもあってそれに映っていたとしたら、自分の正体などすぐに特定される。夏か純すみはともかく、優ゆう樹きは悲しむかもしれない。

　喰くうためではない人殺しをした自分を。

　別にいい。泣こうと悲しもうとどうでもいい。

　死ななければ。

　……だが、それはもう無理なのかもしれない。あの腕は、もう駄だ目めだ。左手を切り落として、それを潰つぶして燃やして川にばらまいて、それで終わるかと思っていたが、根はかなり深い場所にあったようだ。いっそのこと、肩から落とした方がよかったか。

　生き延びたら、そうすることにしよう。

「…………ちび」

「あー」

　すぐに返事があった。生きた荷物以外を、一いつ旦たん地面に下ろす。

「……俺おれは」




　くまさん。毛むくじゃらのくまさん。大きなくまさん。

　くまさんは、つぶした。ありをつぶすみたいに、人を。

　ばちゅって音が、たくさんした。

　ごちゅって音が、たくさんした。

　ああ、あれが。

　死ぬってことなんだなあって、思った。

　死んでしまえ、とか、うむんじゃなかった、とか。

　よくいわれた。

　いまはいわれない。

　くまさんも、赤と白の人も煙草タバコの人も。

　めがねの人も、杖つえの人も。

　だから。




　受話器を取ったことは覚えている。だが、何を言われたのか、断片的な単語しか思い出せない。ただ木き島じまを名乗って自分を呼び出したその相手が、木島でないことだけは理解できた。

　そこから先はどうでもいい。

　覚えているのは、『空うつろ木ぎ』『江え戸ど川がわ競艇場』『九月二十九日午前零時三十分』。

　それだけ。だが、今の自分には、それだけで充分だ。

　空木の名前だけは覚えている。あのアヤカシの名前を思い出せる。それが嬉うれしかった。

　普通に考えれば、おかしいのだ。病院に木き島じまを騙かたった電話が掛かってくることも、空うつろ木ぎの名前を相手が知っていることも。すべておかしかった。

　疑念を持つ。たったそれだけのことが、できなくなっていた。顧みることができなかった。だがどれほどおかしくとも、それにすがるしかない。前に何があろうとも、前に進まなければいけない気がした。

　そうでないと、死んでしまいそうだ。

　隊長には、悪いことをしたとは思っている。しかし、あの時戻っていたら、『何だった』と聞かれただろう。隊長には、噓うそをつき通すことができない。それがわかっていたから、戻らなかった。

　戻っていたら、どうなっていたのか。

　……それは、もう誰だれにもわからない。




　腕が、弾はじけた。

　彼の意思も、弾けた。




　八や牧まきは座っていた。周囲には潰つぶれた人間たちが数人転がっている。いったい、何人潰したか。三人目から数えるのをやめたので覚えていない。

　正面玄関が見える場所。薄うす暗ぐらい江え戸ど川がわ競艇場の階段に腰を下ろしていた八牧は、肩の上にいる未み知ちの気配を感じていた。彼女の胴と自分の首を紐ひもで縛しばって結び付けても、やはり彼女は何も言わない。

　敵を待ち受ける準備を始めても、やはり何も言わなかった。

　血と肉がこびりついたメインの得物は傍らに置いてある。腰に購こう入にゆうした斧おの二本を差し、一本は左手に持った。そして、右手には。

　最後の確認の途中で、〝敵〟の気配を感じた。

　約束の時間より遅いのか早いのか、時計を持たない八牧は知らない。

　首筋の毛が、いや、全身の毛が逆立っていく。その毛の一部を、未知の手が摑つかんだが、その感触を八牧が感じることはない。

　すべての意識は、彼の敵に向けられていた。

　人にしてはそれなりに大柄な男。右腕から〝童どう子じ斬ぎり〟を生はやし、生きた死人の目でこちらを見ている。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろう、というらしい。

　その瞬しゆん間ん、八牧は彼の名前を忘れた。殺す人間の名など覚えなくともいいのだ。

　もはや人間ですらない、あんな兇きよう人じんの名など。




　八や牧まきが立ち上がったその瞬しゆん間かん。

　九月、最後の日が始まった。
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　二人で、焦こげた肉を見ていた。肉を焼いた臭においが、まだ部屋に残っている。

「優ゆうさんって、焼くとこういう臭いがするのね。あたしが水被かぶってじゅうじゅういう時と、あまり変わらない気がする」

「そりゃあねえ……」

　優ゆう樹きの左ひだり隣どなりに座っている夏か純すみは、煙草タバコをふかしながらラジオを聞いている。その視線が向いている先は、優樹の左腕だ。その先端に本来あるべき左手はもはやない。丸い切断面は、薄うっすらとではあるが黒く炭化している。

「痛い？」

「痛い……というか、痒かゆい」

　この黒い焦こげ目を削けずったら、いったいどうなるのか優樹にはわかっている。自分のものとは思いたくない、嫌な色をした体液が出てくるのだ。肉体の制御を試みてはいるのだが、うまくできない。

「我慢してよ、今日はじーっと見てるから、あたし。優さんが搔かいたら、またこんがりと焼いちゃうわよ、そりゃあもう！」

　無邪気な笑顔を見せる夏純に、優樹は頭を抱えたくなった。夏純は何であろうと『燃もえる』ことと『燃やす』ことが大好きだ。それが優樹の皮ひ膚ふであろうと、その情熱が変わることはなかった。夏純は「ちまちまいかずに一気に燃やそうよ、優さん！」と主張したが、火を通される優樹の方はたまったものではない。何とか説得して、表面を軽く熱する程度で夏純には妥協してもらった。

　しかし数時間後にまたあの液体が出たことで、夏純は熱心に「もっとよく燃やそう！」と言い始めてしまった。しかたがないので優樹も了承したのだが、皮膚が黒く炭化するほどの熱を加えられてさすがに痛い。痒いよりはましなのだが。

　それはともかく。

「……何でそんなに元気なの、夏純ちゃん……」

　ここまで嬉うれしそうな夏純を見るのは、優樹は久し振りだった。

「燃やすのは楽しいもの。……でも肉って火が点つきにくいものなのね、ガソリンでもかけたらもっとよく燃えると思うんだけど、買ってこようか？」

「いらない……あ、包帯まだある？　ちょっと巻いて」

　これ以上晒さらしておくと、夏純に骨の髄ずいまで燃やされてしまいそうだ。

「はーい」

　夏か純すみが左腕の先端を不器用に、そして容赦なくぎりぎりと縛しばり上げるように巻く。痛いことは痛いが、その痛みが痒かゆさを消してくれる。

「よいしょーっと！」

　その夏純の元気な掛け声と、ぱり、という音が重なった。

「あ……」

　焦こげた皮ひ膚ふが割れ、そこからまたねっとりとした茶色の液体が染み出してきた。夏純があまりにも強く優樹の腕を締しめ上げたため、炭化した皮膚が圧迫されてしまったようだ。

「出ちゃったわねえ、優ゆうさん！　さ、今度こそどーんと燃もやそ、どーんと！」

「出ちゃった、じゃなくて、出しちゃった、でしょうが……。いいよ、表面だけ焼いてくれれば。後は放っておくから」

「えー、骨まで火を通さないのー？　通そうよ、優さん」

「……嫌だ」

　八や牧まきもだいぶ容赦ないが、『燃やす』ことに関しては夏純も残酷なまでに容赦しない。

（それにしても……）

　八牧は未み知ちを連れてどこに行ったのだろう。そろそろ日付が変わる頃ころだから、もう寝ただろうか。もはや夏は過ぎ去って、完全な秋の夜だ。それなりに冷え込む。未知が一緒なのだから屋上で寝てはいないとは思うが、八牧のことだ、少々心配である。

「ああ、もう九月三十日なんだねえ……」

　自分は、十月になったらあの未知の両親を捜すと決心した。たとえ顔がまともにならなくともだ。そう決心した時より肉体の状況はよくなったとはいえないが、自分が五体満足になるのを待っていたら、今年が終わってしまう。

（……ちゃんと警けい察さつに行かないと……）

　そう考えてから、自分も一応は警察組織に属していることを他人ひと事ごとのように思い出す。そういえば、赤川は元気だろうか。左手を切断する前に、電話くらいかけておけばよかった。この左腕が快方に向かったら見舞いに行こう、などと考える。

「優さーん、焼くわよー。心の準備はいいですかー？」

　夏純が右手を開閉させながら、優樹の左腕を見ている。相変わらず嬉うれしそうに笑っていた。

「……ちょっと待ってね」

　深呼吸を一つしてから、左腕を見る。膿うみなのか何なのかわからない汁が、焦げた皮膚の裂け目からじくじくと染み出している。自分の体の中に、こんな液体が入っているのかと思うと少々気持ちが悪い。

　これがまだ血であれば、まだ気が楽だったろうに。そんなことを考えている自分に、優樹は苦笑した。自分がこの二十数年の間に流した血は、いったいどれほどの量なのか。今さら量ることはできないが、体内に流れる総血液量は軽く凌りよう駕がしているだろう。何度か死んでいてもおかしくないほどに。

「ねえー、まだー？　早くどーんと燃もやそうよー」

　笑いながら苛いら々いらするという奇妙な態度をとる夏か純すみに、優ゆう樹きはあきらめ顔で左腕を突き出した。その膿うんだ傷口に、夏純が手を翳かざす。

「いくよー」

　その熱は、言葉と共に来た。夏純の大おお雑ざつ把ぱな性格とは裏腹に、左腕を焼く熱は微妙に加減されており、いきなり真っ黒に燃え尽きて灰になる、ということはない。ただ、じりじりと肉が変色していく様を見るのは優樹にとっては少しつらかった。だが目を逸そらすこともできない。

「あはは、焦こげてる焦げてるー！」

　自分の腕を焼きながら楽しそうに笑う夏純に、優樹は何と言っていいのかわからなかった。




　八や牧まきの雄お叫たけびが、薄うす暗ぐらい江え戸ど川がわ競艇場に響ひびき渡る。非常灯がうっすらと照らす自分の敵を見み据すえながら、八牧は低い体勢で突進する。肩の上のちびはちゃんと耳を塞ふさいでいただろうか。吶とつ喊かんと突貫を同時に行ないながら、一いつ瞬しゆんだけそんなことが八牧の頭をかすめた。

　敵。山やま崎ざき太た一いち朗ろうの右腕が上がったかと思うと、その二の腕から五本の〝枝〟が飛び出した。大音おん声じようをもって人間の鼓こ膜まくを震わせ、脳を一時的に朦もう朧ろう状態に陥れる自分の雄叫びは、この人間外には通用しないようだ。

（……つまりは、人殺しの常識も当てはまらんか）

　どこか冷静に考えながら、八牧は自分に向かってくるそう太くはない枝を避よけることもなく前に進む。だが、毛深く太い両腕を胸に引きつけて腹と胸をガードすることを八牧は忘れなかった。

　八牧の頑がん丈じような肉体の中で、腹は比較的柔らかい場所である。彼の腹は脂肪だけのように見えるが、しっかりと筋肉の鎧よろいを構築していた。だがそれでも、重要器官がある腹部をあの〝枝〟で貫かれたら、筋肉を収縮させて止めることができるかはわからない。

　だから八牧は腕でカバーするのだ。そしてもう一つ狙ねらわれて困る場所、頭部には。

　人間がしがみついている。

〝鬼おに斬ぎり〟は、アヤカシを殺すためだけに存在する武器。すなわち、人間を殺す力はない。より正確に言うならば、殺すことができないのだ。

　その理由を、八牧は知らない。だが、理由ではなくそれがもたらす結果の方が八牧にとってははるかに重要なことであった。

　五本の〝枝〟のうち、三本は八牧が構えていた腕に刺さる。たいした痛みではない。毛で覆おおわれたその腕に、〝枝〟は数センチしか食い込むことができなかった。そして頭部に伸びた二本は。

　戸惑ったように動きを止めた。

「うおおおおおおっ！」

　亀のように縮ちぢまっていた八や牧まきは、斧おのを持った左腕を振り上げた。太た一いち朗ろうの右腕が動くのが見えたが、それが八牧に届く前に。

　八牧の斧が太一朗の首を狙ねらっていた。

　片腕とはいえ、突進と振り下ろす力、そして斧自身の重さを考えれば、首の一つや二つ簡単に切断できる。

　そのはずだった。

　太一朗の右腕が上がり、斧の進行方向に割り込んでしまった。それに八牧は気が付いたが、自分の力を考えればこの腕をぶった斬ぎっても斧の勢いは止められない。

　しかし八牧はすぐに、この兇きよう人じんが自分の想像以上の力を持っていたことを思い知ることになった。

　斧が、太一朗の右肘ひじに食い込む。それを切断するはずだった斧の、木でできた柄えがあっさりと折れた。それでも斧の鈍い刃は、太一朗の右腕に残ることになった。

　血も出ない。肉も弾はじけない。骨も断てない。そんな結果を残した。大きな刃は、肘三分の一のところ、骨に達したところで止まっている。闇やみの中、八牧はその腕に視線を走らせた。

　黒ずんだ骨、どこか乾いているように見える生々しくない肉。どこに体液が流れているのか、不思議なほどに、乾いた兇人の内部。

　そんな観察をしていたのは、本当にわずかな時間。

　左手に残った斧の残ざん骸がい、尖とがってしまった柄の先端を太一朗の肩口に突き刺す。今度は刺さることもなく、その肉に弾かれて短くなった柄はさらに短くなった。

　ここで、八牧は一つの結論に至る。人間が使うような普通の武器では、八牧の膂りよ力りよくとこの兇人の肉体に耐えられない。たいしたダメージを与えられることもなく、簡単に破壊されてしまう。

　ならば頼れる物は、知恵と肉体とあと一つ。

　いや、二つ、か？

　八牧が両腕を太一朗の頭部に伸ばしたのと、太一朗の右肘が八牧の胸に向かって打ち込まれたのは、ほぼ同時。

　しかし八牧は咄とつ嗟さに左脇を締しめて、下から捩ねじ込まれた太一朗の肘打ちを受け止める。その右肘には、先ほど八牧が食い込ませた刃がまだ残っていたが、攻こう撃げきと防御の衝しよう撃げきであっさりと刃こぼれを起こし、大きな音を立てて地面に落ちた。

（……こいつ、どこまで知恵が残っている？）

　八牧の頭を、そんな疑問がよぎる。

　太一朗の肘打ちは、間違いなく八牧の心臓を狙っていた。圧倒的な身長差がある中、やや踏み込みながら、しかも自らの肘ひじに刺さったままの刃さえ利用した抉えぐるような肘打ち。ただ、自分を殺すことしか考えられない人間外の生き物に、こんな知恵があるのだろうか。

　だが、それでも現状は八や牧まきが有利だった。右腕で巻き込みながら太た一いち朗ろうの頭部を引き寄せ、髯ひげの中に隠された大きな口を開ける。

「あうー！」

　揺れる頭の上で未み知ちが叫んだが、そんなことに気を向けている暇はない。

　その間に太一朗の左拳こぶしが八牧の腹に三発入った。肝臓辺りを狙ねらったようだが、その拳の衝しよう撃げきは八牧の大きな腹に阻はばまれて内臓にまでは届かない。

　そして八牧の歯が太一朗の脳天に食らいついた。髪の毛が、口の中に入る。もっとも今の八牧の歯は、人間を嚙かみ砕くようにはできていない。別に歯で頭を攻撃することが目的ではないので一向に構わないが。

　八牧は、自分の胃の中に入れた液体を吐き出すために出っ張った腹を引っ込めた。大きく波打つその腹に、太一朗の右腕から生はえた〝枝〟が刺さる。

（こいつ……やはりそれなりに知恵があるな）

　呼吸する瞬しゆん間かんを狙う。それは効果的な攻撃手段の一つだ。元の人間である山やま崎ざき太一朗に戦いに関する若干の知識があり、〝鬼おに斬ぎり〟によって突き動かされている現在も、意識的か無意識かは知らないが、その知識を使用している。

　少々厄やつ介かいかもしれない。

　だが、その程度のことで八牧の腹は破れない。それに、今腹に衝撃が加わるのはいっそ望むところであった。

「ぶはあああああぅぅっ！」

　奇妙な声を上げながら、八牧はそれを吐き出した。胃液の混じったそれは、独特の臭においと特性を持つ液体。味は最悪。悪食と言われる八牧であるが、これを飲み込むのには少々の覚悟と結構な苦痛を必要とした。

　それは、ガソリンであった。

　八牧の口の下には、太一朗の体がある。

　舌の上を、味わいたくない液体が逆流していく。胃液に唾だ液えきを足した八リットルほどのガソリンが、太一朗の頭部、髪、服、体にじわりと、そして急速に染み込んでいく。胃の内容物全すべてを吐き戻すと、八牧は素早く今まで握っていた右拳を開いた。

　そこには、銀色に輝く真新しいジッポのライターがあった。頑がん丈じようで、そして、夏純がいつも使っていた物と似たライター。親指で蓋ふたを開き、すぐさま着火、そして。

　太一朗の頭から口を離し、火を近付ける。その後すぐに、わずかに開いていた太一郎の口に、火が点ついたままのライターを捩ねじ込んだ。

　炎。

　人も、アヤカシも、その前では灰かい燼じんに帰す。

　最初に燃もえ上がったのは、太た一いち朗ろうのそう長くはない頭髪。ちりちり、などという穏おだやかな音はしなかった。

　髪が燃える臭におい。布が燃える臭い。人の肉が燃える臭い。

　それらの臭いを、八や牧まきの鼻は捉とらえられない。自らが吐き戻したガソリンの臭いに鼻が馬ば鹿かになってしまっていた。

　太一朗の体を包むガソリンに引火し、彼の体が火だるまになるのに時間はかからなかった。

　暗いその場所で、オレンジ色のその炎だけが異様なまでに映えている。

「…………ふー……」

　未み知ちが小さな声を上げる。人の姿をしたものが突然燃え始めるというのは、子供にはトラウマになるかもしれない。だが、むろん八牧はそんなことを心配するようなアヤカシではなかった。

　右足で太一朗の腹の辺りを蹴けり上げ、八牧は後退して距離を開く。

　太一朗はよろめきこそしたものの、自分が燃えていることにまるで気が付いていないようだった。勢いよく燃えているというのに、ただ敵である八牧を求めて前進する。その口から変色し、変形したライターが落ちた。

　伸ばされた右腕から生はえる〝枝〟は、生える側から燃え尽きていた。

　馬鹿だな、と八牧は思った。そして階段の下に置いてある得物を取り上げる。

　それは、一メートルの柄を持つ鋼鉄製のハンマーだった。〝ハンマー〟という名称だけはまともである。それ以外はまともではない。重量百二十キロ。その頭についている鉄の塊と来たら、尋常ではない大きさといかにも粗そ製せい濫らん造ぞうというような凸凹な形をしている。誰だれかが持って振り回す、などということは考えに入れられていないほど、バランスの悪いハンマー。

　こんな物を力で振り回し、なおかつ実際の戦闘に用いることができる人間はいない。

　それを、八牧はまず片手で持ち上げた。続いて両手で柄えを握る。滑り止めのために巻いた布切れの具合を確かめると、ゆっくりと未知の乗っていない右肩に乗せる。

　ガソリンの臭いの中に、肉ではなく木の焼ける臭いが混ざり始める頃、八牧は今夜二度目の吶とつ喊かんと突貫を敢行した。




　江え戸ど川がわ競艇場の対岸、荒あら川かわと中なか川がわの間にある高速中央環状線。その下に、片かた倉くら晃こうはいた。頭上の道を通り過ぎていく自動車の音と、川が流れる音。その二つ以外には、ごくたまに背後の道を人が通る気配を感じるのみ。

　結局、晃は鈴すず香かの忠告を受け入れられず、こうして山やま崎ざき太一朗の動向を探っている。

　その価値は果たしてあったのかなかったのか。少々複雑な気分だ。

　あの競艇場の中で、戦せん闘とうが行なわれているのはわかる。〝童どう子じ斬ぎり〟が動いている気配、そしてそれを真っ向から対たい峙じしているアヤカシの気配。晃こうの持つ〝鬼おに斬ぎり〟を通して恐ろしいほどに伝わってくる。

　山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、死ぬのだろうか。

　それとも、対峙しているアヤカシが死ぬのだろうか。

　どちらにしろ、今の晃には何もできない。割り込む実力もなければ、その気もない。ただ待つことしかできなかった。

　だから、そのアヤカシの気配に気が付くのが遅れてしまった。

「こんばんは、少年」

　そう声を掛けられた時、晃は瞬しゆん時じに〝鬼斬り〟を包む布袋を取り去り後方に飛とび退すさった。

「こんばんは、と言われたら、とりあえずはこんばんは、と返したらどうかな、少年。一応、僕ぼくは君に挨あい拶さつをしている。挨拶には挨拶を返すのが、礼儀というものじゃないのかな。もっとも君が無礼者になりたいというのなら、あえて止めはしない。胸を張って無礼者になればいい。世の中には、にこやかに挨拶をして『さてこの人は誰だれだろう、知り合いだっただろうか』と記き憶おくの糸を辿たどっているうちに、後ろ手に隠した刃物を取り出して『命が惜しければ金を出せ』などという不ふ逞ていを働く輩やからもいるだろう。しかしそのような人間たちと僕を一緒にされるのは、少々心外ではあるね。人……僕は人ではないが、ここでは人相という言葉を使おう。僕は見ただけで『ああ、こいつは不逞なる輩だ』と思われてしまうほどの人相をしているのだろうか？　目つきが悪いとは言われるが、人相が悪い、とはまだ言われたことがない。どうかな少年？　僕の人相は悪いかな？　……ああ、君は少年なのに、少年らしからぬ人相をしているね。何をそんなに眉み間けんに皺しわを寄せているのかな？」

「……これは生まれつきです」

　いきなり現われて、いきなり脈絡のない話をされ、晃は多少なりとも混乱してしまった。何とか自分を取り戻した時に眉間に言及されたため、ついつい反論してしまう。そのため、この眼鏡めがねをかけた細い男が言った台詞せりふの内容の大半を聞き逃してしまった。

「ああ、生まれつきか。しかし、先天的なものとはいえ、一生ついて回るものではないよ。それが自身にとって好ましくないものであれば、改善する努力をすればいい。眉間の皺、それは改善すべきものだよ。不機嫌そうに見える。他者が君を見て『この人はいつも不機嫌だなあ』などと思うかもしれない。勝手に思わせておけばいいかもしれないが……」

「あの、すいません。少し黙ってくれませんか？」

　放っておいたらいつまでも自分だけで喋しやべっていそうな男の言葉を、無理やり遮る。……そうだ、この男はアヤカシ。かつて警けい視し庁ちよう刑事部捜査第六課に所属していた、大おお田た真さね章あきだ。頭はいいが、とにかく意味のないことを延々と喋り続けるアヤカシ。波斯ペルシヤの霊鳥シームルグ。

　自称、傍観者。

「君は、僕に黙ってくれませんか、と言った。いきなり命令形で怒鳴りつけられるよりは、はるかにいい気分だ。僕ぼくの友人の中には、僕がまだ何も喋しやべらないうちから『黙りやがれこんちくしょう！』と叫びつつ、僕に殴りかかってくる若人もいるからね。では、僕は君の意思を尊重して、これから少しの間沈黙するが、いったいどれくらい黙っていればいいのかな？」

　よく喋る、という話は知っていたつもりだが、これほどとは思わなかった。とにかく晃こうは、現状を把握しようと頭の中で考える。

　なぜ大おお田たがここにいるのか。そしてなぜ自分に話し掛けたのか。大きな疑問は、この二つ。どうして意味のなさそうなことを喋るのか、そんなに一気に喋って口や喉のどが疲れないのか、などという疑問は、この際どうでもいい。

　彼がここにいる理由。それは想像はつく。自分と同じく、〝童どう子じ斬ぎり〟を見るため。見てどうするかという目的は違うだろうが。

　自分に話し掛けてきたのは……まさか、話し相手がいなくて寂しかったから、だろうか。そんなわけはないだろう。彼は、自分が誰だれだか知っているのだろうか。クロスブリード、三角の一角。キマイラの片倉晃こうであることを。

　知っているわけがない、という願望と、もしかしたら知られているかもしれない、という不安がせめぎ合う。

「……いくつか質問しても、よろしいですか」

「構わないが、まずはその〝鬼おに斬ぎり〟を構えるのをやめたらどうかな？　君はそれを完全に制御しているみたいだが、斬られたら痛そうだからね」

「あなたが、僕ぼくの敵ではない、という保証がありますか？」

「いや、まったくもってない。僕が目指しているのは、誰の敵にもならず、誰の味方にもならないこと。これはある意味、誰の敵にもなる可能性も秘めているわけだ。だから、僕は君の敵ではないという証明ができない。そして君もまた、僕の敵ではないことを、僕に対して証明できるのかな？　この調子で会話を続けていると、平行線になってしまうが」

　闇やみの中、腕を組んで立っている大田は、晃に対して何の構えも敵意も見せてはいない。だが大田の戦せん闘とう能力がどの程度かわからない以上、どんな態度を取られても晃としては警けい戒かいを解くことはできなかった。

　しかしこのままでは、大田の言う通り話は平行線になる。

　そして、譲じよう歩ほすべきなのがあからさまな武器を持ち、それを構えている自分にあることも晃は理解していた。

　晃は落とした布袋を拾い上げると、その中に自分の武器を納めた。利き手ではない左手に持ち替え、先端を軽く地面に着けてすぐには構えられないようにする。

「君の誠意に敬意を表そうかな。僕の名は大田真さね章あき。君とはこの場限りの出会いで二度と会うことはないかもしれないが、名乗っておこう」

　名乗られた以上、自分が名前を言わないのは礼儀に反する。晃が逡しゆん巡じゆんしている間に、大田の言葉は続いた。

「僕ぼくが名乗ったからといって、君も絶対名乗らなければいけないわけではないさ。名前を教え合う、これは他者との関係を築くにあたり、必要なことだ。名前がわからなければ、代名詞で呼ばなければならない。それで円滑な関係が結べるだろうか？　それは否。だが、僕と君が円滑なやりとりをする必要が必ずしもあるかというとそうではない。僕は君のことをただ少年と呼ぶから、君も無理して名乗ることはないよ。少年、が嫌なら、先天的に眉み間けんに皺しわを寄せた〝鬼おに斬ぎり〟を持った少年、ということになる。どうかな、先天的に眉間に皺を寄せた〝鬼斬り〟を持った少年？　もう少し君を形容する表現を付け足そうか？」

「……いいです、少年で」
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　晃は決して短気な方ではない。自分でもそういう自信はあった。しかしこの大田真章の長い言葉の羅ら列れつを前にして、多少なりともいらついてしまった。

　何を考えて、これほど彼は喋しやべるのか。……こうして自分をうんざりさせて、油断させるつもりなのか。意図がまったく摑つかめない。

「少年、疲れてしまったのかな？　その顔は、ああ、どうしてこいつはこんなにもよく喋るのだろう、最終的に何を言いたいのだろうか、なぜここにいるのだろうか、自分のことをどれほど知っているのだろうか、自分に対して何の思惑があって話し掛けるのだろうか、このアヤカシは自分の敵なのだろうか……そういう疑問がいっぱいの顔だ。どうかな、当たらずとも遠からずかな？　それとも満員御礼大当たりかな？」

　ふざけている、からかっている。そういうニュアンスは、大おお田たの言動には微み塵じんも感じられない。彼は至って真剣だ。そして、彼は的確に自分の心情を見抜いている。それなのに、自分は彼が何を考えているのかわからない。

　飯いい田だや、あの〝童どう子じ斬ぎり〟と相対している時とは別の恐怖が、晃こうの中に沸き起こった。

「おや、君はどうしてそんなに汗をかいている？　今日は少し冷え込むくらいじゃないか。まあ君が緊きん張ちようしているのはわからなくもない。今、君が僕ぼくに抱いているのは、ある種の恐怖だね。相手のことがわからない、かといって逃げるわけにもいかず、意味もなく殴りかかるわけにもいかない。後にも先にも行けない以上は、こうして相対するしかないわけだ。不思議なものだね、言葉もまた他者との関係を円滑にするはずのものなのに、僕が喋しやべれば喋るほど、君は僕に対して警けい戒かい心しんを高めてしまう。そう、ここに僕を嫌う若人が入れば、彼はこう言うだろう。『お前が黙りゃいいんだよ、鳥とり頭あたま！』と。そういうわけで、少し黙ってみようか」

　突然の沈黙。

　今まで耳に否応なしに飛び込んできていた言葉の洪水が、噓うそのように収まる。安あん堵どする、と同時に、また不安になった。

　本当に、逃げ出したい気分だ。敵意のまったく感じられない相手、とても強者には見えない相手に、自分がこれほどの恐怖を感じるとは。

「……あなたは」

　そう搾しぼり出した声が驚おどろくほど掠かすれていた。

「あなたは、いったい何を考えていて、僕に何が言いたいんですか？」

　晃は、大田に対する質問のしかたを、当然だが知らない。だからこのような抽象的な問いが、大田の延々と続く長い長い話のきっかけになっていることなど、わかるわけがなかった。

「何を考え、何を言いたいのか、か。ずいぶんと短絡的で直ちよく截せつ的で、それでいて、非常に曖あい昧まいな問いだね。君は、それを、この僕に、そう長くはない文章で表現してほしいのだろう。それが、この僕に可能だと思っているのかな、君は？　少々気が立っていて、あまり機嫌のよろしくないこの僕に、あまり言葉を紡ぐな、と？　それは漢字二文字で表現するなら、『無理』の一言だね。……ああ、今のはなかなかに短い、簡かん潔けつな表現だ。僕にしてはかなり珍しいことだよ、少年？」

「……僕は、今あなたに恐怖している」

　それは、事実上、晃の敗北宣言であった。だが、反はん撃げきの狼煙のろしでもある。ここまで回りくどく言葉を吐き出す相手に、自分ができること。率直に、自分の言葉を述べる。自分の持つ情報を隠しつつも正直に対する。これが一番効果があるのではないか。晃はそう考えた。

　そして、彼の考えは、正しかった。

「どうしてあなたがこんなにもよく喋るのか、何を言いたいのか、なぜここにいるのか、自分のことをどれほど知っているのか、自分に対して何の思惑があって話し掛けるのか、このアヤカシは自分の敵なのだろうか。あなたの言うとおり、僕ぼくはあなたに対してそう思っている。なら、あなたも僕に対してそれと似たようなことを考えているのではないのか？　あなたは僕の表情を読んだわけではなく、『自分がこう考えているから、彼もこう考えているのではないか？』と思ったのではないか？」

　五秒間の沈黙の後、大おお田たは組んでいる腕を解く。思わず体勢を低くする晃こうだったが、大田の手は大田自身の胸の辺りにもっていかれただけだった。そして、ぽん、と音がしてその掌てのひらが合わされる。一秒間隔で、その音は五回鳴らされた。

　それが大田なりの拍手であることに、晃はしばらく気が付かなかった。

「いや、僕と初対面で、そしてその若さで、よくここまで頑張った。君にはわからないだろうが、僕はなかなか感動している。ここに落花生十キロと納豆二箱があったら、僕は喜んで落花生五キロと納豆一箱を君に贈ぞう呈ていしていただろう」

　大田は再び腕を組むと、ごく普通の速度で晃の方に歩み寄った。もう晃は構えたりしない。ただ大田の動向を見つめるだけだ。

「僕と初めて会話をした者、アヤカシでも人間でもそうだが、相手の方から話を打ち切ろうとする。お前は何が言いたい、何を考えている、わからない。そう言って、逃げてしまう。頑張る者もいるが、とかく僕との対話を嫌がるわけだ。再会すると、僕を避けようとする。だが君は、この僕と、この状況で、ここまで会話を続けた。そんな君に敬意を。たとえ君が誰だれであろうと、何であろうと、僕は君のことを忘れないよ」

　そう言って三メートルほど離れた横に立ち止まった大田真さね章あきを、晃は見た。眼鏡めがね越ごしではなく、横から彼の瞳ひとみを見つめる。

　猛もう禽きんのような鋭い目、それが笑っているような怒っているような感情を湛たたえていた。

「君は、あの二人を見ているのだろう。〝童どう子じ斬ぎり〟に寄生された人ではない人、そして、それと戦うアヤカシを」

「はい」

　もう腹の探り合いはやめよう。晃はそう決心して、視線を大田ではなく江え戸ど川がわ競艇場に向ける。この距離と闇やみでは、何も見えない。ただ、今も二つの異なる気配を強烈に感じる。

「僕はね、少年。彼らを傍観しに来たんだよ。どちらかが間違いなく死ぬ、この状況を。片方は、死を見届けたい人間だった。もう片方は、僕の仲間。できれば、どちらにも天てん寿じゆをまっとうしてほしかった」

「……あなたは、どちらかに手を貸そうとは思わないんですか？」

　傍観者。大田がそう呼ばれる由縁を、晃は少し知っている。口は出すが、どんな状況にも手を出さずにただ見ているだけだから。

　何があろうと、ひたすらに〝見る〟だけ。

「あなたの仲間に手を貸したら、彼は死ななくてもすむんじゃないんですか」

「君のいうことは正しい。僕ぼくが口以外のものを出したら、どちらも死なない」

「なら」

「死なないだけだ」

　晃こうの言葉に、大おお田たの強い口調が割り込んだ。

「死なないだけ。どちらかが必ず死ぬはずだったのに、どちらとも生き残る。その結果、何が起こるのか？　僕が介入した結果に何が起こるのか？　僕にはそれがわかるようでわからない。彼らが死ななかった代わりに、他の誰だれかが死ぬかもしれない」

　大田は、目の前にある中なか川がわの流れに視線を向ける。

「この川は流れている。いろいろと人の手が施されているが、それでも流れている。この流れは、時たま変わる。だが、それは誰かの手や意思によるものではなく、自然の流れだ。その流れを捩ねじ曲げれば、どこかに必ず歪ゆがみが生じる」

「歪みは、既に生まれています。その歪みを正しく直す行為を、あなたは否定しますか。歪みを放置しておけば、それはまた大きくなる。その歪みがあなたを蝕むしばんでも、あなたはやはり傍観を続けるのですか」

　大田というアヤカシの『傍観』は、晃には受け入れ難いものだった。何かをするのが怖いから、何もしないだけではないのか。

　そしてそれ以上に許せないのは、彼が彼の『仲間』を見捨てていることだ。仲間、同胞。それ以外に拠より所どころをもたない晃には、それらの危機を放っておく大田の心理は否定すべきものだった。

「ああ、僕は僕が死ぬその瞬しゆん間かんまで、傍観者であり続けたい」

「なら、僕が今ここであなたを殺そうとしたら、あなたは黙ってその流れに従い、僕に殺されるのですか」

　そう言う晃に、本気で大田を殺す気などはない。だが、それでも晃は言わずにはいられなかった。時間にしてはそう長くはない、言葉にすればほぼ一方的な会話の中で、晃は大田の一言にひどく心を揺さぶられた。

　たとえ君が誰であろうと、何であろうと、僕は君のことを忘れない。

　大田が何を考えてその言葉を放ったのかは知らないが、晃には、その言葉が嬉うれしかった。

　やがて、忘れ去られてしまう身のキマイラとして。

　だから、よけいに大田の言葉を聞き逃すことができない。自分の心をほんの少しでも動かした存在が、同時に自分にとって許しがたい存在であることは。

「その流れから、逃げる。……僕は、君に立ち向かわず、君から逃げる。君がどんなに足が速くとも、そして君がどんなに執念深く追いかけても、ね。僕は逃げる。僕は、ずっと逃げ続けているんだよ、少年。僕の命が終わるその瞬間まで。僕は傍観者であり、そして」

　大おお田たは川から対岸に視線を移す。

「逃亡者だ」




　体がゆれる。

　上と下にゆれる。

　くまさんが、くまさんより小さいけど、大きな火の人に、

　大きなものを落とす。

　くまさん、くまさん。

　あなたはくまさんなのに、どうしてそんなにあばれるの？

　くまさんだから、たくさんたくさんあばれるの？

　まるで、あたしみたい。

　ぶたれて、けられて、おしつけられて。

　がんばった、がまんした、だめだった。

　くまさん。

　毛むくじゃらのくまさん。

　いっしょに寝てくれたくまさんは、くまさんよりとても小さかった。

　そのくまさんは、もえちゃった。

　ねえ、くまさん。

　くまさんは、もえないで。

　くまさんは、もえないよね？




　最初の一いち撃げきは、横からいった。太た一いち朗ろう自身の体重より重いそのハンマーと、八や牧まきの体重と腕力が合わさり、火に包まれた太一朗の体はだるま落としの輪が抜けるような勢いで吹っ飛んだ。江え戸ど川がわ競艇場の階段に叩たたきつけられた彼は、階段を破壊しながら、燃もえ続けながらも、ふらふらと上半身を起こす。

　その下半身、ガソリンが染み込んでいない足の裏、火が到達することができなかった足の裏から、〝根〟が三本生はえる。

「どおりゃああああああ！」

　今日、三度目の吶とつ喊かん。

　八牧のハンマーが、三メートルの高さまで差し上げられ、そこから振り下ろされる。

　階段が粉砕し、太た一いち朗ろうの両膝ひざから下が潰つぶれた。そこに、さらに振り上げ、振り下ろす。

（……火力が足りなかった、か……）

　ガソリンによる着火、その隙にハンマーでもって兇きよう人じんの肉体を粉々になるまでひしゃげさせる。それが、八牧の目論見ではあった。

　確かに、燃もやされることによって、兇きよう人じん、正確にはその体内にある〝童どう子じ斬ぎり〟は怯ひるんだ。だから、まずは再生力の元である〝根〟が生はえる足を潰つぶしたのだ。

　それなのに。

　骨は砕け、肉は潰れ、皮は弾はじけた。血が出ないのはわかっているから、今さら疑問はもたない。だが、そのひしゃげて欠片かけらになった太た一いち朗ろうの肉体は、すぐに細い細い〝根〟によって欠片と欠片が繫つなぎ合わされていく。

　八や牧まきがハンマーを構えて、振り下ろす、一秒にも満たない時間の間に。

　ここに飯いい田だがいれば、その再生力が自分が戦った時と比べてはるかに速くなっていることに気が付き、驚きよう愕がくしたことだろうが、ここに彼はいない。

　誰だれがいても、驚おどろき、慄おののき、〝童子斬り〟をその身に宿した人間外の人間に恐怖しただろう。

　だが、それでも、八牧は逃げることができない。

　逃げる気など毛頭ない。

　今度は、ハンマーを振り下ろす先を変える。再生力を断てないなら、その大元を粉砕する。

　すなわち、頭部。

　髪の毛はほぼ燃え尽き、その皮ひ膚ふを未いまだ焼き続けている火。その上に、ハンマーを落とした。

　砕けたのは、階段だけだった。

「避よけるなああああっ！」

　自分が無茶なことを言っていることに、八牧は気が付いていたが、この時ばかりは思わず叫んでしまった。

〝鬼おに斬ぎり〟に憑つかれた人間の思考は、等しくアヤカシを殺すことにのみ集中する。そこに、〝宿主に対する危険の回避〟など入り込む余地はない。宿主がどうなろうと、ただひたすらにアヤカシを攻こう撃げきし続ける。その命が尽きるまで。

　アヤカシが反撃をしても、その再生力とほぼ無痛状態にあるため肉体の稼動に問題はない。だから、敵の攻撃を避けたり、肉体の硬い箇所を駆使して防御する、という思考は、ないはずなのだ。

　それなのに、この男は避けた。

　致命的ではないにしろ、食らえばかなりの痛手を負ったであろう、八牧の攻撃を。

　自分の攻撃が命中することを常に確信してしまっていた八牧は、この戦せん闘とうが始まって初めての大きな隙を作った。

　倒れ込んだままの太一朗の右手が、八牧の太い右腕を摑つかんだ。摑む、といっても八牧のあまりにも太い腕は、太一朗の片手には余る。まだ燃えている火が八牧の毛に移り、ちりちりと焦がした。

　左手をハンマーから離した時には、八牧の右腕は中からずたずたにされていた。太一朗の右掌から生えた〝枝〟が数十本、八牧の体内に侵入したのだ。

「ぐう……」

　思わず呻うめき声をあげる八や牧まきだが、それでも腕の肉に力を入れて、その肉が動く圧力で〝枝〟どもを潰つぶそうとする。同時に太た一いち朗ろうの右腕を摑つかみ、まだ寝そべっている彼の腹部に両足を揃そろえて飛び乗った。

　内臓がひしゃげる感触は、足に伝わってこなかった。逆に、太一朗を燃もやしているはずの火が、八牧の毛に絡みつく。

　熱いが、この程度ならまだ我慢できた。だが、もう右腕の限界が来てしまっていた。力が入らない。体内から聞こえるぶちぶちという音が、耳だけではなく内臓にも響く。

　その音に混じって、八牧の握り締しめる太一朗の右腕からも鈍い音が響いた。それは、骨にひびが入る音。そして、すぐに再生を始める音。

「……この……くそがあっ！」

　八牧の口から、切羽詰まった悪態が飛び出した。いかに自分が追い詰められているかを、八牧はこの時初めて思い知る。

「あうー！」

　頭の上で、未み知ちが叫んだ。




　なぜだろうか。

　その声を聞いた時。

　まだ戦える。

　そう思った。




　左手を離すと、八牧はそれを自分の右肩に持っていった。力をかけると、内部から引き裂かれて貧弱になっていた自分の腕はいとも簡単に引き千切れてしまう。干ひ乾からびつつあるその右腕から、なおも〝枝〟が伸びて八牧の体内に入り込もうとしていた。後ろ走りで距離を開ける。敵に再生する時間を与えてしまうが、こちらも体勢と思考を整える時間がほしかった。

　右肩の付け根は、もう肉の色をしていない。血も出ていない。

　これから八牧が取れる手段は、あと一つくらいしか思いつかない。この場所を選んだ理由も、その一つができるからだ。効果が期待できるか今一つ自信がない。それでもやらなければならなかった。

　だが、八牧は一つだけ迷っていた。

　先ほどから、散々血ち生なま臭ぐさいことをして、人を殺し、叫び、傷付け、傷付けられている自分に、ただひたすらにしがみ付き、時たま声を上げる小さな幼女を。

　頭に括くくり付けたままそれを実行すれば、自分はどうかは知らないが彼女は間違いなく死ぬ。かといって、頭から下ろしてしまえば、あの〝鬼おに斬ぎり〟に対して頭部を晒さらすことになる。あれにそれなりの知恵があるなら、自分の頭部や首を集中的に狙ねらってくるだろう。

　成功する可能性があるなら、このままにしておくべきだ。あの兇きよう人じんを殺すことができたら、このちびは保険としての価値を失う。喰くって殺して、それでおしまい。

　反対に、失敗して自分が負けたら、彼女には生きていてもらわなければならない。




　俺おれは、生きるのだろうか。

　俺は、死ぬのだろうか。




　逡しゆん巡じゆんは、そう長いことではなかった。

　今まで自分と彼女を結び付けていた紐ひもを乱暴に引っ張る。未み知ちが痛がる素そ振ぶりを見せたが、そんなことは意にも介さず、八や牧まきは自分と彼女の絆きずなを断ち切った。

「あああああっ！」

　左耳の近くで叫ばれた。髪を、耳を、肩を、彼女の指がまとわりつく。その彼女の胴を摑つかむと、八牧はそっと地面に下ろした。

　その動作が、彼にしてはひどく優しいものだった。そして、自分もしゃがみ込んで彼女と目線をできるかぎり近付ける。

　しがみつかれている間より、密着度はない。

　それなのに、今ほどこの幼女を近くに感じたことはなかった。

　薄うす汚れ、傷だらけの、不味まずそうだった人間の女の子。

　名前も知らない、事情も知らない、なぜ自分にこんなにも懐なついたのかもわからない。知りたいとも思わなかった。

　適当に〝みち〟と名付け、結局自分はその名前を呼ぶことなく、ちび、と呼んだ。

　今も、別に感慨があるわけではない。

　ただ、利用するだけだ。

　彼女も、安全な寝床と食事を得るために自分を利用した。

　それでいい。

　それが、自分たちの関係。

　生きても死んでも、それはここで終わる。

「ちび、いいか。これを持て」

　尻しりに入れたポケットから、カードを取り出して未知の小さな手に握らせる。

「誰だれにも渡すな、いや、優ゆう樹きにだけは渡していい。わかるな、頭が白くで、左手がなくて、顔の皮が剝はげてる奴やつだ。お前が世話になった奴だ」

　未知が、自分を見上げている。今にも泣きそうな目だ。だが、初めて自分を見た時のような哀願はそこにはない。

　あったのは。

　絶対の信頼。

　危機を迎えた時、自分が仲間から注がれ、自分が仲間に注いだ視線。




「お前は、馬ば鹿かだ」




　そんな言葉が口をついて出た。

　だが、それこそが、八や牧まきが初めて未み知ちに向けて言った、心のこもった言葉。

　状況の説明でもなく、命令でもなく、噓うそでもない。

　獣じゆう心しんの混じっていない、

　八牧の、正直な言葉。




「俺おれが動かなくなったら、お前も動くな。じっとしていろ。そして名前を覚えておけ、俺の名前は八牧、俺を動けなくする奴の名前は」

　八牧は、もう一度兇きよう人じんの名前を思い出し、それを口にした。

「山やま崎ざき、太た一いち朗ろうだ」

　そして、再び忘れる。

　二度と思い出すことはない、その名前を。




　くまさんが。

　ほんとうのくまさんになっちゃった。




　もう人の姿をとっている必要はなかった。今まではあのハンマーを振り回すため、しっかりとした指で摑つかんでやらなければならなかったが、もうどうでもいい。

　大きくなった体に、右腕の切り口が軋きしむ。自分で千切ろうと他人に切断されようと、痛いものは痛い。優ゆう樹きの傷口は、今ごろどうなっているのだろうか。あの妙な汁は出ていないだろうか。夏か純すみは、優樹の肉と骨を必要以上に焼いたりはしないだろうか。

　そんなことを考えている自分に、八牧は驚おどろく。

　戦いの最中に、まったく無関係のことを考えている自分は、もう死ぬ覚悟ができてしまったのだろうか。

　これが死に直面した生き物の思考。なかなか理解したくないものだ。

　目の前にいる兇人に点ついた火は、もう鎮火し始めていた。燻くすぶっている火と煙がぶすぶす音を立てているが、行動を妨げるほどにはならない。

　そして、再生はほぼ終わっていた。焼けたはずの髪の毛でさえ、元の長さにまで生はえ揃そろっている。服の切れ端はまだ肉体にまとわりついている。そこから露ろ出しゆつしている皮ひ膚ふには、火傷やけどの痕あと一つ残っていない。

　ぐしゃぐしゃに潰つぶしたと思った両足は、やはり元通り。そこから生はえた根が、土を探して階段の下に潜もぐり込んでいる。

　それが土に到達したかどうかは、八や牧まきの位置からは見えない。

　敵は階段の中腹、自分は階段の下。

「うー……」

　背後で未み知ちが声を上げるのと同時に。

　八牧は吼ほえた。

　ただ吼えた。

　初めての〝死〟に怯おびえる自身を鼓こ舞ぶするため。

　どこかで見ているかもしれない、『傍観者』に伝えるため。




　その咆ほう哮こうは、対岸にいる大おお田たと晃こうにも届いた。距離が開いていたので、二人ともはっきり聞いたわけではない。

　だが、耳の奥に残るどこか悲壮感の漂う叫びだった。

「……あれは、あなたのいう仲間の叫びですか？」

「ああ、そうだろうね。覚悟を持った彼の咆哮だ。彼のあんな声を、僕ぼくはもう二度と聞くことはないだろう」

　淡々と返すこの大田真さね章あきというアヤカシに、晃は初めて憎悪に近い感情を抱いた。

「自分の仲間が死ぬのに、あなたは黙って見ているんですか！　アヤカシは、仲間意識の強い生き物なんじゃないんですか！　友達とか、仲間とか、そういう近しい間柄のアヤカシが死んだら、必ず復ふく讐しゆうする、そういう生き物なんじゃないんですか！」

「ああ、そうだね」

　大田の表情は変わらない。だが、その視線は一いつ瞬しゆん動いて晃の方に向けられる。すぐに対岸に戻されたその目に宿る光が、大田のどんな感情を表現しているのか、晃にはよくわからなかった。

「復ふく讐しゆうは、する。……僕が初めてこの国に来た時以来のことだよ。いや、僕のそれなりに長い生の中で、人間に対して復讐をするのは、これが二度目になるだろうね。……悲しいことだ、とても悲しいことだ」

「悲しむ前に、止めたらいいじゃないですか！　あなたは、いったい何を考えているんですか！」

　その問いには、間髪入れず答えが返ってきた。

「何を考えていると思うかね？　先天的に眉み間けんに皺しわを寄せた、〝鬼おに斬ぎり〟と自らの信念を持ち、やけに仲間意識が強くて、僕ぼくの知っている誰だれかに似ていて、人でもなければアヤカシでもない、二重雑種ダブルブリツドでもない、生に執着して死を恐れる、小さく若いが、精一杯今を生きようとしている少年」

　片かた倉くら晃こうは、何も言えなかった。




　今日、そして生涯最後の吶とつ喊かんと突貫かもしれない。そう思うと、進む一歩一歩がやけに軽やかな気がする。

　きっと気のせいだ。自分の頭の中には、もう〝鬼おに斬ぎり〟の枝が入っているのだから。

　精一杯避け、左腕でカバーしたつもりだったが、その〝枝〟は真横から八や牧まきの巨大な口の隙間に入り込んでしまった。

　一本入ってしまったから。それが硬い筋肉で防御できる場所でなかったから。

　もう、

　駄だ目めだった。

　嚙かみ切ろうとした牙きばの間をぬって喉のどの奥に侵入すると、〝枝〟はその先端からさらに枝分かれをして八牧の肉体を中から破壊し始めた。

　口から鼻を、耳を、目を。中から押された眼球が転げ落ちた。黒い鼻の頭から、細い〝枝〟が十本ほど突き出した。先月撃うたれはしたが完治した耳が、また消滅し鼓こ膜まくが破れた。

　血は流れない。その血を、〝鬼斬り〟が貪どん欲よくに吸収している。八や牧まきの肉汁を一滴残らず搾しぼり取り、骨の中にある髄ずい液えきまでもが失われていく。

　自分の体内で起きている事態を、どこか冷静に判断している八牧が、まだここにはいた。

　見えなくなった目で、利かなくなった鼻で、聞こえなくなった耳で、頼りなくなっていく触覚で、八牧は敵の位置を知った。

　何より、今自分と自分の敵は、〝枝〟で繫つながっているのだから。

　これを辿たどった先に、兇きよう人じんがいる。

　何かに蹴け躓つまずいた。それが自分の最後の得物、まだまだ使える百二十キロの鉄てつ槌つい。折れてない牙でそれを咥くわえる。顎あごの力だけで持ち上げる。頭と体が傾いた。

　それなのに、八牧は真っ直ぐ走った。三本足で、真っ直ぐに。

（もう防御を考える必要はないな……）

　思考能力がまだ失われていないことに安心する。

　頭の先に、何かがぶつかった。

　兇人だ。おそらくは腹だろうか。

　避よけなかったのは、不幸中の幸いだ。

　離しはしない。命がなくなるまで。

　それが敵のではなく、自分の命がなくなるまでなのが、少々悔しいが。

　咥くわえた金かな槌づちを落とさないように、そのわき腹に嚙かみ付いた。

　味など伝わってこないが、きっとこいつは不味まずい。八や牧まきはそう確信していた。

　……自分の中をどれほど破壊されたのか、今の自分の姿がどれほど傷付いたものなのか、もう八牧には把握できなくなっていた。五官のほとんどは機能していない。それでも八牧が兇きよう人じんの体を引ひき摺ずって走り続けているのは、惰性と執念の賜物でしかなかった。

　だから、自分が競艇場と観客席の間にあるフェンスを突き破ったことも、スタンドの階段を駆け下りたことも、八牧は知らない。

　スタンドと中なか川がわを仕切るフェンスを貫通し、兇人共々川に落ちたことを、八牧は知らない。

　自分がまだ生きていることを、八牧は知らない。

　自分がこれから死ぬことは。

　八牧は知っていた。
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〝鬼おに斬ぎり〟が生息するために必要な物は、土と水。だが、枝や根を長時間水に浸つけておけば、木は枯れる。

　本当は、海の方がよかったのかもしれない。塩水は、〝鬼斬り〟を枯らすのを早めてくれたかもしれない。だが、八牧はどうしても思い付けなかった。

　少数ではなく、多くの人間が、翌日に必ず訪れる海を。

　だから、ここにした。朝になれば、必ずここには人間が訪れる。ここは人間の娯楽施設なのだ。そしてこの惨状を発見し、自分の死体を見つける。

　大騒動になることは必至だ。

　この騒動の大半の責任は自分。

　そして、その自分を殺したのは誰だれだ？

　あの兇きよう人じんだ。

　奴やつが生き残っていれば、アヤカシではなく、人間が奴を追う。

　それでいい。

　人間が、奴を抹まつ殺さつする。

　殺さなくとも、俺おれの仲間たちからは遠ざけることだろう。

　………………結構なことだ。

　これで俺が生き残っていれば、大だい団だん円えんなのだがな。

　もう、何も感じない。痛くもない。

　……むしろ気持ちいいくらいだ。

　俺は、痛みに快楽を覚える体質だったのか？

　……嫌な話だ。

　ちゃんと俺は奴をまだ捕まえているだろうか。

　ちゃんと川に落ちて、沈んだだろうか。

　……このまま、俺と一緒に死んでくれないだろうか。




　……ああ、まだ生きているな。

　よくわからんが。

　シームルグ、殺されてみたが、やっぱり殺される奴の気持ちはわからなかった。

　死ぬのが怖いのかもわからなかった。

　お前が死ぬ時にわかってくれ。

　どうせ、どこかで見ているんだろう、傍観者。

　お前の口からもしっかり伝えてやるがいい。

　俺を誰だれが殺したか。

　ちびは忘れてしまうかもしれん。

　……しまったな、優ゆう樹きに伝えろとは言ったが、奴はあーとかうーとかしか言わん。

　最後まで役に立たん奴だったな。




　やまきのくまさん




　………………。

　変な声が聞こえたようだ。まだ、耳は聞こえるのか？

　………………。

　聞こえない。

　何も聞こえない。

　もう

　なにも







「やまきのくまさん！」

　誰だれが叫んでいるのか、最初未み知ちはわからなかった。喉のどが痛みを訴え声が嗄かれ始めて、やっとそれが自分の口から出ていることに気が付く。

　落ちてしまった。あの川に、誰だれかと一緒に落ちてしまった。浮かんでこない。いくら体が大きくても、くまさんの体は浮くようにできている。そうに違いない。そうに決まってる。

　浮かんでこない。

　八や牧まきは浮かんでこない。

　時間など計れないが、八牧はいつまで経たっても浮かんでこない。

　涙が出た。鼻水も出た。気持ちが悪くて、八牧に食べさせてもらった食べ物が口から出た。

　その時、川面が揺れて何かが頭を出した。

　破れたフェンスに紐ひものようなものを引っ掛けて、スタンドの端にいた未知の目の前に上がってくる。

　それはやまきのくまさんではない。毛が生はえていないし、大きいがくまさんほど大きくない。

「や……やまきのくまさんは？」

　返事はない。あまり明るくない夜空の下で、その人の左頰ほおにある傷だけはなぜか見えた。







　自分たちの〝主〟が右目のない顔を上げるのを、浦うら木きと飯いい田だは見ていた。

　浦木はただ微笑ほほえみ。

　飯田は歯を食いしばり。

　その口が開くのを待った。

「山の神に、敬意を」

　低く静かな言葉が放たれた後、その口が歪ゆがむ。

「そして、俺おれの敵の目覚めに歓喜を」




　傍観者は見ていた。

「死んでしまったよ、少年。彼は死んでしまった。〝鬼おに斬ぎり〟に寄生された彼に、殺されてしまった」

「見殺しにしたあなたも、他人のことは言えないでしょう」

　相変わらず表情に変化を見せない大おお田たに、晃こうは嫌悪の情を隠そうともしない。

「死んで悲しむくらいなら、助けにいけばよかったんですよ」

「……悲しい。ああ、悲しいのかな、僕ぼくは？　悲しいとは少し違うようだ。そして僕たちに、死者への哀あい悼とうを捧げる時間を、彼はくれないようだ」

　大田がその背を屈かがめるのと、彼の頭の位置があった場所を〝枝〟が通り過ぎたのは同時だった。〝枝〟の先端が、環状線を支えている石柱に突き刺さる。

「来た……もう彼に人らしい意思はほとんど残っていない。目につく範囲、いや、自分が気が付いた範囲にいるアヤカシを殺すためだけに動く、はた迷惑な〝動く屍しかばね〟。……さあ、君も逃げた方がいい。君に人が混ざっていたとしても、もはや何の意味も」

　言葉が唐突に途と切ぎれた。石柱に刺さった〝枝〟がぴんと張り、その根元を見ようとした晃は、山やま崎ざき太た一いち朗ろうの姿を見てしまった。

　川幅が何メートルあるのか、彼の跳ちよう躍やく力りよくがどれほどなのか、そんなことを考えている余裕はなかった。

　彼に自分の〝鬼斬り〟は通用しないのに、体が立ち向かうために動いてしまう。

　その視界が、突然変わった。肩に何かが食い込む痛みと、宙に浮き、急速に上昇していく感覚に襲おそわれる。

「……君、無む駄だに命を捨てるのはやめておいた方がいい」

　風の音が耳を打つ中、先ほど聞いたばかりの声が晃に届いた。下を見ると二百メートルほど下方に中なか川がわが見える。上を見ると、そこには鳥類の体が見えた。二本の鉤かぎ爪づめが、自分の肩に苦しいほどに突き刺さっている。

「少々手荒だったかもしれない。だが、僕もだいぶ損をしてしまった。僕の服と眼鏡めがねだ。小銭入れには八百円ほど入っていたと思うが、これは大変な損失だよ、少年。……今夜、僕が失ってしまったものはそれだけではないがね。夜が明ければ、さらに僕ぼくはいろいろなものを失うことだろう」

　黒いその巨大な鳥が、大おお田た真さね章あきの本来の姿であることなど聞かなくともわかる。だから、晃こうが聞いたのは別のことだった。

「なぜ、僕を放っておかなかったんですか。あなたはあなたの友達さえ見捨てるアヤカシなのに、なぜ僕を〝鬼おに斬ぎり〟から助けたんです？　傍観者と名乗っておきながら、あなたは傍観しきれていない。見ず知らずの僕を助けるくらいなら、あなたの仲間を助ければよかったのに！」

　今大田の機嫌を損ねたら、このまま地面、もしくは川の表面に落とされるかもしれない。それくらいの考えは晃にも浮かんだ。

　だが、言わずにはいられなかった。

「……そうだね、彼の死を見て、君を放って一人で逃げる。それが正しい傍観者だろうに。困ったものだよ、本当に」

　そう言った大田真章の鷲わしの目は、下を見ていた。




　二人のアヤカシを殺した山やま崎ざき太た一いち朗ろうは、上を見ていた。

　殺さなくてはいけないアヤカシを見ていた。

　殺したいアヤカシを見ていた。

　もう何の疑問もわいてこない。

　殺すことに、何の迷いもない。




　生きる屍しかばねは、腕を見た。

　自分の、太くなり過ぎてしまった腕を見た。

　そして、ゆるゆると立ち上がる。

　足元の土が枯れるのは、見ていなかった。




　山崎太一朗は、己の意思が消えていることを最期に知ることができたのか。

　彼に知る術はない。

　彼の心は、もはやなく、

　そこにあるのは、ただ空うつろ。

　空ろの中に残るもの。

　そんなものは、あるのだろうか。
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　何を、どう、理解すればいいのか。

　共通する思考パターンを持たない片かた倉くら優ゆう樹きと帆ほ村むら夏か純すみではあったが、この時ばかりは二人の考えていることはほぼ同じであった。

「……何が、どうなっているのかな……」

「さあ……でも一つわかることがあるわ。今日の江え戸ど川がわのレースは中止でしょうね……これだけ壊れてたら……ねえ……」

　優樹にとっては初めて来る場所であり、夏純にとってはそれなりに馴な染じみ深い場所である江戸川競艇場。

　壊れた正面玄関の前にも中にも、警けい察さつ官かんや鑑かん識しきの人間が何人もいた。事件なのは優樹にもわかる。だが、何の事件なのか。こんなところでアヤカシ絡みの事件が起きたのだろうか。自分が呼び出しを受けたからには、そうなのだろうが。

「……赤あか川がわさん、元気になったのかな……」

　六課に電話をかけてきたのは、優樹もよく知っている緊きん急きゆう捕ほ縛ばく部ぶ隊たい隊長、赤川大だい介すけだ。自分の顔はひどいものだし、左手も切断してしまったが、彼の怪け我がは完治したのだろうか。

「まったく、迷惑な話よねえ。こんな朝っぱらから……これから眠るところだったのにね」

　結局、左腕から出る液体が止まるまで、四回傷口を焼く必要があった。様子を見て包帯を軽く巻き、さて寝ようかという時に電話である。夏純は寝なくとも元気いっぱいだが、怪我持ちの優樹はそうもいかない。

　状況をろくに説明せずに電話を切った赤川に少々困りながらも、優樹と夏純はこの江戸川競艇場に来ていた。現在の時間は、午前五時にまだなっていない。空が明るくなり始めているが、完全に太陽は顔を出していなかった。

「ゆうさん、ゆうさーん！」

　身分を明かし、ロープで封ふう鎖さされている現場の中に入った優樹は、聞き覚えのあるようなないような子供の声を聞いた。後に続く夏純が、煙草タバコを咥くわえながら口元を歪ゆがめる。

「優ゆうさんを優さんって呼んでいいのは、あたしだけだと思うんだけど」

　呼び方なんてそれぞれだよ。そう言おうとした優樹だったが、包帯を腕や足、顔に巻き、杖つえを突きながらこちらにやってくる私服の赤川と、彼の前をよろめきながら走ってくる幼女を見て口をつぐんだ。

「…………みっちゃん？」

　八や牧まきと一緒にいたはずの彼女が、なぜこんなところにいるのか。まさかこの破壊活動と、時たま目に入る血けつ痕こんを散らしたのは、八牧なのか。

　自分の足にすがりついて泣く未み知ちの頭を右手で撫なでてやりながら、優ゆう樹きは赤あか川がわの方を見た。

「あ、おっさんとちびっちゃいのだ。おはようさま」

　冷静、というよりは何も考えていない夏か純すみが気楽に挨あい拶さつをする。しかし優樹は、この状況に少々混乱する。

「……片かた倉くら巡査部長、久し振りだ。元気だったか？　私は見ての通りだ」

　どこか憔しよう悴すいしきった顔と声を出す赤川の挨拶に、優樹は少し落ち着いた。よくよく考えれば、こうして顔を合わせるのは本当に久し振りだ。

「お久し振りです、赤川さん。私も見ての通りです……顔はあまり人前に出せないし、左手はありませんし」

「……苦労、しているようだね」

「赤川さんこそ、髯ひげがなくなるほど苦労したんですね」

「まあ、な……朝早くからすまない」

「ほーんと、迷惑よねえ」

「夏純ちゃん……それはお互い様ですよ。赤川さんだって、病院から呼び出されたくちでしょう？」

「……ああ」

「ゆうさん……やまきのくまさん……やまきのくまさんが……！」

　涙と鼻水で自分のズボンの裾すそを汚す未知と話すために、優樹は腰を落とした。なぜ未知が自分の名前と八牧の名を呼ぶことができるのか不思議だったが、その理由を詮せん索さくするのは後でもいい。

「……その子の持っているカードを見てほしい。彼女がそれを持っていたから、私は呼び出され、君が呼ばれたんだ。一応、隊員たちも待機してはいるが……」

「……カード？」

　未知がぐずりながら、握り締しめていたそれを優樹に渡した。鼻水でべたべたしていたが、すぐにそんなことを気にしていられなくなる。

　そのカードに、優樹は見覚えがあった。もちろん、今も肌身離さずに所持している。いや、所持が義務付けられているもの。

　己が内閣公認甲種指定生物であることを証明するための身分証。日本国内閣府が、アヤカシに人としての権利と義務を与えた証。

　そこに明記されていた名前は。

「…………八牧、さん？」

　八牧巌いわお。

　優ゆう樹きは有効期限を確認する。かつては八や牧まきもこれを持っていたのだから、期限切れの公認証ならあってもおかしくはない。もし期限が切れていたなら、優樹は『八牧が何かの記念に未み知ちにこれをあげた』と無理やり納得することができただろう。

　有効期限はたっぷりと残っていた。それもそのはず、交付年月日を確認すると。

「……昨日？」

　年を間違えていたわけではない。今年のものだ。つまり八牧は、昨日付けで委員会登録甲種指定生物から内閣公認甲種指定生物になったことになる。

　たったカード一枚。

　だが、それはアヤカシの立場を大きく変えるもの。優樹はそれを知っている。八牧だって知らないはずがない。

　なのに、なぜ。

「……巡査部長、死者が出ている。現在確認したところで五名。ここの警けい備びを担当していた人間たちだ。死因は……内臓破裂なのか、それが引き起こしたショック死なのか、出血多量なのか……とにかくそんなところだ。……私は、殺人事件の担当をしたことがないので、詳しくは説明できないが」

「ねえねえ、ちびっちゃいのと一緒にヤマさんはいなかったの？　ちびっちゃいの、ヤマさんはどっか行っちゃったの？」

　夏か純すみには、ここで人間が殺されたということにあまり興味はないらしい。煙草タバコを咥くわえたまま顔を近付ける夏純から、未知が離れる。少しは慣れたかと思ったが、そうでもないらしい。

「……夏純ちゃん」

「あたし悪くないもん」

　拗すねてそっぽを向く夏純に、

「わかってるって」

　と短く答えると、優樹は未知に向き直った。

「……その子は、中なか川がわの近く、破れたフェンスの前にいたんだ。ずいぶん泣いてね……その場から離すのに結構時間がかかったよ。そのカードも私たちには見せはしてくれたが、絶対離そうとしなかった。……たまに君や八牧の名前を呼ぶだけで、何も話してくれなかったよ」

　赤あか川がわの言葉に軽く頷うなずきながら、優樹は未知の顔を見た。……初めて会った時と、ほとんど同じ。傷こそだいぶ消えてきたものの、ひどい顔だった。ポケットからハンカチを出し、自分の手を拭ふいてから彼女の涙と鼻水と涎よだれで汚れた顔をそっと拭ぬぐう。

　未知が泣きやみ、そのしゃっくりが止まるまで、十分はかかった。

　その間夏純はつまらなさそうに煙草を吸い、赤川は黙って立ち尽くし、優樹は未知の顔を見ていた。

「……落ち着いた……？」

「うん……」

「じゃあ」

　その問いを投げかけるのが、優ゆう樹きは怖かった。

　なぜかわからない。

「八や牧まきさんは、どこにいるの？」

　そして答えが返ってくるのも怖かった。

　どこにいても。

　彼が自分の手の届かない遠いところに行ってしまったようで。

「………かわのなか」

　短い答え。自身が見た、ありのままを語る正直な答え。

　そこに、虚きよ偽ぎはない。

「川って、あの中なか川がわのこと？　ヤマさん、泳いでるの？　この寒いのに。ま、寒くなくてもあたしだったら死んじゃうけど……秋だから、鮭さけでも獲とるつもりなのかしらね？」

　ここに鮭がいるかは知らないけど。そう夏か純すみは付け加えて、再び煙草タバコを吸い始める。

　夏純が、まだ気が付いていないのは、不幸中の幸いなのだろうか。

　優樹と赤あか川がわは、顔を見合わせた。

　まだ、聞かなければならないことはあった。

「……どうして、川の中にいるの？」

「…………やまきのくまさんが、おおきくなって、はしって……おおきくてくまさんよりちいさなひとと、かわにおちたの。おおきくてちいさなひとは、あがってきたけど、やまきのくまさんは、でてきてくれないの……」

　また泣きそうになる未み知ちの頰ほおに、優樹は触れた。お互いに冷えた体温だが、そこに誰だれかがいる、という支えにはなる。

　未知にとっても、優樹にとっても。

「それは、いつ？」

「よる」

　まさか、とは思いたい。

　川に落ちて、どこか別の岸に上がったのだと信じたい。

　濡ぬれた毛を乾かすために、どこかでごろごろしているのだと思い込みたい。

「その、大きくて小さい人って、どんな人？」

「なまえ、きいたの、やまきのくまさんに、きいたの。くまさんをうごかなくするのは、そのひとだって」

「……誰？」




　その名前を聞いた時。

　帆ほ村むら夏か純すみは三本目の煙草タバコを携帯灰皿に放り込んだ。

　赤あか川がわ大だい介すけは、目を閉じ、天井を仰ぎ、まだ折れている鼻に手を添えた。




　そして片かた倉くら優ゆう樹きは。
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あとがき







　病院に行きました。

　開口一番、「ひどいね」と言われました。




『ダブルブリッド』第七巻です。あとがきを書いている今はまだ２００１年ですが、出る頃ころには２００２年になっているはずなので、あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。

　毎回あとがきに必ずゲームのことを書いていましたが、あまりよくないかなと今いま更さらのように反省しました。というわけで、今回はゲームのことは書かないことにしました。

　そんなわけで、まずは病院の話です。三年振りに病院に行って、言われたのが冒頭の言葉でした。この言葉を聞いた時けっこう衝しよう撃げきを受けたので、「よし、次のあとがきのネタはこれで行こう」とすぐさま決心したものの、こうして文字にしてみるとインパクトがないですね。

　私が三年前に病院に行ったのは、右耳が聞こえなくなった時でした。今回も聞こえなくなるまでは行くまいと思っていたのですが、あまりにも痛く、見た目もだいぶひどくなってしまったのでしかたなく病院に行きました。今はすっかり完治の一歩手前です。

　悪いと思ったらすぐ病院に行こう、と反省はしましたが、たぶんこの反省は長い間はもたないでしょう。相変わらずパソコンの電源、強制的に落としてます。たまにフリーズしたりウィンドウが強制的に閉じられて書いた何ページかが消えてしまったり。

　パソコンをいじっていて何が怖いかといえば、何だかよくわからないエラーが出て画面が止まることです。一応デフラグのやり方等は覚えましたが、効果があったようなないような。繊せん細さいな機械であるパソコンと、根が大おお雑ざつ把ぱでいい加減にできている私との相性はあまりよろしくないようです。

　パソコンを購入して一年以上経たちましたが、小説を書くこと以外で一番使っているのがマインスイーパだったりするあたり、あまり有効活用していないような気がします。そしてその次がフリーセルで、成績表を見たら八百八勝四千六十六敗というとんでもない負けっぷりでした。自分で、よくこれほど負けたなあと感心しています。




　２００１年は少々刊行スペースが落ちてしまいましたが、今年はもう少し頑張ります。こんな私ですが、これからも応援してくださる方々がおられれば幸いです。





中なか村むら恵え里り加か
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中なか村むら恵え里り加か

１９７５年生まれ、東京出身。『ダブルブリッド』で第六回電撃ゲーム小説大賞〈金賞〉を受賞。（ゲーム好きの）人から（かなりゲーム好きの）専業作家になる。現在、「酔っ払わない人」になるために、「飲まない人」を目指しているが、道半ば。でもいつかきっと……！
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イラスト／たけひと

１９７７年生まれ。京都精華大学を退学後、イラストレーターとして活躍中。ゲームと古典ＳＦをこよなく愛す関西人。
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